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　皆さま、明けましておめでとうございます。
　年が改まり、米欧をはじめ世界各国では同時不況から立ち直りの兆しが少しずつ見え始めつつあり
ます。我が国経済においても、景気回復に向けた財政、金融両面からの経済対策が講じられ、さらに
は新たな展望を拓くための経済成長戦略の具体化が進められています。
　雇用情勢など東北地域の経済環境は先行きがまだ見通し難い状況にありますが、今年12月に東北
新幹線が青森まで延伸されることによる、新たな経済波及効果や地域活性化の機運に地元の期待が高
まっています。また、東北地域における自動車産業の集積が着実に拡大しつつあり、関連企業の新工
場では操業開始に向けた体制が整いつつあります。ものづくり東北の新たな展開が予想されます。

　当センターではこれまで、東北地域の産業活性化にとって有効な先見的テーマや課題を常に先取り
して調査研究し、政策提言やプロジェクト支援につながるよう絶えず取り組んできました。今年度は
「ロボット産業の振興方策」「デザイン力強化による産業活性化」「ものづくり中小企業の雇用促進」な
どの調査研究を実施する一方、昨年度から2カ年にわたり、山形県での広域観光資源活性化プロジェ
クトとして「六十里越街道でつながる広域連携・交流促進」への参画・支援を進めています。
　昨年度は、他に先駆け、東北地域における農商工連携のビジネスモデルを調査研究しました。また、
就労人口が7割を超えながら製造業に比べ依然生産性が低いとされるサービス業について、地元企業
の成功事例を「東北の光輝く企業たち－サービス産業版－」として調査・抽出し、多くの方々から高い
評価をいただきました。
　どのテーマや課題においても、共通するブレークスルーの大きな鍵は人づくりです。東北地域のも
のづくりを担う次世代層の理科離れが懸念される中、当センターでは人材育成事業として、東北大学
工学部の教授陣による高校生対象の出前講座「ＩＶＩＣＴユニバーサイエンス」を今年度に新しく立
ち上げました。高校生の理科系・技術系分野への進学や就職を促す具体的な教育プログラムとして好
評をいただいています。調査研究やプロジェクト支援の取り組みに加え、こうした人材育成も事業活
動の大きな柱の一つとして継続し取り組んで参りたいと思います。

　当センターは、今夏を目途に国土交通省主管の財団法人東北開発研究センターとの合併に向けて現
在諸準備を進めているところです。十二支の中でも変化が多いとされる寅年に、センター発足以来の
大きな節目を迎えつつあります。
　両センターを合わせると、これまでに実施した調査研究やプロジェクト支援の事業件数は約700件
に上ります。こうした実績を糧とし、両センターのお互いの強みを持ち寄り相乗効果を発揮すること
で、新たなセンターに対する地域の皆さまからのご期待に一層応えられるよう、事業活動を展開いた
したいと考えています。
　関係各位からのご支援を引き続きお願いいたします。

新年を迎えて

財団法人東北産業活性化センター
　　　　会　長　高　橋　宏　明
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最
近
で
は
、
世
界
的
に
環
境
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
の
議
論
が
活
発
に
な
る

傾
向
も
見
ら
れ
る
。
特
に
、
地
球
温
暖
化
防

止
の
た
め
の
京
都
議
定
書
以
降
の
対
策
を
議

論
す
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15（
第
十
五
回
締
約
国
会
議
）

が
昨
年
十
二
月
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
受
け

て
、
将
来
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
に
つ
い
て
各

国
の
声
明
が
相
次
い
で
発
表
さ
れ
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
動
き
が
見
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
多
く
の
人
々
が
環
境
に
関
心
を
持

つ
よ
う
に
な
る
と
、
多
く
の
メ
ー
カ
ー
は
環

境
に
配
慮
し
た
製
品
を
市
場
に
提
供
す
る
よ

う
に
な
り
、
環
境
配
慮
製
品
の
市
場
も
急
速

に
拡
大
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
企
業
と
環
境

と
の
係
わ
り
は
企
業
活
動
の
中
の
環
境
側
面

に
関
す
る
も
の
の
他
に
、
そ
の
企
業
が
市
場

に
提
供
す
る
製
品
を
通
じ
て
、
そ
の
購
入
者

や
利
用
者
を
介
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
と
の

接
点
を
持
つ
こ
と
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
製
品
に
関
連
す
る
環
境
負
荷

は
最
終
製
品
の
メ
ー
カ
ー
の
み
で
は
な
く
、

そ
の
部
品
を
製
造
し
て
い
る
中
小
の
メ
ー

カ
ー
も
係
わ
り
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。ま
た
、

世
界
的
に
環
境
化
学
物
質
に
つ
い
て
の
規
制

が
強
化
さ
れ
る
中
で
、
わ
が
国
の
企
業
に
も

そ
の
影
響
が
及
ん
で
い
る
。

気
候
温
暖
化
防
止
に

向
け
て
の
取
り
組
み

　

気
候
変
動
枠
組
み
条
約
で
は
、
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
の
削
減
目
標
を
達
成
す
る
た
め

の
仕
組
み
と
し
て
、
市
場
原
理
を
活
用
す
る

方
法
が
考
え
ら
て
お
り
、
こ
れ
が
京
都
メ
カ

ニ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
条

約
は
一
九
九
二
年
の
国
連
環
境
開
発
会
議
に

お
い
て
採
択
さ
れ
、
一
九
九
四
年
に
発
効
し

た
。
そ
し
て
、
一
九
九
五
年
以
降
ほ
ぼ
一
年

ご
と
に
締
約
国
会
議（Conference of the 

Parties, CO
P

）を
開
催
し
て
い
る
。

　

こ
の
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
の
目
的
は
大

気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス
濃
度
を
安
定
化
さ
せ

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
九
九
七
年
に

京
都
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
第
三
回
締
約
国

会
議
で
採
択
さ
れ
た
内
容
が
京
都
議
定
書
で

あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
議
定
書
で
は
取
り
決
め
が

な
い
二
〇
一
三
年
以
降
の
対
策
を
議
論
す
る

Ｃ
Ｏ
Ｐ
15（
国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
・

第
十
五
回
締
約
国
会
議
）が
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ

ン
で
二
〇
〇
九
年
十
二
月
七
日
よ
り
開
催
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
議
定
書
で
の
削
減
義

務
の
な
い
Ｃ
Ｏ
２
最
大
排
出
国
で
あ
る
中
国

や
議
定
書
か
ら
離
脱
し
た
ア
メ
リ
カ
を
中
心

に
各
国
間
で
の
駆
け
引
き
が
活
発
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
動
き
は
、
家
電
製
品
の

省
エ
ネ
化
や
環
境
対
応
自
動
車
の
開
発
な

ど
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
も
の
づ
く
り
に
も

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
。

国
際
的
な

環
境
化
学
物
質
管
理

　

過
去
に
発
生
し
た
重
要
な
環
境
問
題
の
多

く
に
お
い
て
、
そ
の
原
因
が
有
害
化
学
物
質

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
九
九
二
年
の
地
球

サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
「
ア
ジ
ェ

ン
ダ
21
」に
お
い
て
も
、
そ
の
第
十
九
項
で

「
有
害
物
質
の
環
境
上
適
切
な
管
理
」の
推
進

を
求
め
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
国
際
的
枠
組
み
で
化
学
物
質
管

理
が
強
化
さ
れ
て
き
て
い
る
。そ
し
て
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
、
二
〇
〇
一
年
に
統
合
的
製
品

政
策（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
）が
採
択
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
契

機
と
し
て
製
品
中
の
化
学
物
質
に
つ
い
て
も

規
制
す
る
電
気
・
電
子
機
器
に
含
ま
れ
る
特

定
危
険
物
質
の
使
用
制
限（
Ｒ
ｏ
Ｈ
Ｓ
）指

令
や
廃
棄
電
気
・
電
子
機
器（
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
）指

令
な
ど
の
法
令
が
次
々
に
提
案
さ
れ
て
い

る
。

　

さ
ら
に
、
二
〇
〇
二
年
の
持
続
可
能
な
開

発
に
関
す
る
世
界
首
脳
会
議（
環
境
開
発
サ

ミ
ッ
ト
、
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
会
議
）で
採
択

さ
れ
た
「
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
化
学
物
質
が

人
の
健
康
や
環
境
に
与
え
る
影
響
を
最
小
化

す
る
」と
い
う
宣
言
の
実
行
に
む
け
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
動
き
出
し
た
と
い 

え
る
。

　

二
〇
〇
七
年
六
月
よ
り
、
Ｅ
Ｕ
で
は
化
学

物
質
の
登
録
・
評
価
・
許
可
・
制
限（
Ｒ
Ｅ
Ａ

Ｃ
Ｈ
）規
則
が
施
行
さ
れ
た
。

　

Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
規
則
で
は
、
化
学
物
質
の
量

東京情報大学　
� 総合情報学部　環境情報学科　教授　岡本　眞一　氏

　　総論�
「環境配慮の重要性」

寄 稿

ま　

え　

が　

き
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と
毒
性
の
程
度
に
よ
り
、
登
録
、
届
出
、
認

可
が
必
要
に
な
り
、
直
接
に
化
学
物
質
を
Ｅ

Ｕ
加
盟
国
に
輸
出
し
て
い
な
い
場
合
で
も
、

そ
の
化
学
物
質
を
購
入
し
た
国
内
あ
る
い
は

海
外（
Ｅ
Ｕ
域
外
も
含
む
）の
メ
ー
カ
ー
で

加
工
さ
れ
、
そ
の
部
品
あ
る
い
は
最
終
製
品

が
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
に
輸
出
さ
れ
る
場
合
は
、
登

録
が
必
要
に
な
る
。

　

そ
し
て
、素
材
、部
品
、製
品
の
メ
ー
カ
ー
、

輸
入
業
者
、
の
間
で
の
情
報
の
流
れ
を
円
滑

に
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
直

接
に
輸
出
さ
れ
る
製
品
を
製
造
し
て
い
る

メ
ー
カ
ー
の
み
で
は
な
く
、
そ
の
素
材
や
部

品
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て

も
環
境
配
慮
は
必
須
事
項
と
な
っ
て
い
る
〔
１
〕。

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
規
格

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
1
4
0
0
1
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
規
格
は
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
の
第
三
者
認
証
ま
た
は
自
己
宣
言

の
た
め
の
規
格
で
あ
る
。
こ
れ
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ

9
0
0
1
規
格
と
と
も
に
国
際
標
準
化
機

構
が
発
行
し
た
規
格
の
中
で
は
、
最
も
普
及

し
て
い
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。

　

こ
の
規
格
に
よ
る
認
証
登
録
を
求
め
る
企

業
は
こ
の
規
格
が
求
め
て
い
る
全
て
の
事
項

（
こ
れ
を
要
求
事
項
と
い
う
）を
満
た
し
て
い

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

二
〇
〇
七
年
十
二
月
末
現
在
で
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ

1
4
0
0
1
審
査
登
録
数
は
世
界
全
体
で

約
一
五
八
、
〇
〇
〇
で
あ
り
、
国
別
で
は
、

中
国
三
〇
五
〇
〇
、
日
本
二
八
〇
〇
〇
、
以

下
、
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
韓

国
と
続
い
て
い
る
［
２
］。

　

こ
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
1
4
0
0
1
規
格
に
沿
っ

た
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
、
認
証
取
得
を
し
た
企
業
で
は
、
環
境
そ

の
も
の
（
こ
れ
を
環
境
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と

呼
ぶ
）の
改
善
に
役
立
て
る
と
と
も
に
、
顧

客
、
取
引
先
、
工
場（
事
業
所
な
ど
）周
辺
の

住
民
な
ど
多
く
の
利
害
関
係
者
の
信
頼
感
を

高
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
規
格

は
、
業
種
、
業
態
、
規
模
、
な
ど
に
よ
ら
ず
、

普
遍
的
に
適
用
可
能
な
規
格
で
あ
る
。
し
か

し
、
実
際
に
は
多
く
の
中
小
企
業
に
と
っ
て

は
使
い
に
く
い
部
分
も
存
在
す
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
需
要
を
満
た
す
さ
ま
ざ
ま
な
簡
易

版
・
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
も
考
え

ら
れ
て
い
る
。

Ｃ
Ｓ
Ｒ

（
企
業
の
社
会
的
責
任
）

　

Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
はC

orporate Social 
Responsibility

の
略
で
あ
る
。
企
業
の
永

続
的
な
発
展
に
は
、
株
主
、
顧
客
、
地
域
住

民
な
ど
多
く
の
利
害
関
係
者
と
の
良
好
な
関

係
を
も
ち
、
適
正
な
利
益
に
基
づ
く
拡
大
再

生
産
と
と
も
に
、
そ
の
一
部
を
利
害
関
係
者

に
還
元
す
る
な
ど
、
社
会
の
構
成
員
と
し
て

の
自
覚
が
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
た
。

　

一
九
七
〇
年
代
よ
り
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
は

企
業
の
意
思
決
定
が
消
費
者
や
地
域
住
民
の

犠
牲
の
上
で
の
利
益
最
大
を
目
指
し
て
い
る

と
批
判
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
企
業
の
活
動

に
対
し
て
厳
し
い
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
多
く

の
企
業
で
Ｃ
Ｓ
Ｒ
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
で
は
、
企
業
の
法
令
遵
守
、

企
業
倫
理
、
企
業
の
社
会
貢
献
な
ど
が
重
要

な
テ
ー
マ
と
な
る
が
、
最
近
で
は
、
企
業
が

取
り
組
む
環
境
管
理
、
環
境
改
善
活
動
も
Ｃ

Ｓ
Ｒ
活
動
の
一
部
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
も

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま　
　

と　
　

め

　

最
近
で
は
、
世
界
各
国
で
環
境
問
題
に
高

い
関
心
が
集
っ
て
お
り
、グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
政
策
な
ど
、
世
界
の
多
く
の
国
で

の
重
要
な
政
策
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し

て
、
そ
れ
に
関
連
す
る
産
業
界
で
は
、
そ
の

動
向
に
注
目
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

特
に
、
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
技
術
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
代
替
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
開
発
な
ど
は
、
単
な
る
環
境
政
策

と
し
て
で
は
な
く
、
各
国
で
の
産
業
政
策
と

も
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。

　

ま
た
、製
品
中
の
化
学
物
質
に
関
し
て
も
、

世
界
的
な
規
模
で
の
規
制
の
方
向
が
示
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
市
場
へ
製
品
を
提
供
し

て
い
る
わ
が
国
の
企
業
も
、
当
然
に
そ
の
流

れ
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
こ
で
は
、
製
品
の
環
境
配
慮
を
実
現
す

る
こ
と
は
付
加
的
な
活
動
で
は
な
く
、
社
会

的
な
要
求
事
項
と
し
て
確
実
に
適
合
で
き
る

本
質
的
な
も
の
づ
く
り
へ
の
対
応
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
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献
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二
〇
一
〇
年
は
、
昨
年
末
に
コ
ペ
ン
ハ
ー

ゲ
ン
で
開
催
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
〔
１
〕
15
に
お
け

る
ポ
ス
ト
京
都
議
定
書
の
議
論
の
余
韻
を
持

ち
つ
つ
、
資
源
枯
渇
問
題
、
水
問
題
、
生
物

多
様
性
と
い
っ
た
様
々
な
環
境
問
題
へ
の
対

応
が
さ
ら
に
鮮
明
に
重
要
な
経
営
課
題
と

な
っ
て
く
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
経
営
課
題
は

事
業
環
境
上
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
な
ど
負
の
要

因
と
し
て
環
境
抑
制
へ
の
義
務
的
対
応
に
怯

む
の
で
は
な
く
、そ
う
し
た
世
界
的
な
経
済
、

社
会
に
お
け
る
共
通
課
題
で
あ
る
、つ
ま
り
、

世
界
的
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
そ
の
対
応
ニ
ー
ズ

が
常
に
発
生
し
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
克
服
こ
そ
が
、
次
な
る
企
業
戦
略

上
重
要
な
経
営
資
源
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

〔
1
〕�　

締
約
国
会
議（Conference of the 

Parties

）の
略
。
こ
こ
で
は
、
気
候
変
動
枠
組

条
約
締
結
国
会
議
を
指
し
、
地
球
温
暖
化
に
関

す
る
国
際
的
な
枠
組
み
決
定
な
ど
を
行
う
。

　

本
稿
で
は
、
今
後
、
益
々
厳
し
く
な
る
環

境
問
題
へ
の
対
応
を
経
営
上
の
抑
制
要
因
と

し
て
で
は
な
く
、
戦
略
要
因
と
し
て
考
え
て

い
く
た
め
、「
環
境
問
題
を
め
ぐ
る
様
々
な

動
向
」、
中
で
も
「
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
問
題
」

を
中
心
に
そ
の
対
応
方
向
に
つ
い
て
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

環
境
問
題
の
拡
が
り

　
（
図―

１
）の
と
お
り
、
一
九
九
二
年
の
リ

オ
サ
ミ
ッ
ト
を
機
に
、
世
界
は
、
持
続
可
能

な
発
展
を
テ
ー
マ
と
し
た
地
球
規
模
の
環
境

問
題
を
経
済
と
の
両
立
の
観
点
か
ら
共
有
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
〇
〇
五
年
に
は
、
京
都
議
定
書
が
発
効

し
、
経
済
界
に
お
け
る
自
主
行
動
計
画
の
実

行
や
国
民
一
人
一
人
の
排
出
削
減
に
向
け
た

様
々
な
排
出
削
減
行
動
や
、
今
日
で
は
排
出

権
取
引
の
導
入
な
ど
、
日
増
し
に
環
境
規
制

に
よ
る
経
済
活
動
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る

状
況
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
、〝
は

じ
め
に
〟で
触
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
で
も
議
論
さ

れ
た
ポ
ス
ト
京
都
議
定
書
の
枠
組
み
の
動
向

や
我
が
国
政
府
が
提
案
す
る
二
〇
二
〇
年
ま

で
の
二
五
％
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減（
一
九
九

〇
年
比
）の
実
現（
図―

２
）な
ど
、
地
球
温

暖
化
対
策
を
中
心
に
さ
ら
な
る
環
境
側
面
で

の
経
済
的
負
荷
が
増
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

　

一
方
で
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
は
、
こ
う

し
た
地
球
温
暖
化
問
題
に
対
し
て
世
界
が
共

通
に
そ
の
責
務
を
果
た
す
た
め
の
社
会
像
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
大
量
消
費
、
大
量
生
産
、

大
量
廃
棄
型
の
社
会
構
造
か
ら
、
有
限
な
資

源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
を
極
力
抑
制
し
、

自
然
界
へ
の
環
境
影
響
を
最
小
化
し
、
さ
ら

に
は
、
地
球
へ
の
負
荷
に
配
慮
し
た
高
度
な

技
術
革
新
と
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
よ

る
豊
か
な
消
費
活
力
の
創
造
を
目
指
す
も
の

で
す
。

社団法人産業環境管理協会
� 製品環境情報事業センター　所長　壁谷　武久　氏

環境配慮による新たな
� 製品戦略のために

寄 稿

は　

じ　

め　

に

̃1990年代

（生産者から消費者へ）

地域の公害問題

地球規模の環境問題

循環型社会の形成

低炭素型社会の構築

2000年
鉱毒廃水

個別資料等からＪＥＭＡＩ作成を一部改変

京都議定書第一約束期間
（２００８年～２０１２年）

１９９３年 環境基本法
地球温暖化、オゾン層の破壊、酸性雨
熱帯林の減少、砂漠化、生物多様性の
減少、海洋汚染、有機廃棄物の越境移
動、途上国の公害

１９６７年 公害対策基本法
大気汚染、水質汚濁、土壌汚染、
騒音、振動、地盤沈下、悪臭

２００１年 循環型社会形成基本法
２０００年～ 各種リサイクル法の整備

容器包装、家電、食品、建設、自動車

１９７３年 化学物質管理規制法

１９７２年 ローマクラブレポート｛成長の限界」
国連人間環境会議、ＵＮＥＰ設立

ＥＵにおける環境規制強化、市場戦略
２０００年 ＥＬＶ指令

２００３年 ＷＥＥＥ指令
２００６年 ＲoＨＳ指令

２００８年 ＲＥＡＣＨ規則

時間軸

地
理
的
拡
大

★持続可能な消費と生産

１９９２年 リオサミット

★持続可能な発展
（資源・エネルギー問題）

１９９７年 ＣＯＰ３京都議定書採択

２０１３年以降ポスト京都議定書

２００２年 ヨハネスブルグサミット

環境問題の拡がり（図―1）

６／１０ 麻生首相表明
２００５年（基準年）比▲１５％
（京都議定書削減約束）

（第１約束期間基準年）

国内対策による
排出削減 ２.５％
森林吸収源 3.8%
京都メカニズム1.6%

2009.11.11
速報値

１９９０年（基準年）比▲６％
（京都議定書削減第一約束期間
２００８年～２０１２年）

７.９％

ＪＥＭＡＩ作成資料

１９９０年（基準
年）比▲８％

ラクイラ（イタリア）サミット２
２０５０年ＧＨＧ排出量
全体で５０％削減
Ｇ８、８０％削減

Ｇ８＋ブラジル、中国、イン
ド、メキシコ、南アフリカ

９／２２ 鳩山首相表明
１９９０年（基準年）比▲２５％
（気候変動サミット）

我が国の温室効果ガス排出量の推移（図―2）
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環
境
配
慮
に
着
目
し
た

も
の
づ
く
り
の
創
造

　

さ
て
、
こ
う
し
た
環
境
に
配
慮
し
た
新
し

い
機
能（
イ
ン
フ
ラ
や
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
等
）

は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
・
導
入

（
太
陽
光
、
風
力
、
バ
イ
オ
等
）、
省
エ
ネ
家

電
／
省
エ
ネ
住
宅
、
次
世
代
自
動
車
な
ど
、

即
効
力
の
高
い
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
重
視
に
偏
重

し
て
い
る
感
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
イ

ン
フ
ラ
や
製
品
を
生
み
出
す
た
め
に
は
、
設

計
段
階
か
ら
環
境
に
配
慮
し
た
設
計
に
着
目

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
「
環
境
配
慮
設
計
」に
よ
っ
て

生
ま
れ
た
製
品
を
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
（
広
い

概
念
で
、
イ
ン
フ
ラ
、
サ
ー
ビ
ス
も
含
め
て

こ
う
呼
ん
で
い
ま
す
）と
い
い
、
そ
の
開
発

を
具
体
的
に
実
現
す
る
た
め
の
手
段
が
、「
環

境
配
慮
設
計
」で
す
。（
図―

３
）

　

近
年
で
は
、
最
終
製
品
の
分
野
だ
け
で
な

く
、
当
該
製
品
を
構
成
す
る
部
品
や
素
材
と

い
っ
た
上
流
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
や
、
使
用
段
階

で
の
サ
ー
ビ
ス
（
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
）や
廃
棄
・

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
な
ど
も
一
体
と
な
っ
て

「
環
境
配
慮
設
計
」の
導
入
促
進
に
挑
戦
し
て

い
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
２
の
見
え
る
化
―

カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
始
動―

　

こ
う
し
た
「
環
境
配
慮
設
計
」を
生
か
す

た
め
、
Ｃ
Ｏ
２
の
「
見
え
る
化
」プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト―

カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
〔
２
〕―

が
国

家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
始
動
し
て
い
ま
す
。

〔
2
〕�　

カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
と
は
、
商
品
の

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
般（
資
源
採
取
か
ら
廃
棄

ま
で
）で
排
出
さ
れ
た
温
室
効
果
ガ
ス
（
Ｇ
Ｈ

Ｇ
：Green H

ouse Gas

）を
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
に

換
算
し
て
表
し
た
も
の
で
、
商
品
に
表
示
す
る

こ
と
で
、
事
業
者
の
温
暖
化
へ
の
取
り
組
み
を

消
費
者
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
消
費
者

自
身
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
抑
制
意
識
を
高
め
る

こ
と
に
有
効
な
手
段
と
し
て
、
世
界
各
国
で
そ

の
実
用
化
の
た
め
の
取
り
組
み
が
官
民
一
体
と

な
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
見
え
る
化
」は
、
経
営
的
に
明
確
な
定
義

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
企
業
活
動
の
中
の
漫
然

と
し
た
部
分
を
数
値
化
し
、
指
標
で
表
す
こ

と
を
指
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
企
業
と
し

て
見
え
て
い
な
か
っ
た
部
分
の
問
題
や
課
題

を
あ
ぶ
り
だ
し
、
こ
れ
を
解
決
す
る
手
段
と

し
て
有
効
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
を
は
じ
め
と

し
た
Ｃ
Ｏ
２
の
見
え
る
化
対
応
は
、
一
義
的

に
は
、
製
品
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
で
の
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
を
算
出
し
、
ラ
ベ
ル
で
そ
の
絶

対
値
を
示
す
な
ど
の
手
段
を
講
じ
ま
す
が
、

そ
の
絶
対
値
の
削
減
行
動
を
起
こ
す
た
め

に
、
当
該
製
品
の
環
境
配
慮
行
動
、
つ
ま
り

製
品
改
良
や
プ
ロ
セ
ス
改
善
を
継
続
的
に
履

行
す
る
手
段
と
し
て
も
注
目
さ
れ
、
環
境
配

慮
型
製
品
づ
く
り
の
第
一
歩
と
し
て
優
れ
た

威
力
を
発
揮
す
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

地
域
に
お
け
る
戦
略
的
環
境

配
慮
製
品
づ
く
り
の
ス
ス
メ

　

さ
て
、
地
球
温
暖
化
対
応
を
中
心
に
「
環

境
」を
企
業
経
営
上
の
戦
略
要
因
と
考
え
る

た
め
の
い
く
つ
か
の
情
報
と
手
段
に
つ
い
て

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
最
後
に

地
域
に
お
け
る
戦
略
的
環
境
配
慮
製
品
づ
く

り
の
ス
ス
メ
に
つ
い
て
私
見
を
も
っ
て
触
れ

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
環
境
規
制
が
厳
し
く
な
る
中
で
企

業
全
体
で
の
環
境
行
動（
例
え
ば
環
境
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
導
入
等
）に
よ
る
ア
ピ
ー
ル
か
ら

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
単
位
で
の
対
応
が
一
層
求

め
ら
れ
て
く
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
製
品
づ
く
り
の
提
供
は
、
従
来

最
終
的
な
機
能
を
有
す
る
製
品
製
造
事
業
者

に
設
計
・
企
画
に
関
す
る
決
定
権
が
委
ね
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
後
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
ベ
ー
ス
で
の
見
え
る
化
が
進
ん
だ
場
合
、

む
し
ろ
、
最
終
製
品
を
構
成
す
る
た
め
の
部

品
／
部
材
、
あ
る
い
は
さ
ら
に
上
流
の
原
料

／
素
材
／
資
源
の
段
階
に
お
い
て
、
製
品
性

能
た
る
環
境
負
荷
情
報
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
優
位
性
の
確
保

に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

環
境
問
題
は
、
日
本
だ
け
の
問
題
で
は
な

い
た
め
、
世
界
の
ど
こ
か
で
そ
の
対
応
ニ
ー

ズ
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
企
業
に

あ
っ
て
は
、
環
境
配
慮
の
製
品
づ
く
り
の
た

め
、
積
極
的
に
世
界
の
環
境
問
題
に
関
す
る

情
報
収
集
に
努
め
（
地
域
の
公
共
機
関
と
も

協
力
し
て
）、
逸
早
く
、
環
境
問
題
へ
の
対
応

を
図
る
た
め
の
製
品
改
善
、
技
術
革
新
を
図

る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
事
業
活
動
の
チ
ャ

ン
ス
と
商
機

を
得
ら
れ
る

も
の
と
確
信

し
て
い
ま

す
。

環境配慮設計で考慮するライフサイクルステージと視点（図―3）
ライフサイクルの

ステージ
視点

製　造 流　通 使　用 廃　棄

資源の有効利用
・�使用材料の低減
・�希少材料使用低減
・再生材料の利用

・梱包材の削減 ・消耗品が少ない
・�廃液、排水の削減

・分解性が高い
・�材料の分別が容易
・�材料の劣化が少な
い（再生容易）

省エネルギー化
・�ユーティリティ
（水、電気、ガス）
の削減

・積載効率の向上 ・消費電力の削減 ・分解が容易
・部品の再利用

有害物質の削減

・�工程内での有害物
質の使用削減

・�有害物質を含まな
い材料の利用

・�クリーンな輸送手
段の選択

・�排気、排水がきれ
い
・廃液が少ない

・�焼却時に有害物質
が発生しない

・�有害物質の分離回
収が容易

Copyright (C) 2009 JEMAI All Rights Reserved
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環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
お
け
る
昨
今

の
状
況
、
特
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
二

〇
二
〇
年
ま
で
の
二
五
％
削
減（
一
九
九
〇

年
比
）の
国
際
公
約
の
国
内
企
業
に
与
え
る

影
響
は
大
き
い
。
二
五
％
減
の
う
ち
国
内
対

策
で
の
対
応
分
と
海
外
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
購
入

分
の
割
合
を
ど
う
す
る
か
、
ま
た
、
キ
ャ
ッ

プ
＆
ト
レ
ー
ド
方
式
に
よ
る
国
内
排
出
量
取

引
市
場
の
制
度
設
計
や
地
球
温
暖
化
対
策
税

の
導
入
が
ど
う
な
る
か
は
現
状
で
は
明
ら
か

で
は
な
い
が
、
全
て
の
企
業
の
経
営
活
動
に

と
っ
て
何
ら
か
の
制
約
要
因
、
コ
ス
ト
増
要

因
に
な
る
こ
と
は
否
定
し
難
い
事
実
で
あ
ろ

う
。

　

一
方
で
こ
の
問
題
は
、
個
人
を
含
む
企
業

の
顧
客
に
と
っ
て
も
非
常
に
重
要
な
問
題
で

あ
る
だ
け
に
、
そ
れ
に
う
ま
く
対
応
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
大
き
な
「
機
会
」に
も
な
り
う

る
。
地
域
に
と
っ
て
も
同
様
で
あ
り
、
本
稿

で
は
そ
の
「
機
会
」を
活
か
す
こ
と
を
中
心

に
、
地
域
に
お
け
る
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分

野
へ
の
対
応
の
方
向
性
を
考
え
て
み
た
い
。

方
向
性
と
し
て
は
大
ま
か
に
三
つ
あ
り
、
①

従
来
の
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
戦
略
に
お
け
る
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
の
「
機
会
」の
活

用
、
②
環
境
ク
ラ
ス
タ
ー
と
い
う
選
択
肢
、

③
②
と
も
か
ら
む
が
「
環
境
ま
ち
づ
く
り
」

と
い
う
方
向
性
、
で
あ
る
（
ⅰ
）。

環
境
分
野
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

に
お
け
る
「
機
会
」の
活
用

　

地
域
が
自
ら
の
産
業
戦
略
、
地
域
産
業
政

策
を
考
え
る
際
に
、
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
概

念
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
国
の
産
業
ク
ラ

ス
タ
ー
政
策
が
、
昨
年
十
一
月
の
事
業
仕
分

け
で
の
知
的
ク
ラ
ス
タ
ー
創
造
事
業
の
「
廃

止
」判
定
な
ど
で
試
練
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て�

三
三
県
知
事
や
十
二
市
長
か
ら
即
刻
、
廃
止

は
妥
当
で
な
い
と
の
緊
急
共
同
声
明
が
出
た

よ
う
に
、
地
域
に
と
っ
て
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー

政
策
は
非
常
に
重
要
と
の
認
識
が
あ
る
。

　

こ
の
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
戦
略
を
ベ
ー
ス

に
、
地
域
に
と
っ
て
の
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野
に
お
け
る
「
機
会
」の
活
用
を
考
え
て

み
た
い
。
環
境（
産
業
）ク
ラ
ス
タ
ー
と
い

う
方
向
性
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
後
述
す
る
と

し
て
、
基
本
的
な
方
向
性
は
、
各
地
域
に
お

い
て
相
対
的
に
強
い
産
業
分
野
に
お
い
て
産

業
ク
ラ
ス
タ
ー
化（
創
業
と
企
業
誘
致
と
地

域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
）を
進
め
る
と

共
に
、各
ク
ラ
ス
タ
ー
戦
略
に
お
い
て
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
と
い
う
成
長
性
の
見
込
め

る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
分
野
へ
の
取
り
組
み
を
一

層
強
化
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。つ
ま
り
、

Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析（
ⅱ
）
に
お
け
る
「
機
会
」の
活

用
を
進
め
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
次
頁
表

は
、
最
上
段
の
欄
が
大
ま
か
な
産
業
分
類
で

あ
り
、
左
側
の
欄（
列
）に
は
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
的
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
体
の
生
産
・
流
通
・

最
終
消
費
と
い
う
側
面
と
、
そ
の
他
の
側
面

（
ク
リ
ー
ン
テ
ッ
ク
関
連
財
の
生
産
、
環
境
・

リ
サ
イ
ク
ル
産
業
、
排
出
量
取
引
）が
掲
げ

て
あ
る
。
そ
れ
ら
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
と
し
て

産
業
ご
と
に
「
機
会
」を
活
か
し
や
す
い
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
の
例
が
挙
げ
て
あ
る
（
ⅲ
）。
紙

幅
の
関
係
で
詳
し
い
説
明
は
出
来
な
い
が
、

太
陽
光
パ
ネ
ル
な
ど
製
品
自
体
が
ハ
イ
テ
ク

産
業
と
分
類
さ
れ
る
も
の
の
他
に
も
、
す
な

わ
ち
既
存
の
産
業
の
中
に
多
く
の
チ
ャ
ン
ス

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
林
業
を
は
じ

め
と
す
る
一
次
産
業
や
住
宅
産
業
に
は
明
ら

か
に
新
し
い
種
類
の
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
て
い

る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
東
北
の
有
す
る
豊
富

な
森
林
資
源（
東
北
七
県
で
全
体
の
二
二
％

の
森
林
面
積
を
生
か
す
好
機
が
訪
れ
て
い

る
。

環
境
ク
ラ
ス
タ
ー
と
い
う

選
択
肢

　

次
に
、
い
わ
ゆ
る
環
境
ク
ラ
ス
タ
ー
と
い

う
選
択
肢
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
環
境
関

連
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
幅
広
い
産
業
領
域
に
ま
た

が
っ
て
い
る
た
め
、
特
定
産
業
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
「
産
業
ク
ラ

ス
タ
ー
戦
略
」が
使
い
に
く
い
分
野
と
も
言

え
る
。
た
だ
し
、
環
境
関
連
の
企
業
に
と
っ

て
多
く
の
顧
客
を
抱
え
る
地
域
、
す
な
わ
ち

重
化
学
系
の
工
業
地
帯
を
擁
す
る
地
域
に
お

い
て
は
、
水
処
理
、
排
出
物
管
理
、
省
エ
ネ

等
設
備
・
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
分
野
で
「
環
境

ク
ラ
ス
タ
ー
」が
成
立
し
や
す
い
条
件
が
あ

る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
国
内
で
の
代

表
例
は
北
九
州
市
を
中
心
と
す
る
地
域
で
あ

株式会社日本政策投資銀行　地域企画部
� 企画審議役　笹野　　尚　氏

地域における環境・エネルギー
� 分野での「機会」の活用について

は　

じ　

め　

に

寄 稿
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ろ
う
。
北
九
州
市
で
は
一
九
八
〇
年
代
末
か

ら
若
松
区
の
響
灘
埋
立
地（
約
二
、
〇
〇
〇

ha
の
広
大
な
土
地
）の
有
効
活
用
と
し
て
、

重
工
業
都
市
と
し
て
蓄
積
し
て
き
た
産
業
廃

棄
物
処
理
技
術
等
を
活
か
し
た
環
境
産
業
の

一
大
拠
点
づ
く
り
を
目
指
し
て
き
た
。
そ
の

よ
う
な
歴
史
も
あ
り
、
エ
コ
タ
ウ
ン
（
一
九

九
七
年
）に
も
環
境
モ
デ
ル
都
市（
二
〇
〇

八
年
）に
も
最
初
に
認
定
を
受
け
て
い
る
。

環
境
ま
ち
づ
く
り

　

次
に
少
し
視
点
は
変
わ
る
が
、
環
境
ま
ち

づ
く
り
と
い
う
方
向
性
が
あ
る
。
こ
れ
は
現

在
の
住
民
に
と
っ
て
住
み
や
す
い
地
域
を
目

指
す
点
で
も
、
環
境
保
護
に
対
す
る
地
域
の

責
任
に
積
極
的
に
取
り
組
む
点
で
も
望
ま
し

い
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
人
材
や
企
業
の
誘
致
に
と
っ
て
も
一

般
的
に
は
プ
ラ
ス
要
因
と
し
て
働
く
で
あ
ろ

う
。
特
に
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
目
指
す
都

市（
東
北
で
は
青
森
市
や
仙
台
市
）に
お
い

て
は
そ
の
方
向
性
と
も
合
致
す
る
た
め
注
力

す
る
甲
斐
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
出
来
れ
ば
環
境
ま
ち
づ
く
り
を
地

域
産
業
振
興
の
役
に
も
立
た
せ
た
い
。
こ
れ

は
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
あ
る
程
度
以

上
の
拠
点
性
の
あ
る
都
市
に
お
い
て
は
焦
点

の
絞
り
方
次
第
で
は
あ
り
う
る
か
も
し
れ
な

い
。
特
に
上
述
し
た
環
境
ク
ラ
ス
タ
ー
と
い

う
選
択
肢
を
有
す
る
地
域
に
と
っ
て
は
、
重

工
業
地
帯
＝
公
害
発
生
地
域
、
と
い
う
過
去

の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
た
め
に

も
力
を
入
れ
る
甲
斐
が
あ
る
。
例
え
ば
川
崎

市
は
一
九
九
七
年
に
北
九
州
市
な
ど
と
共
に

エ
コ
タ
ウ
ン
の
一
号
認
定
を
受
け
、
ゼ
ロ
・

エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
工
業
団
地
の
造
成
を
は
じ
め

環
境
面
で
は
積
極
的
な
地
域
で
あ
る
が
、
二

〇
〇
八
年
二
月
よ
り
環
境
ま
ち
づ
く
り
的
な

活
動
で
あ
る
「
Ｃ
Ｃ（
カ
ー
ボ
ン
チ
ャ
レ
ン

ジ
）か
わ
さ
き
」を
推
進
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
市
民
や
事
業
者
な
ど
川
崎
市
の

多
様
な
主
体
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
温

暖
化
戦
略
で
、
市
内
の
企
業
が
所
有
す
る
環

境
技
術
の
活
用
に
よ
っ
て
Ｃ
Ｏ
２
排
出
を
効

率
的
に
削
減
す
る
と
と
も
に
、
関
連
産
業
の

集
積
や
技
術
に
よ
る
国
際
貢
献
を
目
指
す
活

動
で
あ
る
。お　

わ　

り　

に

　

既
に
東
北
各
地
域
で
は
環
境
を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
て
い

る
。
例
え
ば
、青
森
・
六
カ
所
村
で
の
ス
マ
ー

ト
グ
リ
ッ
ド
の
実
証
モ
デ
ル
、
岩
手
・
葛
巻

町
で
の
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
な
ど
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
、
宮
城
・
大
和
町
で
の
エ
コ

カ
ー
向
け
蓄
電
池
生
産
、
秋
田
・
小
坂
町
で

の
都
市
鉱
山
・
緑
化
事
業
、
山
形
・
米
沢
市

で
の
照
明
用
有
機
Ｅ
Ｌ
の
開
発
、
福
島
・
須

賀
川
市
で
の
生
ゴ
ミ
等
か
ら
の
健
康
な
土
づ

く
り
、
新
潟
県
の
Ｃ
Ｏ
２
オ
フ
セ
ッ
ト
・
ク

レ
ジ
ッ
ト
制
度
を
通
じ
た
森
林
整
備
な
ど
で

あ
る
が
、
今
後
そ
の
成
果
が
期
待
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

企
業
や
地
域
に
と
っ
て
環
境
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
分
野
へ
の
取
り
組
み
は
、
義
務
と
い
う

意
味
で
も
機
会
と
い
う
意
味
で
も
息
の
長
い

活
用
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
東
北
地

域
が
そ
の
豊
富
な
地
域
資
源
を
生
か
し
、
環

境
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
躍
進
し
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
ⅰ
）�　

自
治
体
に
よ
る
独
自
の
排
出
量
取
引
制
度

（
削
減
義
務
あ
り
）の
導
入
と
い
う
動
き
も
あ
る

が
、
機
会
の
活
用
と
い
う
趣
旨
か
ら
や
や
離
れ

る
た
め
、
本
稿
で
は
そ
れ
に
は
触
れ
な
い
。

（
ⅱ
）�　

企
業
や
地
域
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
戦

略
を
検
討
す
る
際
に
、
分
析
対
象
が
本
来
的
に

有
す
る
「
強
み
」（Strengths

）
と
「
弱
み
」

（W
eakness

）、
現
在
の
環
境
に
由
来
す
る「
機

会
」（Opportunities

）と
「
脅
威
」（T

hreats

）の

観
点
か
ら
戦
略
を
分
析
す
る
手
法

（
ⅲ
）�　

左
側
の
欄
の
分
類
に
は
概
念
的
に
多
少
の
重

複
は
あ
る
が
、
複
数
箇
所
に
登
場
す
る
品
目
は

そ
の
分
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が

出
来
る
。

笹
野　

尚（
さ
さ
の　

た
か
し
）氏
略
歴

一
九
八
三
年　

�

一
橋
大
学
卒
、
日
本
開
発

銀
行（
現
㈱
日
本
政
策
投

資
銀
行
）入
行
。

　
　
　
　
　
　

�

日
本
政
策
投
資
銀
行
地
方

開
発
部
、
調
査
部
、
東
北

支
店
企
画
調
査
課
長
、
設

備
投
資
研
究
所
な
ど
歴
任
。

二
〇
〇
九
年　

�

㈱
日
本
政
策
投
資
銀
行
地

域
企
画
部　

企
画
審
議

役
。
専
門
分
野
：
産
業
ク

ラ
ス
タ
ー
論
。

地域産業活性化における環境・エネルギー面での機会（例）
一次産業 二次産業 サービス業

農業・漁業 林業
製造業

鉱業 建設業 エネルギー 商業 運輸・観光 金融 ITサービス
ものづくり ハイテク

産業
【エネルギー生産】
再生可能エネルギー ◎�バイオエ

タノール
◎�間伐材、
木 質 ペ
レット

◎�メガソー
ラー、風
力発電な
ど

原子力 ◎�原子力発
電、核燃
サイクル

CO2回収貯蔵（CCS） ◎�油ガス田
などへの
封入

◎�排出源で
の回収

【エネルギー輸送】
送配電 ◎�マイクロ

グリッド
◎�スマート
グ リ ッ
ド、蓄電
池

◎�スマート
グリッド
関連（IT
シ ス テ
ム、通信）

【エネルギー最終消費】
家庭部門 家電 ◎�省エネ家

電
◎�発光ダイ
オ ー ド
（LED）

住宅 ◎�省エネ住
宅

◎�エコ住宅
ローン

業務部門
（ビル・商業施設等）

◎�発光ダイ
オ ー ド
（LED）

◎�グリーン
ビルディ
ング

◎�環 境 格
付、環境
利補

運輸部門 モーダルシ
フト・省エネ

◎�省エネ型
航空機

◎鉄道

エコカー ◎�ハ イ ブ
リ ッ ド
カー、電
気自動車

◎エコカー
ローン

産業部門
（省エネ投資）

◎�高 効 率
タービン
など

◎�省エネ型
生産シス
テム

◎�エスコ事
業（省エ
ネ提案）

◎�環 境 格
付、環境
利補

◎�クラウド
コンピュ�
ーティン
グ（デー
タ セ ン
ター等）

【クリーンテック関連
財・サービス】
研究開発 ◎�超高効率

機器・シ
ステム

生産 ◎�太陽光パ
ネル、蓄
電池等

【排出権市場】
国内CDM ◎�間伐材、

木 質 ペ
レット、
森林整備

◎�太陽光パ
ネル

◎�カ ー ボ
ン・オフ
セット付
商品

◎�カ ー ボ
ン・オフ
セット付
金融商品

【リサイクル等】
水処理・資源リサイク
ルなど

◎�水処理技
術など

◎都市鉱山 ◎�リサイク
ルポート
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地
球
温
暖
化
問
題
、
資
源
・
廃
棄
物
・
リ

サ
イ
ク
ル
問
題
等
の
様
々
な
環
境
問
題
の
解

決
を
図
る
た
め
に
は
、 

我
が
国
の
真
の
「
環

境
力
」を
発
揮
し
、
環
境
保
全
と
経
済
成
長

が
両
立
し
た
持
続
可
能
な
産
業
・
社
会
へ
の

転
換
を
早
期
に
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
環
境
を
軸
と
す
る

新
た
な
企
業
価
値
を
創
出
し
、環
境
を
リ
ス
ク

や
コ
ス
ト
要
因
で
は
な
く
、む
し
ろ
チ
ャ
ン
ス

と
と
ら
え
て
メ
リ
ッ
ト
に
変
え
、競
争
力
強
化

に
つ
な
げ
る
と
い
う
統
一
的
な
コ
ン
セ
プ
ト

で
そ
の
成
長
を
図
る
戦
略
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
認
識
の
も
と
、
経
済
産
業
省
で

は
、
産
業
構
造
審
議
会　

環
境
部
会　

産
業

と
環
境
小
委
員
会（
委
員
長
：
石
谷 

久（
東

京
大
学
名
誉
教
授
））に
お
い
て
、
平
成
二
〇

年
二
月
よ
り
審
議
を
重
ね
、
平
成
二
十
一
年

六
月
に
「
環
境
を
『
力
』に
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
」

新
戦
略
～
環
境
を
軸
と
す
る
新
た
な
企
業
価

値
の
創
出
～
の
取
り
ま
と
め
（
中
間
）を
行

い
ま
し
た
。（
＊
資
料
参
照
）

　

こ
の
新
戦
略
の
遂
行
に
当
た
っ
て
は
、
国

の
取
組
と
と
も
に
、企
業
、消
費
者
、投
資
家
、

金
融
機
関
、
地
方
自
治
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
あ

ら
ゆ
る
主
体
が
、
我
が
国
及
び
世
界
が
直
面

す
る
環
境
問
題
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
の
も
と
で
一
体
と

な
っ
て
環
境
へ
の
取
組
を
強
化
す
る
こ
と
が

不
可
欠
で
す
。
特
に
、
企
業
の
環
境
の
取
組

を
促
進
す
る
た
め
に
は
、企
業
の
環
境
力
を
い

か
に
効
果
的
に「
見
え
る
化
」す
る
か
が
極
め

て
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、今
回
の
新
戦
略
で

は
そ
の
点
に
つ
い
て
も
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
取
り
ま
と
め
は
、
現
時
点
で
の

政
策
課
題
を
踏
ま
え
た
新
戦
略
を
提
言
す
る

も
の
で
す
が
、
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
を
取
り
巻
く

状
況
は
常
に
変
化
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
内

容
に
つ
い
て
は
随
時
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
て
改
訂
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

＊�

産
業
構
造
審
議
会　

環
境
部
会　

産
業
と

環
境
小
委
員
会　

中
間
と
り
ま
と
め
「
環

境
を
『
力
』に
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
」新
戦
略
～

環
境
を
軸
と
す
る
新
た
な
企
業
価
値
の
創

出
～
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
経
済
産
業
省

Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

�http://w
w

w
.m

eti.go.jp/press/20090
626005/20090626005.htm

l

平
成
二
十
一
年
度
の

主
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
一
年
度
、
経
済
産
業
省
で
は
前

述
の
新
戦
略
で
も
重
点
の
お
か
れ
た
環
境
の

「
見
え
る
化
」や
環
境
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
の
活
性

化
等
に
関
す
る
施
策
を
推
進
し
て
お
り
ま
す

が
、
以
下
、
代
表
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

⑴�

カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
制
度
施
行
事
業

　

商
品
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

全
体（
原
材
料
調
達
か
ら
廃
棄
・
リ
サ
イ
ク

ル
ま
で
）で
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
を

Ｃ
Ｏ
２
量
に
換
算
し
、
表
示
す
る
カ
ー
ボ
ン

フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
（
Ｃ
Ｆ
Ｐ
）制
度
の
円
滑

な
導
入
・
普
及
に
向
け
、
製
品
の
「
商
品
種

別
算
定
基
準（
Ｐ
Ｃ
Ｒ
）」の
策
定
、
認
定
等

を
希
望
す
る
事
業
者
・
団
体
に
対
し
て
、
専

門
家
の
派
遣
等
の
支
援
を
行
う
事
業
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
七
二
件
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
原
案
策
定
計

画
が
登
録
・
公
表
さ
れ
、
十
五
件
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ

が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
（
平
成
二
十
一
年
十

二
月
三
日
現
在
）。
詳
細
は
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ

ト
プ
リ
ン
ト
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
下
さ
い
。

http://w
w

w
.cfp-japan.jp/

⑵�

マ
テ
リ
ア
ル
フ
ロ
ー
コ
ス
ト
会
計
導
入
実

証
・
国
内
対
策
等
事
業

　

マ
テ
リ
ア
ル
フ
ロ
ー
コ
ス
ト
会
計（
Ｍ
Ｆ

Ｃ
Ａ
）は
、
製
造
コ
ス
ト
を
「
正
の
製
品
コ
ス

ト
」と
「
負
の
製
品
コ
ス
ト
（
ロ
ス
コ
ス
ト
）」

に
区
分
し
て
生
産
工
程
毎
に
ム
ダ
の
「
見
え

る
化
」を
行
い
、
省
資
源
化
、
廃
棄
物
削
減
、

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
よ
る
競
争
力
強
化
の
実
現

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
環
境
管
理
会
計
手
法
の
一

つ
で
す
。
平
成
二
十
一
年
度
は
公
募
に
よ
り

全
国
で
導
入
実
証
事
業
十
三
件
、
中
小
企
業

向
け
簡
易
型
Ｍ
Ｆ
Ｃ
Ａ
実
証
事
業
三
件
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
東
北
地
域
で
は
、
宮
城
県

（
導
入
実
証
企
業
：
弘
進
ゴ
ム
㈱
）及
び
㈱
丸

峰
観
光
ホ
テ
ル
が
導
入
実
証
事
業
に
採
択
さ

れ
た
他
、
北
上
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
簡
易
型
Ｍ
Ｆ
Ｃ
Ａ
実
証
事
業
に
採
択
さ

れ
、
中
小
企
業
四
社
に
よ
り
簡
易
型
Ｍ
Ｆ
Ｃ

　　　　　経済産業省　東北経済産業局
� 資源エネルギー環境部 循環型産業振興課

環境配慮活動の促進に向けた
� 経済産業省の取り組みについて

寄 稿

「
環
境
を
『
力
』に
す
る
ビ
ジ

ネ
ス
」新
戦
略
に
つ
い
て
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Ａ
の
導
入
実
証
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
、
Ｍ
Ｆ
Ｃ
Ａ
の
国
際
標
準
化

（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
1
4
0
5
1
）に
向
け
た
国
際
的
な

議
論
が
我
が
国
主
導
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑶�

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
省
資
源
化
連
携
促
進

事
業

　

中
小
企
業
を
含
む
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
グ

ル
ー
プ
を
対
象
と
し
て
、
専
門
家
派
遣
に
よ

る
「
ム
ダ
の
見
え
る
化
」を
行
い
、
資
源
ロ
ス

の
削
減
や
環
境
配
慮
設
計
の
取
り
組
み
を
支

援
す
る
事
業
で
す
。
平
成
二
十
一
年
度
は
公

募
に
よ
り
全
国
で
三
〇
企
業
チ
ー
ム
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
東
北
地
域
か
ら
は
ヤ
マ
カ
ノ

醸
造
㈱（
宮
城
県
登
米
市
）、
大
平
洋
金
属
㈱

（
青
森
県
八
戸
市
）、㈱
東
北
佐
竹
製
作
所（
岩

手
県
北
上
市
）を
そ
れ
ぞ
れ
の
中
核
と
す
る

三
企
業
チ
ー
ム
が
採
択
さ
れ
、
専
門
家
の
指

導
の
下
、
企
業
間
連
携
に
よ
る
省
資
源
化
等

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

⑷�

環
境
配
慮
活
動
活
性
化
ビ
ジ
ネ
ス
促
進
事
業

　

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
Ｃ
Ｏ
２
削
減

対
策
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
、
企
業
、
住
民
等
の
地
域
に
お
け

る
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
、
地
球
温
暖
化

防
止
に
係
る
京
都
議
定
書
の
目
標
達
成
の
た

め
の
環
境
配
慮
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
環
境

ビ
ジ
ネ
ス
を
支
援
す
る
事
業
で
す
。

　

平
成
二
十
一
年
度
は
全
国
か
ら
六
七
件
の

応
募
が
あ
り
、
全
国
で
十
一
件
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
東
北
地
域
か
ら
は
下
記
の
二
件
が

採
択
さ
れ
、
新
た
な
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出

に
向
け
た
取
り
組
み
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
採
択
事
業
概
要
）

「
グ
リ
ー
ン
電
力
と
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ツ
を

活
用
し
た
グ
リ
ー
ン
メ
イ
ド
車
検
・
自
動
車

整
備
事
業
～
グ
リ
ー
ン
と
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ

イ
ク
ル
で
エ
コ
ロ
ジ
ー
＆
エ
コ
ノ
ミ
ー
」

�

（
東
北
自
動
車
㈱
／
青
森
県
八
戸
市
）

事
業
概
要
：
自
動
車
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
部
門
に

お
け
る
環
境
配
慮
型
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を

構
築
す
る
事
業
で
す
。
車
検
・
自
動
車
整
備

等
の
全
工
程
に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
電
力
使
用

と
、
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ツ
等
の
環
境
に
優
し

い
製
品
の
活
用
に
よ
り
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削

減
効
果
を
高
め
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
環

境
負
荷
低
減
効
果
を
「
見
え
る
化
」し
た
証

明
書
を
発
行
し
て
、
ユ
ー
ザ
ー
の
環
境
意
識

の
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
と
連
携
し
て
「
グ
リ
ー
ン
メ
イ
ド
車
検
・

自
動
車
整
備
」事
業
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、

研
修
会
や
工
場
見
学
会
等
を
通
じ
て
ユ
ー

ザ
ー
や
自
動
車
整
備
業
界
の
幅
広
い
参
加
を

促
し
、
よ
り
大
き
な
環
境
貢
献
の
取
り
組
み

に
繋
げ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

事
業
Ｈ
Ｐ
：http://w

w
w

.greenm
ade-i.com

/

「
Ｃ
Ｏ
２
排
出
を
削
減
す
る
「
新
・
観
光
交
通

シ
ス
テ
ム
」を
用
い
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
の
展
開
事
業
」

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

あ
い
づ
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー

会
議
／
福
島
県
会
津
若
松
市
）

事
業
概
要
：
年
間
三
三
〇
余
万
人
の
観
光
が

訪
れ
る
会
津
若
松
市
に
お
い
て
、
太
陽
光
発

電
と
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
を
利
用
し
新
た

な
環
境
配
慮
型
の
観
光
交
通
モ
デ
ル
シ
ス
テ

ム
を
構
築
・
実
施
す
る
事
業
で
す
。
ま
た
、

エ
コ
観
光
の
特
別
メ
ニ
ュ
ー
等
を
利
用
者
に

提
供
し
、
シ
ス
テ
ム
の
利
用
を
促
進
す
る
と

共
に
、
地
域
の
観
光
産
業
の
活
性
化
を
図
る

仕
組
み
を
構
築
し
、
継
続
的
な
ソ
ー
シ
ャ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
事
業
展
開
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

事
業
Ｈ
Ｐ
：http://ecobito.biz/

今
後
の
取
り
組
み
に
向
け
て

　

環
境
保
全
と
経
済
成
長
が
両
立
し
た
成
熟

し
た
産
業
・
社
会
の
構
築
に
向
け
、
経
済
産

業
省
で
は
、
今
後
も
「
3
Ｒ（
リ
デ
ュ
ー
ス
、

リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
）」政
策
の
推
進
、

環
境
配
慮
活
動
の
促
進
、
新
た
な
環
境
関
連

ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
に
向
け
た
環
境
整
備
等
、

更
な
る
支
援
策
の
展
開
や
事
業
Ｐ
Ｒ
等
に
努

め
て
参
り
ま
す
。



―　　―10 アイビクト情報 Vol. 88 2010.1

特集　企業・地域における環境配慮のあり方

　

東
北
大
江
工
業
株
式
会
社
は
、
宮
城
県
柴

田
町（
仙
南
地
区
）に
所
在
し
、
近
く
に
は
、

合
流
す
る
阿
武
隈
川
を
経
て
太
平
洋
へ
と
注

ぐ
清
流
白
石
川
が
中
央
を
流
れ
る
環
境
に
あ

り
ま
す
。
弊
社
は
、
主
に
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
に

曲
げ
加
工
等
を
施
し
、
中
・
大
型
容
器
や
真

空
容
器
等
を
溶
接
し
て
製
造
・
販
売
す
る
会

社
で
あ
る
。

　

製
作
過
程
で
は
、
製
缶
作
業
等
の
騒
音
、

溶
接
作
業
時
の
ヒ
ュ
ー
ム
（
煙
）、
そ
し
て
グ

ラ
イ
ン
ダ
ー
作
業
時
の
粉
塵
等
一
般
的
に

「
3
Ｋ
職
場
」の
代
表
的
な
工
場
で
あ
る
と
言

え
る
。

　

又
、
製
品
出
荷
前
に
は
、
表
面
等
の
汚
れ

（
溶
接
に
よ
る
焼
け
等
）を
落
と
す
た
め
に
、

特
殊
な
薬
品（
強
酸
）を
使
用
し
て
お
り
、
従

事
者
の
健
康
配
慮
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
環

境
中
へ
排
出
さ
れ
る
排
水
に
対
し
て
も
、
大

い
に
配
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。

　

と
く
に
環
境
へ
の
配
慮
は
、
弊
社
ト
ッ
プ

の
強
い
意
志
で
も
あ
り
、
排
水
に
限
ら
ず
全

社
員
へ
の
意
識
の
浸
透
を
図
っ
て
い
る
。

具
体
的
な
行
動
基
準

　

当
社
は
、
現
在
東
北
地
方
で
活
発
化
し
て

い
る
「
み
ち
の
く
Ｅ
Ｍ
Ｓ
」の
取
得
に
向
け

活
動
中
で
あ
る
。

　

特
に
環
境
汚
染
に
影
響
が
大
き
い
粉
塵
・

排
水
処
理
の
改
善
を
行
い
、
清
流
白
石
川
を

維
持
す
べ
く
活
動
展
開
を
行
っ
て
い
る
。

事　

例　

紹　

介

⑴
粉
塵
対
策

　

溶
接
作
業
時
の
ヒ
ュ
ー
ム
（
煙
）は
人
体

に
及
ぼ
す
影
響
が
大
き
く
、
溶
接
作
業
時
の

防
塵
マ
ス
ク
等
の
着
用
は
義
務
つ
け
て
い
る

が
、
周
辺
の
作
業
員
へ
の
配
慮
が
、
と
も
す

れ
ば
欠
け
る
こ
と
と
な
る
。

　

弊
社
で
は
、
市
販
の
電
気
集
塵
機
を
持
ち

運
び
可
能
な
よ
う
に
自
社
改
造
を
施
し
、
当

該
作
業
場
所
へ
の
設
置
を
行
い
易
く
し
、
周

辺
空
気
の
清
浄
化
を
さ
せ
る
こ
と
を
実
施
し

た
。
結
果
、
集
塵
機
出
口
に
お
い
て
は
、
サ

ブ
ミ
ク
ロ
ン
レ
ベ
ル
ま
で
の
塵
が
捕
集
で

き
、
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
。
な
お
本
集
塵

機
は
、
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
作
業
時
の
粉
塵
飛
散

に
も
使
わ
れ
て
お
り
、
よ
り
良
い
作
業
環
境

づ
く
り
に
貢
献
を
し
て
い
る
。
写
真
1
、
2

は
、
可
搬
式
に
改
造
し
た
電
気
集
塵
機
、
並

び
に
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
作
業
時
の
使
用
例
で 

あ
る
。

⑵
排
水
処
理
設
備

　

使
わ
れ
る
酸（
フ
ッ
酸
）は
、
河
川
排
出
の

環
境
基
準
が
八
ppm
と
、
非
常
に
厳
し
い
値
で

規
制
さ
れ
て
い
る
。
弊
社
は
、
酸
の
使
用
量

は
極
端
に
多
く
は
な
く
、
水
道
水
に
て
希
釈

す
れ
ば
管
理
可
能
な
状
態
で
あ
っ
た
が
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
節
減
を
目
指
す
こ
と
、
な
ら
び

に
安
定
し
た
制
御
系
を
持
つ
こ
と
に
よ
る
高

濃
度
汚
水
の
排
出
事
故
を
防
止
す
る
こ
と
を

東北大江工業株式会社
� 品質管理部　部長　池田　三郎　氏

　我が社の
� 環境配慮への取り組み

は　

じ　

め　

に

事例紹
介

写真1写真2
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目
的
に
、
フ
ッ
素
の
固
定
を
行
う
こ
と
を
計

画
し
た
。

　

一
般
に
フ
ッ
素
の
固
定
は
、
数
千
万
円
規

模
の
大
が
か
り
な
処
理
設
備
が
必
要
で
、
弊

社
の
ご
と
き
中
小
企
業
で
は
そ
の
設
備
費
の

捻
出
が
問
題
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
酸
使
用
量
に
見
合
っ
た
小
規
模

な
装
置
を
自
前
の
実
験
結
果
よ
り
独
自
に
開

発
し
、
か
つ
反
応
槽
等
の
タ
ン
ク
類
の
設
計

製
作
も
自
前
で
行
う
こ
と
に
よ
り
、
最
小
限

の
コ
ス
ト
に
て
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
写
真
3
）

　

基
本
的
な
固
定
方
法
は
、
液
体
カ
ル
シ
ウ

ム
塩
に
よ
る
フ
ッ
素
固
定
と
、
苛
性
ソ
ー
ダ

に
よ
る
中
和
の
シ
ン
プ
ル
な
反
応
制
御
で
あ

る
。

　

費
用
は
約
七
百
万
円
と
、
本
格
シ
ス
テ
ム

の
一
／
五
程
度
で
構
築
で
き
た
。

　

現
在
、
排
水
フ
ッ
素
イ
オ
ン
濃
度
は
、
一

～
五
ppm
と
非
常
に
低
い
レ
ベ
ル
で
制
御
さ
れ

た
。（
図
1
）

　

同
様
、
水
道
水
の
使
用
量
に
関
し
て
も
、

改
造
後
に
希
釈
を
要
し
な
く
な
っ
た
こ
と
よ

り
、月
平
均
で
約
四
〇
％
の
改
善
が
図
れ
た
。

　

こ
の
数
値
は
、
柴
田
町
の
水
道
料
金
で
の

計
算
で
は
、
年
間
約
五
十
四
万
円
の
節
約
に

な
る
。（
図
２
）

⑶
工
場
内
照
明
改
善

　

天
井
は
製
作
物
の
大
き
さ
を
考
慮
し
て
約

一
四
ｍ
の
高
さ
が
あ
る
た
め
、
単
機
六
〇
〇

ｗ
の
照
明
で
は
床
面
で
の
照
度
が
約
三
〇
〇

lx
と
、
低
い
環
境
で
あ
っ
た
。

　

近
年
、
ラ
ン
プ
の
高
性
能
化
が
図
ら
れ
、

か
つ
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
の
反
射
効
率
、
集
光

設
計
が
目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
て
い
る
た

め
、
節
電
と
照
度
向
上
を
目
指
し
て
検
討
を

行
っ
た
。
投
資
額
三
五
〇
万
円
に
て
改
造
し

た
結
果
、
消
費
電
力
単
機
四
〇
〇
ｗ
で
も
照

度
五
〇
〇
lx
以
上
を
確
保
す
る
と
同
時
に
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
も
二
〇
％
程
度
改
善

し
、
原
価
回
収
二
ヵ
年
の
試
算
通
り
実
行
で

き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
と
く
に
、
集
光
点
を

床
上
一
・
五
ｍ
近
傍
と
す
る
設
計
に
よ
り
、

仕
事
の
や
り
や
す
さ
も
改
善
で
き
た
。

ま　
　

と　
　

め

　

ト
ッ
プ
の
環
境
に
対
す
る
考
え
と
、
そ
の

計
画
に
お
け
る
利
点
・
確
実
性
を
、
い
か
に

納
得
し
て
も
ら
え
る
か
が
、
早
い
決
断
を
促

し
た
と
思
う
。

　

費
用
対
効
果
を
明
確
に
数
値
化
し
、
従
業

員
が
わ
か
り
や
す
い
金
額
に
て
表
示
し
、
そ

の
回
収
計
画
を
立
て
、
改
修
後
の
経
過
を
遅

滞
な
く
報
告
を
行
う
こ
と
で
、
信
頼
感
を
増

す
。
こ
の
繰
り
返
し
が
、
一
番
大
切
で
あ
る

と
思
う
。

　

現
在
の
経
済
環
境
の
中
、
公
的
認
証
で
あ

る
前
述
の
「
み
ち
の
く
Ｅ
Ｍ
Ｓ
」取
得
に
対

し
て
は
、
計
画
延
期
の
状
態
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
減
、
廃
棄
物

の
有
価
物
化
の
範
囲
拡
大
、
そ
し
て
会
社
内

だ
け
で
は
な
く
、
従
業
員
の
家
庭
内
ま
で
も

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
、
節
約
す
な
わ
ち
Ｃ

Ｏ
２
削
減
量
の
数
値
換
算
化
ま
で
可
能
な
形

で
展
開
し
て
い
く
計
画
で
あ
る
。
社
内
Ｅ
Ｍ

Ｓ
管
理
体
制
を
、
い
か
に
全
員
が
、
そ
し
て

一
丸
と
な
っ
て
理
解
・
運
営
し
て
い
く
こ
と

が
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
感
じ
る
。

　

現
在
、
そ
の
基
盤
は
構
築
さ
れ
た
と
強
く

感
じ
て
い
る
。

　

目
で
見
え
る
結
果
・
効
果
、
こ
れ
が
一
番

の
や
り
が
い
を
も
た
ら
し
、
従
業
員
全
体
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
貢
献
す
る
も
の

と
固
く
信
じ
て
い
る
。

（写真3）　フッ素固定化処理装置全景

（図1）　フッ素イオン濃度測定結果

（図2）　水道使用量（㎥ /day）
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東
北
リ
コ
ー
株
式
会
社
は
、
複
写
機
器
・

情
報
機
器
・
光
学
機
器
等
の
Ｏ
Ａ
機
器
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
株
式
会
社
リ
コ
ー
の
生
産
関
連

会
社
で
、
国
内
拠
点
十
一
社
の
ひ
と
つ
と
し

て
リ
コ
ー
グ
ル
ー
プ
の
中
で
も
第
一
の
総
合

生
産
力
を
有
す
る
会
社
で
す
。

　

当
社
の
環
境
へ
の
取
り
組
み
は
、
リ
コ
ー

グ
ル
ー
プ
共
通
の
考
え
方
で
あ
る
「
地
球
市

民
の
使
命
と
し
て
、
自
ら
の
責
任
に
お
い
て

地
球
環
境
保
全
に
取
り
組
み
、
持
続
可
能
な

社
会
作
り
に
貢
献
す
る
」と
い
う
「
環
境
経

営
」の
考
え
方
の
下
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

会
社
の
概
要

　

当
社
は
、
一
九
六
七
年（
昭
和
四
十
二
年
）

に
株
式
会
社
リ
コ
ー
の
生
産
関
連
会
社
と
し

て
宮
城
県
柴
田
郡
柴
田
町
に
設
立
さ
れ
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。
創
業
当
初
の
電
動
式
加

算
機
の
製
造
か
ら
始
ま
り
、
現
在
は
リ
コ
ー

グ
ル
ー
プ
の
生
産
拠
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
だ

け
で
な
く
、開
発
か
ら
製
造
ま
で
を
手
掛
け
、

独
創
技
術
と
デ
ジ
タ
ル
プ
ロ
セ
ス
改
革
で
、

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
も
の
作
り
企
業
へ
と
発
展

し
て
き
ま
し
た
。

　

主
要
製
品
と
し
て
は
、
当
社
が
企
画
・
開

発
を
手
掛
け
一
九
八
六
年
に
世
界
初
と
し
て

商
品
化
し
た
デ
ジ
タ
ル
製
版
印
刷
一
体
型
の

印
刷
機「
プ
リ
ポ
ー
ト
」（
現
商
品
名
サ
テ
リ

オ
）を
は
じ
め
、
日
本
は
も
と
よ
り
海
外
で

も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
リ
コ
ー
の
中
高
速

複
写
機「
イ
マ
ジ
オ
」シ
リ
ー
ズ
や
、
こ
れ
ら

の
製
品
に
搭
載
さ
れ
る
キ
ー
デ
バ
イ
ス
・

キ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
、
更
に
は
給
紙
系
周
辺
機
や

サ
プ
ラ
イ
等
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

環
境
経
営
の
考
え
方

　

リ
コ
ー
グ
ル
ー
プ
の
環
境
経
営
は
、
環
境

保
全
と
利
益
創
出
の
同
時
実
現
を
意
味
し
ま

す
。
こ
れ
を
「
環
境
技
術
開
発
」「
全
員
参
加

の
活
動
」に
よ
っ
て
推
進
し
て
い
ま
す
。
活

動
に
あ
た
っ
て
は
、「
環
境
経
営
の
基
盤
」を

整
備
し
「
製
品
」「
事
業
活
動
」そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
「
省
エ
ネ
・
温
暖
化
防
止
」「
省
資
源
・

リ
サ
イ
ク
ル
」「
汚
染
予
防
」の
三
分
野（
三

本
柱
）で
効
率
的
に
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

環
境
保
全
活
動
の
目
的
は
、
地
球
環
境
の

再
生
能
力
の
範
囲
内
に
環
境
負
荷
を
抑
制

し
、
地
球
環
境
を
維
持
す
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
リ
コ
ー
グ
ル
ー
プ
は
、
環
境
・
社
会
・

経
済
の
三
つ
の
Ｐ（Planet

・People

・

Profit

）の
関
係
が
、
歴
史
の
中
で
ど
の
よ
う

に
変
化
し
て
き
た
か
を
考
え
る
こ
と
で
、
目

指
す
べ
き
社
会
の
姿
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の

実
現
に
向
け
て
企
業
と
し
て
の
責
任
を
果
た

し
て
い
き
ま
す
。

　

リ
コ
ー
グ
ル
ー
プ
で
の
目
標
設
定
の
手
法

は
、
ま
ず
最
終
的
に
目
指
す
姿
を
想
定
し
、

そ
の
実
現
に
向
け
た
通
過
点
と
し
て
目
標
値

を
設
定
し
て
い
く
「
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン

グ
方
式
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。
リ
コ
ー
グ

ル
ー
プ
中
長
期
環
境
目
標
は
、
二
〇
二
〇
年

と
二
〇
五
〇
年
を
照
準
年
と
し
て
、
先
に
述

べ
た
三
分
野
に
お
け
る
環
境
負
荷
削
減
の
数

値
目
標
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
私
た

ち
が
取
り
組
む
べ
き
活
動
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

明
確
に
し
、
強
化
と
加
速
に
つ
な
げ
て
い
ま

す
。
三
分
野
の
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、「
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
で
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
総
量
の
削

減
」「
資
源
枯
渇
の
動
向
を
視
野
に
置
い
た

新
規
投
入
資
源
量
の
削
減
」「
環
境
リ
ス
ク

を
極
小
化
す
る
た
め
の
化
学
物
質
管
理
・
削

減
」で
す
。

　

省
エ
ネ
・
温
暖
化
防
止
の
目
標
値
を
例
に

取
る
と
、
二
〇
〇
〇
年
比
で
二
〇
二
〇
年
ま

で
に
三
〇
％
削
減（
一
九
九
〇
年
比
三
四
％

削
減
相
当
）、
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
八
七
・

五
％
の
削
減
と
非
常
に
高
い
目
標
で
す
。

東北リコー株式会社
� 経営管理本部 環境統括室　室長　伊藤　秀明　氏

東北リコー株式会社における
� 環境配慮への取り組み

は　

じ　

め　

に

事例紹
介
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環
境
配
慮
へ
の
取
り
組
み
事
例

●
省
エ
ネ
・
温
暖
化
防
止

　

リ
コ
ー
グ
ル
ー
プ
で
は
京
都
議
定
書
発
行

を
受
け
て
、
二
〇
一
〇
年
度
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
を
一
九
九
〇
年
比
で
一
二
％
削
減
す
る
と

い
う
高
い
目
標
を
掲
げ
て
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
当
社
で
は
そ
の
う
ち
、
二
〇
〇
八

年
か
ら
二
〇
一
〇
年
ま
で
の
三
年
間
で
一
三

五
〇
ｔ
の
削
減
を
受
け
持
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
施
策
と
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
設

備
の
改
善
や
、
工
場
使
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
重

油
か
ら
液
化
天
然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）へ
の
燃

料
転
換
の
実
施
等
に
よ
る
「
ユ
ー
テ
ィ
リ

テ
ィ
ー
改
善
」、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
う

高
効
率
生
産
方
式
を
採
用
し
た
「
生
産
プ
ロ

セ
ス
改
革
」、
社
内
に
あ
る
二
千
台
を
超
え

る
パ
ソ
コ
ン
や
Ｏ
Ａ
機
器
の
省
エ
ネ
機
能
を

有
効
活
用
す
る
こ
と
で
お
金
を
か
け
ず
に
環

境
負
荷
低
減
が
図
れ
る
「
グ
リ
ー
ン
Ｉ
Ｔ
」

の
全
社
員
へ
の
徹
底
な
ど
様
々
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
製
品
へ
は
、
省
エ
ネ
技
術
を
用
い

た
部
品
・
ユ
ニ
ッ
ト
の
搭
載
や
、省
エ
ネ
モ
ー

ド
機
能
の
搭
載
な
ど
、
お
客
様
が
ご
使
用
に

な
る
際
の
電
力
消
費
量
の
削
減
に
も
努
め
て

い
ま
す
。

●
省
資
源
・
リ
サ
イ
ク
ル

　

資
源
有
効
利
用
を
目
的
に
「
排
出
物
の
発

生
抑
制
」「
用
水
使
用
量
の
削
減
」「
用
紙
使

用
量
の
削
減
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

排
出
物
の
発
生
抑
制
で
は
、
生
産
方
法
や

納
入
形
態
な
ど
生
産
効
率
を
改
善
す
る
こ
と

で
排
出
物
を
削
減
・
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
し
な
が

ら
発
生
し
た
排
出
物
を
一
〇
〇
％
再
資
源
化

し
直
接
埋
め
立
て
ゼ
ロ
に
し
ま
し
た
。開
発
・

設
計
部
門
で
は
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極

的
に
活
用
し
試
作
や
評
価
に
使
用
す
る
用
紙

の
削
減
を
実
施
し
た
り
、
部
品
納
入
の
た
め

の
梱
包
材
と
し
て
使
用
さ
れ
る
段
ボ
ー
ル
の

再
使
用
化
を
図
る
な
ど
、
各
部
門
で
業
務
内

容
に
即
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

お
客
様
が
ご
不
用
に
な
っ
た
製
品
を
回
収
し

当
社
独
自
の
技
術
に
よ
り
再
生
し
た
リ
サ
イ

ク
ル
機
の
製
造
も
行
っ
て
い
ま
す
。

●
汚
染
予
防

　

当
社
で
は
、
大
気
・
水
質
・
土
壌
の
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
で
環
境
基
準
よ
り
厳
し
い
自
主

基
準
値
を
設
け
環
境
汚
染
予
防
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
も
の
作
り
の
フ
ロ
ー
全

体
の
中
で
、
仕
入
先
様
企
業
を
含
め
環
境
影

響
化
学
物
質
の
削
減
と
確
実
な
管
理
体
制
の

構
築
に
取
り
組
み
製
品
へ
反
映
し
て
い
ま

す
。

●
環
境
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

環
境
保
全
に
関
す
る
情
報
の
開
示
は
、
企

業
が
果
た
す
べ
き
社
会
的
責
任
の
重
要
要
件

の
ひ
と
つ
と
捉
え
、
社
内
外
に
対
し
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

当
社
の
環
境
へ
の
取
り
組
み
を
社
内
外
の

方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
場
と
し
て
の
「
環

境
フ
ェ
ア
」の
開
催
や
、
自
治
体
主
催
の
展

示
会
へ
の
出
展
、
宮
城
県
エ
コ
フ
ォ
ー
ラ
ム

へ
の
参
加
等
を
積
極
的
に
行
っ
た
り
、
工
場

見
学
の
受
け
入
れ
も
実
施（
二
〇
〇
八
年
度

は
約
九
百
名
が
来
社
）し
て
い
ま
す
。

●
環
境
社
会
貢
献

　

社
員
一
人
ひ
と
り
が
地
球
市
民
の
意
識
を

持
ち
自
主
的
な
活
動
を
行
う
こ
と
が
重
要
と

捉
え
、
リ
コ
ー
グ
ル
ー
プ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

研
修
を
受
け
た
社
員
が
中
心
と
な
り
、
河
川

清
掃
や
植
林
へ
の
参
加
な
ど
、
地
域
住
民
の

方
々
と
一
緒
に
積
極
的
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
会
社
と
し
て
も
こ
れ
ら
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
社
員
が
参
加
し
や
す
い
よ
う

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
」制
度
を
設
け
る
な

ど
側
面
か
ら
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

環
境
配
慮
型
の
工
場
づ
く
り

　

現
在
、
二
〇
一
〇
年
操
業
に
向
け
、
当
社

敷
地
内
に
リ
コ
ー
の
国
内
第
二
生
産
拠
点
と

し
て
、
環
境
配
慮
型
の
次
世
代
カ
ラ
ー
ト

ナ
ー
を
製
造
す
る
工
場
を
建
設
中
で
す
。

　

こ
の
工
場
は
「
Ｅ（Ecology

・
良
い
）工

場
」の
コ
ン
セ
プ
ト
の
下
、Closed Cycle

の
実
現
や
Ｃ
Ｏ
２
低
減
と
資
源
の
有
効
活
用

を
図
る
と
共
に
、
環
境
技
術
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
た
製
品
を
お
客
様
へ
提
供
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

建設中のトナー工場

会
社
名
：
東
北
リ
コ
ー
株
式
会
社

代
表
者
：
代
表
取
締
役
社
長
執
行
役
員

�

敦
賀　

博

設　
　

立
：
一
九
六
七
年
七
月

事
業
内
容
：
精
密
機
器
製
造

所
在
地
：
宮
城
県
柴
田
郡
柴
田
町

�

神
明
堂
三
の
一

資
本
金
：
二
十
二
億
七
二
四
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万
円

売
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高
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昨
今
の
社
会
問
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
地

球
温
暖
化
問
題
が
メ
デ
ィ
ア
を
賑
わ
し
て
い

る
。
政
府
も
「
鳩
山
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」や
温

室
効
果
ガ
ス
を
九
〇
年
比
で
二
五
％
削
減
を

表
明
す
る
な
ど
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
世
界

を
引
率
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
企
業
の
社

会
活
動
に
地
球
温
暖
化
対
策
が
大
き
な
影
響

を
与
え
る
こ
と
が
予
想
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、
建
設

業
に
お
い
て
も
排
出
量
削
減
が
急
務
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　

建
設
事
業
に
お
け
る
二
酸
化
炭
素
排
出
状

況
を
見
て
み
る
と
、
建
設
工
事
施
工
時
の
現

場
か
ら
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
割
合
は
日

本
全
体
の
一
～
二
％
程
度
で
あ
る
が
、
使
用

さ
れ
る
資
材
や
二
次
加
工
等
の
関
連
領
域
を

含
め
る
と
二
四
％
程
度
に
も
上
る
（
下
図
参

照
）。

　

国
土
交
通
省
も
低
燃
費
型
建
設
機
械
の
指

定
制
度
を
制
定
す
る
な
ど
施
工
時
の
二
酸
化

炭
素
排
出
量
低
減
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
が
、
建
設
業
に
お
け
る
地
球
温
暖

化
対
策
は
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。

　

当
社
で
は
、
建
設
現
場
か
ら
発
生
す
る
二

酸
化
炭
素
量
の
削
減
方
法
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
建
設
残
土
な
ど
を
運
搬
す
る
ダ
ン
プ
ト

ラ
ッ
ク
に
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
推
進
し
、
一
定

の
効
果
を
確
認
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
中
心
に
当
社

の
建
設
現
場
で
の
環
境
配
慮
事
例
を
ご
紹
介

し
た
い
。

ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
の
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
へ
の
取
り
組
み

　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
と
言
え
ば
、
過
剰
な
ア
ク

セ
ル
操
作
の
抑
制
や
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

プ
、
効
果
的
な
ブ
レ
ー
キ
操
作
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
実
践
に
あ
た
り
、

ド
ラ
イ
バ
ー
に
「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
で
運
行
せ

よ
」と
指
示
し
て
も
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
と
な

る
運
転
方
法
を
知
ら
な
か
っ
た
り
、
何
と
な

く
知
っ
て
い
て
も
ド
ラ
イ
バ
ー
の
意
識
や
癖

な
ど
に
よ
り
、
効
果
的
な
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を

行
う
こ
と
は
な
か
な
か
困
難
で
あ
る
。

　

ま
た
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
関
す
る
教
育
を

行
い
、
運
転
方
法
な
ど
を
一
度
理
解
し
て
も

時
間
の
経
過
と
と
も
に
そ
の
効
果
が
薄
れ
た

り
、
認
識
具
合
の
個
人
差
が
あ
る
た
め
ほ
と

ん
ど
燃
費
向
上
に
繋
が
ら
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー

も
い
る
な
ど
、
有
効
な
二
酸
化
炭
素
排
出
量

削
減
手
法
と
は
言
い
が
た
い
も
の
に
な
っ
て

し
ま
う
。

　

そ
こ
で
、
当
社
で
は
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
に

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
用
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、
車
両
の
燃
費
向
上
に
よ
る

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
は
、
車
内
に
本
体

と
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
設
置
し
、
車
両
運
行
時

に
は
、
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
本
体
が
運
行
状
況

（
ア
ク
セ
ル
開
度
・
積
荷
状
況
・
路
面
状
況
な

ど
）を
把
握
し
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
か
ら
の
音

声
や
ガ
イ
ド
表
示
に
よ
り
七
種
類
の
項
目

（
ア
ク
セ
ル
操
作
・
シ
フ
ト
ア
ッ
プ
な
ど
）で

過
剰
な
運
転
操
作
が
あ
っ
た
場
合
に
警
告
を

出
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
燃
費
の
良
い
運
行
を

促
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
ド
ラ
イ
バ
ー
に
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の

教
習
を
行
い
、
事
前
に
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
適

し
た
運
行
方
法
や
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
行
う

こ
と
の
社
会
的
意
義
・
安
全
性
向
上
な
ど
の

付
加
価
値
を
伝
え
、
意
識
の
向
上
を
図
っ
て

い
る
。

  株式会社福田組
� 土木事業本部 技術部　係長　相澤　晃　氏

　　福田組の
� 「環境配慮への取り組み」

は　

じ　

め　

に

事例紹
介

図　全産業に対する建設分野の二酸化炭素排出量比率

建設業合計24％10%

14%

76%

土木
建築
その他
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ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
二
酸

化
炭
素
排
出
量
削
減
の
効
果

　

当
社
が
施
工
し
て
い
る
四
現
場
で
ナ
ビ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
を
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
に
取
り
付

け
て
運
行
し
た
。
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

運
行
当
初
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
こ
れ
ま
で
と

異
な
る
ア
ク
セ
ル
操
作
や
シ
フ
ト
操
作
な
ど

を
促
さ
れ
る
た
め
、
ア
ク
セ
ル
操
作
と
シ
フ

ト
操
作
の
ど
ち
ら
か
を
気
に
す
る
と
、
も
う

一
方
の
過
剰
操
作
警
告
が
増
え
る
な
ど
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
と
し
て
は
安
定
し
な
い
走
行
が
多

く
見
受
け
ら
れ
た
が
、
運
行
日
数
が
増
え
る

に
つ
れ
、
徐
々
に
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
指
示

に
合
わ
せ
て
走
行
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
傾
向
と
し
て
伺
え
た
。

　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

運
行
の
結
果
、
四
現
場
に
て
七
・
二
～
二
六
・

五
％ 

（
平
均
一
六
・
九 

％
）の
燃
費
向
上
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
下
表
参
照
）。

さ
ら
に
、
そ
の
結
果
か
ら
運
行
期
間
中
に
ダ

ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
一
台
で
最
大
一
・
四
ｔ
程
度

の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
削
減
し
て
い
る
と

試
算
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
樹
齢
五
十
年
の
ス

ギ
の
木
が
年
間
に
吸
収
す
る
二
酸
化
炭
素
量

の
一
〇
〇
本
分
に
相
当
す
る
。

　

ま
た
、
運
行
終
了
後
に
ド
ラ
イ
バ
ー
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
行
っ

て
良
か
っ
た
点
を
挙
げ
て
貰
っ
た
と
こ
ろ
、

環
境
へ
の
意
識
の
高
ま
り
や
燃
費
向
上
の
他

に
、
安
全
運
転
に
な
り
事
故
の
危
険
性
が
低

く
な
る
こ
と
を
挙
げ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
も
お

り
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
を
使

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
急
加
速
・
急
発
進
の

抑
制
な
ど
か
ら
付
加
価
値
的
に
安
全
性
の
向

上
効
果
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
で
は
、
ゆ
っ
く

り
と
し
た
ア
ク
セ
ル
操
作
を
促
さ
れ
る
た

め
、
騒
音
・
振
動
の
低
減
効
果
も
期
待
で
き
、

地
球
温
暖
化
対
策
に
限
ら
ず
、
多
方
面
で
の

環
境
改
善
効
果
を
今
後
期
待
で
き
る
結
果
が

得
ら
れ
た
。

様
々
な
環
境
配
慮
へ
の

取
り
組
み

　

こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

の
推
進
以
外
に
も
、
当
社
で
は
ダ
ン
プ
ト

ラ
ッ
ク
に
運
行
管
理
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
さ

せ
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
り
車
両
位
置
情
報
を
パ
ソ

コ
ン
上
で
把
握
し
、
交
通
渋
滞
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
に
車
両
位
置
の
管
理
を
行
う
こ
と

や
、
現
場
内
の
照
明
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
る
な

ど
の
省
電
力
化
な
ど
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
排

出
量
削
減
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
以
外
に
も
工
事

現
場
周
辺
の
環
境
配
慮
と
し
て
、
ダ
ン
プ
ト

ラ
ッ
ク
等
の
運
行
の
際
、
事
前
に
振
動
・
騒

音
の
測
定
を
行
い
、
周
辺
住
民
の
生
活
に
影

響
が
な
い
よ
う
な
速
度
で
運
行
さ
せ
て
い

る
。
ま
た
、
土
地
取
引
時
な
ど
で
必
要
と
な

る
土
壌
汚
染
調
査
・
対
策
の
立
案
・
施
工
や
、

建
設
物
解
体
時
の
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
廃
材
の

適
正
処
分
な
ど
様
々
な
環
境
分
野
に
お
い
て

周
辺
住
民
や
地
域
の
安
全
に
十
分
配
慮
し
た

計
画
・
施
工
を
行
っ
て
い
る
。

最　
　

後　
　

に

　

今
後
も
環
境
分
野
に
関
し
て
は
様
々
な
問

題
や
新
規
分
野
が
出
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。
当
社
の
経
営
理
念
で
あ
る
「
人
間
と

環
境
を
大
切
に
し　

感
動
的
価
値
の
創
造
を

目
指
し
ま
す
」の
フ
レ
ー
ズ
を
実
践
す
べ
く
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
新
た
な
取
り
組

み
を
こ
れ
か
ら
も
行
っ
て
い
く
。

図　エコドライブの効果

環境保全への貢献
地球温暖化の防止
大気汚染の防止

経済性の向上
燃料費の節約

車両維持費の低減
保険料の低減

安全性の向上

交通事故の減少

エコドライブ
の実施

出典：交通エコロジー・モビリティ財団、トラックバスのエコドライブテキスト

写真　ナビゲーションを車両に取り付けた様子

表　燃費改善状況
通常走行時 ナビ案内時 向上率

現場Ａ 2.78 km/L 2.98 km/L 7.20％
現場Ｂ 2.46 km/L 2.78 km/L 13.00％
現場Ｃ 2.95 km/L 3.58 km/L 21.40％

現場Ｄ
車両① 3.74 km/L 4.36 km/L 16.60％
車両② 3.40 km/L 4.30 km/L 26.50％

平均 16.90％
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本
調
査
は
、
財
団
法
人
Ｊ
Ｋ
Ａ（
旧
：
財

団
法
人
日
本
自
転
車
振
興
会
）の
補
助
を
受

け
、地
域
環
境
問
題
に
係
わ
る
学
識
経
験
者
、

専
門
機
関
、
産
業
界
、
行
政
機
関
の
関
係
者

等
で
構
成
す
る
調
査
委
員
会（
委
員
長
：
岡

本
眞
一
・
東
京
情
報
大
学　

総
合
情
報
学
部

　

教
授
）を
当
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
、
平
成

二
〇
年
七
月
か
ら
検
討
を
行
っ
た
「
東
北
地

域
の
製
造
業
に
お
け
る
環
境
配
慮
に
関
す
る

調
査
」と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。

は　

じ　

め　

に

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
製
品
に
関
す
る
化
学
物

質
規
制
の
強
化
等
を
背
景
に
、
大
手
の
セ
ッ

ト
メ
ー
カ
ー
で
は
、
部
品
な
ど
を
製
造
し
て

い
る
中
小
企
業
に
対
し
て
も
厳
し
い
化
学
物

質
管
理
を
求
め
る
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
さ

ま
ざ
ま
な
産
業
団
体
で
も
、
地
球
温
暖
化
防

止
へ
の
積
極
的
な
貢
献
を
推
奨
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
中
小
企
業
に
お
い

て
も
環
境
配
慮
〔
１
〕
は
当
た
り
前
と
な
り
つ

つ
あ
る
。

　

本
調
査
で
は
、
は
じ
め
に
機
械
工
業
等
製

造
業
の
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
問
題
の

動
向
、
社
会
背
景
等
を
整
理
し
、
そ
の
上
で

東
北
地
域
中
小
企
業
の
取
り
組
み
状
況
に
つ

い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
と
先
進
事
例
の
調
査
研
究

を
行
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
知
見

を
、
中
小
企
業
に
お
け
る
環
境
配
慮
・
省
資

源
化
へ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
の
方
向
性
と

し
て
提
案
し
、
中
小
企
業
へ
訴
求
し
や
す
い

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
形
式
に
と
り
ま
と
め
る
こ

と
が
で
き
た
。

中
小
企
業
の
重
点
テ
ー
マ

　

中
小
企
業
に
お
け
る
環
境
配
慮
の
取
り
組

み
を
調
査
す
る
に
あ
た
り
、
重
点
的
に
取
り

組
む
べ
き
テ
ー
マ
と
し
て
下
記
の
三
テ
ー
マ

を
と
り
あ
げ
た
。（
図
1
）

　
「
省
資
源
」「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
」は
社
外
か

ら
の
拘
束
力
が
強
く
な
い
も
の
の
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
に
結
び
つ
く
た
め
取
り
組
み
や
す
い
。

一
方
、「
化
学
物
質
対
策
」は
コ
ス
ト
ア
ッ
プ

と
な
っ
た
り
、
生
産
効
率
や
品
質
の
維
持
が

困
難
と
な
っ
た
り
す
る
も
の
の
、
取
引
継
続

の
た
め
に
は
不
可
避
の
も
の
で
あ
る
。

機
械
工
業
等
中
小
企
業
の
環
境
配
慮

状
況
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

本
調
査
で
は
、
二
〇
〇
八
年
八
月
に
郵
送

に
よ
る
発
送
、
回
収
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
。
回
収
数
は
六
一
五
社
で
回
収
率
二
一
％

で
あ
っ
た
。
回
答
企
業
の
五
〇
％
強
が
機
械

器
具
製
造
業
で
あ
り
、
ま
た
、
六
五
％
が
一

〇
人
～
一
〇
〇
人
未
満
の
従
業
員
規
模
で

あ
っ
た
。

１
．
経
営
に
影
響
を
及
ぼ
す
環
境
制
約

　

五
年
前
と
比
較
し
て
、
環
境
制
約
が
経
営

に
与
え
る
影
響
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
し

た
企
業
が
全
体
の
八
割
近
く
に
及
ん
だ
。
具

体
的
に
は
、
原
材
料
価
格
の
高
騰
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
の
高
騰
と
す
る
企
業
が
多
く
、
そ

の
他
、
廃
棄
物
処
理
費
の
高
騰
や
環
境
に
係

る
法
規
制
、
納
入
先
か
ら
の
製
品
に
含
有
す

る
有
害
物
質
の
削
減
・
使
用
禁
止
に
関
す
る

要
請
を
挙
げ
る
企
業
が
半
数
以
上
と
な
っ
た
。

　

経
営
へ
の
具
体
的
な
影
響
と
し
て
、「
営

業
利
益
が
減
少
し
た
（
四
八
％
）」、「
対
応

す
る
た
め
の
設
備
投
資
、
工
程
変
更
を
行
っ

た
（
そ
れ
ぞ
れ
二
五
％
、
二
四
％
）」な
ど
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

２�

．
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム（
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）

の
導
入

　

各
社
の
主
要
事
業
所
に
お
け
るEM

S

の

導
入
状
況
を
見
る
と
、
未
導
入
の
企
業
が
大

半
で
あ
り
、
意
思
・
予
定
の
な
い
企
業
が
四

『東北地域の機械工業等製造業
� における環境配慮に関する調査』

報告書の概要紹介

〔
1
〕�　

本
調
査
で
は
、「
環
境
配
慮
」に
つ
い
て
、
規

制
・
要
請
へ
の
対
応
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
省
資

源
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
、
製
品
の
環
境
配
慮

設
計
な
ど
、
環
境
へ
の
取
り
組
み
を
広
く
さ
す

言
葉
と
し
て
使
用
す
る
。

弱 強
拘束力（法規制や取引からの要請） 

メ
リ
ッ
ト
大

メ
リ
ッ
ト
小

（
対
応
コ
ス
ト
大
）

取
り
組
み
や
す
さ 化学物質対策

（製品含有物質の
切り替え・削減）

省資源
（製造工程に
おける原材料
ロスの削減）

省ｴﾈﾙｷﾞｰ
（製造工程・物
流における省
エネ）

（製品の
省エネ・省資源）

図1　中小企業が重点的に取り組むべきテーマ
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割
以
上
に
上
っ
た
（
図
2
）。
導
入
意
思
の

あ
る
企
業
も
含
む
三
二
七
社
に
対
し
、
導
入

の
目
的
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
納
入
先
か
ら
の

要
請
へ
の
対
応
を
挙
げ
る
企
業
が
最
も
多

く
、
次
い
で
企
業
の
社
会
的
責
任
を
挙
げ
る

企
業
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

３
．
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
資
源
対
策

　

事
業
所
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
と

し
て
の
取
り
組
み
が
多
い
中
で
、
光
熱
費
削

減
等
の
効
果
も
大
き
い
も
の
は
、
操
業
管
理

の
改
善
、
生
産
工
程
の
改
善
、
既
存
設
備
・

機
器
の
補
修
保
全
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ

た
。
ま
た
、
従
業
員
の
士
気
向
上
に
つ
な
が

り
や
す
い
の
は
、
外
部
専
門
家
の
指
導
・
助

言
、既
存
設
備・機
器
の
補
修
保
全
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
省
資
源
の
対
策
に
つ
い
て
取
り
組

ま
れ
た
こ
と
が
多
い
の
は
廃
棄
物
回
収
、
分

別
等
で
あ
る
（
図
3
）。
こ
れ
ら
の
中
で
、
廃

棄
物
処
理
量
の
削
減
効
果
に
つ
な
が
り
や
す

い
の
は
、
出
荷
時
の
省
資
源
、
廃
棄
物
分
別

に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
、
原
材
料
使
用
量
の
削

減
に
つ
な
が
り
や
す
い
の
は
、
資
源
代
替
、

製
品
設
計
・
工
程
変
更
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
省
資
源
の
対
策

は
、
従
業
員
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
取
り
組
み

割
合
が
高
い
傾
向
に
あ
る
。

４
．
化
学
物
質
対
策

　

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
企
業
の
約
六
割
が
納
入

先
か
ら
化
学
物
質
に
関
し
て
の
何
ら
か
の
要

請
を
受
け
て
い
る
。
要
請
を
受
け
た
企
業
で

は
、
原
材
料
費
が
高
く
な
る
、
生
産
コ
ス
ト

の
増
加
や
生
産
時
間
の
延
長
、
品
質
維
持
が

難
し
い
な
ど
経
営
上
の
悪
影
響
が
出
て
い
る

企
業
が
多
く
、
省
エ
ネ
・
省
資
源
と
比
較
し

て
対
応
が
難
し
い
分
野
で
あ
る
こ
と
が
う
か

が
わ
れ
た
。
一
方
で
、
製
品
・
技
術
と
の
差

別
化
や
要
請
対
応
に
よ
り
好
影
響
を
得
て
い

る
企
業
も
そ
れ
ぞ
れ
十
五
％
存
在
し
て
い
る

（
図
4
）。
化
学
物
質
へ
の
対
応
は
、
取
引
を

継
続
す
る
上
で
の
必
須
条
件
で
あ
る
と
同
時

に
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
い
る
企
業
も
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

５
．
Ｅ
Ｍ
Ｓ
導
入
と
環
境
配
慮
・
効
果

　

Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
構
築
し
て
い
る
企
業
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
原
単
位
や
歩
留
ま
り
率
な
ど
対

策
に
必
要
な
デ
ー
タ
を
把
握
・
管
理
し
て
い

る
割
合
が
高
く
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
省
資
源

等
の
具
体
的
な
対
策
を
進
め
て
い
る
割
合
も

高
か
っ
た
。
Ｅ
Ｍ
Ｓ
構
築
の
有
無
に
よ
っ
て

取
り
組
み
対
応
が
二
極
化
し
て
い
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
省
資
源
に
つ

い
て
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
設
備
・
機
器
導
入
、

生
産
工
程
改
善
等
、
同
様
の
取
り
組
み
を
実

施
し
た
企
業
で
も
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
有
無
に
よ
っ

て
成
果
が
出
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
生

産
工
程
か
ら
の
副
生
物
を
回
収
・
再
利
用
し

て
い
る
企
業
に
つ
い
て
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
構
築
し
て

い
る
企
業
の
七
割
以
上
が
削
減
効
果
あ
り
と

し
て
い
る
の
に
対
し
、
構
築
し
て
い
な
い
企

業
で
は
削
減
効
果
が
あ
っ
た
の
は
四
割
以
下

に
す
ぎ
な
い
。
他
の
項
目
に
お
い
て
も
、
Ｅ

Ｍ
Ｓ
未
構
築
の
企
業
の
方
が
構
築
企
業
に
比

較
し
、「
取
り
組
ん
だ
が
成
果
が
な
か
っ
た
」

と
す
る
割
合
が
総
じ
て
多
い
。

　

ま
た
、
従
業
員
の
士
気
が
向
上
す
る
効
果

に
つ
い
て
も
差
が
出
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

６
．
環
境
配
慮
の
課
題
、
支
援
策

　

環
境
配
慮
の
取
り
組
み
に
お
け
る
課
題
と

し
て
、
人
手
不
足
、
情
報
不
足
を
挙
げ
る
企

業
が
最
も
多
く
み
ら
れ
た
。

　

地
域
専
門
機
関
へ
期
待
さ
れ
る
支
援
策
と

し
て
は
、「
他
社
に
お
け
る
取
り
組
み
事
例

の
情
報
提
供
」が
、「
補
助
金
等
の
資
金
的
支

援
」や
「
技
術
講
習
会
等
の
人
材
育
成
の
支

援
」を
抜
い
て
最
も
多
く
な
っ
た
。
こ
れ
ら

の
こ
と
か
ら
、
中
小
企
業
が
容
易
に
手
に
取

る
こ
と
が
で
き
、
他
社
動
向
を
含
め
た
具
体

的
取
り
組
み
を
促
進
で
き
る
よ
う
な
資
料
提

供
は
一
つ
の
有
効
な
支
援
策
で
あ
る
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
る
。（
図
5
）

(n=615)

ISO14001の
認証を取得
している
22.4%

ISO14001以外の
EMSの外部認証を
取得している 2.0%

外部認証は取得
していないが、
EMSを構築して
いる 6.8%

具体的な準備は
進めていないが、
導入の意思はある

22.0%

無回答 3.9%

EMSを導入
する意思・
予定はない。
42.9%

図2　ＥＭＳの導入状況

(n=615)

50.2%

39.0%

27.0%

25.0%

11.2%

0.8%

22.8%

4.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%
廃棄物の分別の徹底による資源のリサイクル

（外部委託を含む）の推進
生産工程から発生する金属屑、紙屑、

廃液、汚泥等の回収・再利用
原材料のロスや不良品を削減するための

製品設計又は工程の変更
梱包材の削減や再使用可能な

容器の使用等、出荷の際の省資源
資源価格の高騰や希少資源の供給不安を背景

とした原材料の切り替え、資源の代替
その他

資源上の制約のための対策は
行っていない

無回答

図3　取り組んだことのある省資源対策

(n=366)

38.8%

15.8%

10.9%

2.7%

14.5%

14.5%

4.9%

29.2%

8.5%

11.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

 原材料費が高くなった
工程の変更等が必要となり、生産コストの
増加や生産時間の延長等の悪影響がでた
 製品の品質維持が難しくなった
 その他、経営上の悪影響がでた

 他社の製品・技術との差別化につながった
 納入先の要請に対応したことで

高い評価が得られた
 その他、経営上の好影響がでた

有害物質対策をしたが、特に影響はなかった
 有害物質対策をしていない

無回答

図4　有害物質部材切り替えの影響
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ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

　

本
調
査
で
行
っ
た
一
〇
社
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

の
中
か
ら
、
三
社
を
以
下
に
紹
介
す
る
。

１�

．
中
小
企
業
向
け
Ｅ
Ｍ
Ｓ
で
社
員
士
気
向

上Ａ
社（
宮
城
県
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
製
造
業
）

資
本
金
規
模
：
一
〇
〇
〇
～
五
〇
〇
〇
万
円

従
業
員
：
二
〇
～
五
〇
人
、

　

同
社
は
、
地
域
版
中
小
企
業
向
け
Ｅ
Ｍ
Ｓ

で
あ
る
、
み
ち
の
く
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
二
〇
〇
七
年

に
取
得
。
社
内
に
分
科
会
を
設
け
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
省
資
源
な
ど
の
各
種
目
標
を
設
定

し
、
全
社
員
で
達
成
状
況
を
毎
月
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
る
。

　

な
か
で
も
廃
棄
物
削
減
は
、
原
材
料
コ
ス

ト
の
削
減
や
製
品
の
品
質
向
上（
不
良
品
の

削
減
）に
も
つ
な
が
る
た
め
、
経
営
基
盤
の

強
化
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
と
し
て
重
視
し

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
樹
脂
の
射
出
成
型

工
程
く
ず
を
減
ら
す
こ
と
に
よ
る
歩
留
ま
り

向
上
、
通
い
箱
の
導
入
に
よ
る
梱
包
資
材
の

削
減
な
ど
の
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。

　

過
去
、
品
質
向
上
に
向
け
た
体
制
づ
く
り

を
試
み
た
際
に
は
社
員
に
浸
透
し
づ
ら
か
っ

た
経
験
が
あ
る
が
、
環
境
配
慮
へ
の
対
応
で

全
社
員
一
丸
と
な
っ
た
体
制
を
構
築
す
る
こ

と
が
で
き
た
た
め
、
こ
れ
を
品
質
向
上
に
向

け
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
ま
で
発
展
さ
せ
る
意

向
に
あ
る
。

２
．
化
学
物
質
対
策
で
競
争
力
ア
ッ
プ

Ｂ
社（
青
森
県
、電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
製
造
業
）

資
本
金
規
模
：
五
〇
〇
〇
万
～
一
億
円

従
業
員
：
二
〇
～
五
〇
人
、

　

同
社
は
、
二
〇
〇
六
年
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
1
4
0�

0
1
及
び
Ｉ
Ｓ
Ｏ
9
0
0
1
を
取
得
。
ま

た
有
害
物
質
フ
リ
ー
化
の
取
り
組
み
と
し

て
、
鉛
フ
リ
ー
は
ん
だ
を
導
入
。

　

顧
客
の
環
境
配
慮
設
計
に
対
応
す
る
ほ

か
、
原
材
料
仕
入
先
か
ら
の
提
案
を
受
け
て

顧
客
設
計
部
門
へ
材
料
転
換
提
言
も
実
施
す

る
な
ど
に
よ
り
、
顧
客
と
の
契
約
を
維
持
し

て
い
る
。
ま
た
製
品
の
成
分
分
析
を
要
求
す

る
新
規
顧
客
に
対
し
て
有
害
物
質
フ
リ
ー
製

品
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
分
析
結
果
を
速
や
か

に
提
供
す
る
こ
と
が
同
業
者
間
に
お
け
る
競

争
力
向
上
と
な
り
、
新
た
な
取
引
拡
大
に
成

功
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
在
庫
管
理
の
徹
底
に
よ
り
、

原
材
料
ロ
ス
を
五
分
の
一
以
下
に
圧
縮
す
る

な
ど
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
も
実
現
し
て
い
る
。

日
を
ま
た
ぐ
仕
掛
品
の
発
生
の
抑
制
や
、
生

産
作
業
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
等
に
も
力
を
入

れ
、
品
質
向
上
と
不
良
品
削
減
を
同
時
に
実

現
す
る
省
資
源
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

３
．
環
境
配
慮
設
計
で
競
争
力
ア
ッ
プ

Ｃ
社（
宮
城
県
、
一
般
機
械
器
具
製
造
業
）

資
本
金
規
模
：
一
億
～
二
億
円

従
業
員
：
一
〇
〇
～
二
〇
〇
人
、

　

ス
テ
ン
レ
ス
ス
チ
ー
ル
製
の
大
型
タ
ン

ク
、
電
力
関
係
向
け
非
磁
性
ス
テ
ン
レ
ス
製

品
の
製
造
を
行
う
Ｃ
社
で
は
、
ス
テ
ン
レ
ス

鋼
材
の
経
済
設
計（
環
境
配
慮
設
計
）や
、
資

材
発
注
の
方
法
の
工
夫
に
よ
る
省
資
源
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
コ
ス
ト

競
争
力
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

排
水
設
備
の
改
善
に
よ
り
法
的
基
準
値
を

大
幅
に
ク
リ
ア
す
る
と
同
時
に
、
水
使
用
量

半
減
も
実
現
。
ま
た
水
銀
灯
の
メ
タ
ル
ハ
ラ

イ
ド
ラ
ン
プ
へ
の
交
換
、
反
射
板
の
採
用
、

作
業
高
さ
位
置
で
の
集
光
な
ど
、
工
場
内
照

明
設
備
の
改
善
に
よ
り
、
大
幅
な
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
実
現
。
設
備
投
資
費
用
は
二
年
で
回

収
し
、
作
業
環
境
も
改
善
さ
せ
た
。

中
小
企
業
の
環
境
配
慮
の

あ
り
方

　

ア
ン
ケ
ー
ト
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
も
と

に
、
中
小
企
業
の
環
境
配
慮
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
整
理
し
た
の
が
（
図
6
）で
あ
る
。

　

ま
ず
、
経
営
者
の
意
識
を
高
め
「
環
境
配

慮
は
企
業
競
争
力
を
左
右
す
る
」と
認
識
し

た
上
で
、
基
盤
と
な
る
取
り
組
み
で
あ
る

「
情
報
収
集
」「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」、
具

体
的
取
り
組
み
と
し
て
の
「
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
構

築
・
導
入
」「
設
計
、
生
産
工
程
全
体
か
ら
の

見
直
し
、
設
備
投
資
・
改
善
」を
実
施
し
て
い

く
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
実
施
が
、
顧
客
の

支
持
確
保
・
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、
経
営
管
理
能

力
強
化
、
従
業
員
の
意
識
・
意
欲
向
上
な
ど

に
つ
な
が
り
、
企
業
の
競
争
力
や
企
業
価
値

の
向
上
を
実
現
す
る
。

１�

．
環
境
配
慮
は
企
業
競
争
力
を
左
右
す
る

と
認
識

　

中
小
企
業
が
環
境
配
慮
に
取
り
組
む
実
際

の
き
っ
か
け
は
、
取
引
か
ら
の
要
請（
化
学

物
質
対
応
や
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
認
証
取
得
な
ど
）で

あ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
れ
に
対
し
、
要
請

さ
れ
た
こ
と
だ
け
を
実
施
す
る
の
か
、
意
識

を
変
え
て
積
極
的
に
取
り
組
む
の
か
に
よ
っ

て
、
そ
の
効
果
や
効
率
に
大
き
く
差
が
生
じ

る
。
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
や
管
理
能
力
強
化
、
社

員
士
気
向
上
等
の
効
果
を
経
て
、
企
業
競
争

力
も
強
化
さ
れ
る
こ
と
を
、
経
営
層
が
認
識

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

２
．
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

　

同
様
の
環
境
配
慮
を
実
施
し
て
も
Ｅ
Ｍ
Ｓ

有
無
に
よ
っ
て
効
果
に
差
が
で
て
い
る
。
Ｅ

Ｍ
Ｓ
の
重
要
な
点
は
「
方
針
や
目
標
に
基
づ

き
、
必
要
な
取
り
組
み
を
確
実
に
実
施
し
、

そ
の
評
価
を
行
う
」た
め
の
仕
組
み
で
あ
る

(n=615)

35.6%

35.0%

29.4%

14.6%

13.0%

2.4%

0.8%

24.9%

6.8%

0% 10% 20% 30% 40%
他社における取り組み

事例の情報提供
補助金等の資金的支援

技術講習会等の人材育成
の支援

その他の資料提供
 専門家の派遣による具体的な

取り組みの指導
専門家やコンサルティング

会社の紹介
その他

特に必要ない

無回答

図5　地域の専門機関・専門家に期待すること
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こ
と
で
あ
り
、こ
の
た
め
、
個
別
の
取
り
組
み

の
効
率
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
構
築
と
適
切
な
運
用
は
、
経
営

管
理
能
力
の
強
化
、
従
業
員
意
識
向
上
、
社

外
か
ら
の
信
頼
性
向
上
な
ど
に
つ
な
が
る
も

の
で
あ
る
た
め
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
未
構
築
企
業
に
お

い
て
は
、
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
二
一
、
エ
コ
ス

テ
ー
ジ
な
ど
中
小
企
業
向
け
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
活
用

も
含
み
、
導
入
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
望

ま
れ
る
。

３�

．
設
計
、工
程
全
体
か
ら
の
見
直
し
、設
備

投
資
・
改
善
の
見
極
め

　

製
品
設
計
、
工
程
全
体
を
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
、省
資
源
の
観
点
か
ら
見
直
す
こ
と
で
、

大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
る
。
ヒ
ア
リ
ン
グ

調
査
で
も
、
個
々
の
工
程
や
設
備
を
改
善
す

る
だ
け
で
な
く
、
全
体
を
見
直
す
こ
と
で
成

果
を
挙
げ
て
い
る
事
例
は
多
く
、
勤
務
体
制

を
シ
フ
ト
さ
せ
た
企
業
も
あ
っ
た
。

　

中
小
企
業
に
と
っ
て
、
追
加
的
な
設
備
投

資
は
大
き
な
決
断
で
あ
る
が
、
効
果
を
見
極

め
た
投
資
に
よ
り
長
期
的
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

が
実
現
で
き
る
。
目
に
見
え
る
対
策
で
あ
る

た
め
従
業
員
の
士
気
向
上
に
も
つ
な
が
り
や

す
い
こ
と
が
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
も
分
か
っ

た
。
公
的
補
助
金
制
度
や
、
金
融
機
関
等
の

設
定
す
る
金
利
優
遇
制
度
等
を
活
用
し
、
投

資
回
収
の
可
能
性
を
見
極
め
た
上
で
の
積
極

的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

４
．
外
部
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り

　

中
小
企
業
、
特
に
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
外
部
審
査
等

を
受
け
て
い
な
い
企
業
で
は
、
自
社
の
工
程

や
工
程
管
理
方
法
を
客
観
的
な
目
で
見
直
す

機
会
が
少
な
い
。
地
域
に
お
け
る
企
業
間
の

連
携（
視
察
交
流
会
等
）の
た
め
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
作
り
を
進
め
、
視
察
交
流
会
や
情
報

の
共
有
の
機
会
を
積
極
的
に
つ
く
る
こ
と

で
、
第
三
者
の
目
や
意
見
、
情
報
を
取
り
入

れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

５
．
情
報
収
集
の
重
要
性

　

環
境
制
約
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
Ｅ
Ｍ

Ｓ
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
中
小
企
業
向
け
Ｅ

Ｍ
Ｓ
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て

き
た
よ
う
な
情
報
や
個
別
の
対
策
事
例
に
つ

い
て
、
敏
感
に
捉
え
、
対
応
し
て
い
く
こ
と

が
望
ま
れ
る
。

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
活
用

　

本
調
査
事
業
で
は
、
中
小
企
業
の
環
境
配

慮
を
促
進
さ
せ
、
競
争
力
を
強
化
す
る
際
に

有
効
と
な
る
資
料
と
し
て
、
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
を
作
成
し
た
。

　

本
報
告
書
及
び
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
は
当
セ

ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
の
調
査
・
研
究
事
業
デ
ー
タ

ベ
ー
ス　

http:w
w
w
.ivict.or.jp

か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
に

活
用
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

（
文
責　

産
業
技
術
振
興
部
長

�

佐
々
木　

隆
）

からの信頼確保
経営管理能力の

強化
従業員の意識・
意欲向上

・環境配慮設計の徹底

・思い切った設備投資の実践

EMSの構築・導入
（方針策定、目標設定、データ把握、

見直し等、PDCAの構築）

＜目的・効果＞

＜取り組み＞

＜基盤となる取り組み＞

しくみ なかみ

３ 設計、工程全体からの見直し、
設備投資・改善の見極め２ 環境対策の成功ポイントEMS

１ 環境制約対応は企業競争力を左右すると認識

４ 外部とのネットワークづくり ５ 情報収集・提供の重要性

社会、業界の動向

具体的対策、支援策情報など

情報収集、客観的な視点での

取り組みチェック

コストダウン・顧客

競争力・企業価値の向上

・生産工程全体・プロセスの見直し

＜目的・効果＞

＜取り組み＞

＜基盤となる取り組み＞

１

図6　企業の競争力・価値向上に向けた環境配慮のポイント
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㈶
東
北
産
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
「
地
域
活
性
化
講
演
会
」

今
、
山
形
・
東
北
の
温
泉
地
に
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か

～
国
際
化
と
日
本
の
温
泉
文
化
～

旅
行
作
家
・
札
幌
国
際
大
学
教
授

松
田　

忠
徳 

氏

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

た
だ
い
ま
ご
紹
介
に
あ
ず
か
り
ま
し
た
札

幌
国
際
大
学
の
松
田
と
申
し
ま
す
。
山
形
、

東
北
は
台
風
が
過
ぎ
た
後
で
非
常
に
い
い
天

気
で
す
。
昨
日
は
銀
山
温
泉
に
泊
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
前
日
は
二
時
間
く
ら
い
し
か
寝
て

い
な
く
て
、
ド
リ
ン
ク
も
効
か
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
銀
山
の
外
湯
を
二
つ
巡
っ
て
い
る

う
ち
に
、
改
め
て
温
泉
は
効
く
と
い
う
事
を

実
感
し
非
常
に
元
気
に
な
り
ま
し
た
。
昨
夜

は
熟
睡
で
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
は
温
泉
旅
館
の
経
営
者
の
か
た
も

見
え
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
お
客
様
が
翌
朝

チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
す
る
時
に
「
よ
く
寝
ら
れ

ま
し
た
よ
」と
言
う
の
は
、
最
高
の
ほ
め
言

葉
だ
と
言
う
事
を
知
っ
て
く
だ
さ
い
。
我
々

は
よ
く
寝
ら
れ
な
い
時
に
睡
眠
導
入
剤
を

使
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
う
い
う
も
の
は
体
に

も
精
神
的
に
も
よ
く
な
い
事
を
知
っ
て
い
ま

す
。
知
り
な
が
ら
そ
う
い
う
も
の
に
入
り
こ

ん
で
い
た
り
す
る
の
で
す
。

　

寝
ら
れ
る
と
言
う
事
は
本
当
に
自
然
の
力

で
す
。
食
い
貯
め
や
眠
り
貯
め
は
出
来
な
い

の
で
す
が
、
健
康
貯
金
は
出
来
る
の
で
す
。

　

い
い
眠
り
を
た
く
さ
ん
し
て
お
く
と
、
時

に
は
無
理
も
出
来
ま
す
。

　

だ
か
ら
私
は
一
度
も
入
院
し
た
事
が
あ
り

ま
せ
ん
。
平
均
し
た
ら
病
院
に
も
五
年
に
一

回
く
ら
い
し
か
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
保
険
に

は
入
っ
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
使
う
間
が

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
も
ひ
と
え
に
温
泉
の
力

と
温
泉
に
対
す
る
正
し
い
認
識
が
あ
る
か
ら

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
温
泉
地
に
い
る
私
の
知

人
た
ち
は
意
外
に
早
死
に
が
多
い
の
で
す
。

別
府
の
人
た
ち
も
六
〇
歳
ぐ
ら
い
で
亡
く

な
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
温
泉
に
き
ち
っ
と

向
き
合
わ
な
い
と
だ
め
だ
と
強
く
感
じ
て
い

ま
す
。

　

戦
後
六
十
四
年
、
こ
れ
は
日
本
だ
け
の
特

異
的
な
も
の
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
薬
と
検
査

浸
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
病
気
に
な

れ
ば
病
院
に
行
け
ば
Ｏ
Ｋ
だ
と
思
っ
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
に
安
易
に
考
え
て
い
る
の
は
、

日
本
人
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
。
い
ま
世
界
の
医

学
の
最
先
端
は
ア
メ
リ
カ
で
す
。
そ
の
ア
メ

リ
カ
で
は
す
で
に
一
九
九
二
年
を
境
に
代
替

医
療
費
の
ほ
う
が
西
洋
医
療
費
を
上
回
っ
て

い
ま
す
。

　

い
ま
日
本
の
年
間
医
療
費
は
三
四
・
一
兆

円
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

検
査
と
薬
に
よ
る
西
洋
医
療
費
で
す
。
世
界

で
最
も
温
泉
が
多
く
、
最
も
温
泉
と
親
し
ん

で
い
る
民
族
な
の
に
、
も
っ
ぱ
ら
薬
し
か

使
っ
て
い
な
い
の
も
お
か
し
な
話
で
す
。

　

国
際
化
の
時
代
と
言
う
事
で
、
外
国
人
観

光
客
に
温
泉
地
に
来
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

も
、
根
本
的
な
部
分
が
欠
け
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
温
泉
経
営
者
こ
そ
、

は　

じ　

め　

に
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温
泉
と
か
か
わ
っ
て
い
る
人
た
ち
こ
そ
、
本

来
は
元
気
で
薬
か
ら
離
れ
な
い
と
だ
め
な
の

で
す
。

観
光
は
二
十
一
世
紀
の

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業

　

観
光
は
二
十
一
世
紀
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産

業
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
九
九
五
年
に

全
世
界
で
約
五
億
六
千
万
人
の
観
光
客
が
動

い
て
い
ま
す
。
二
〇
二
〇
年
、
あ
と
一
〇
年

す
る
と
十
五
億
六
千
万
人
に
膨
ら
む
事
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
三
倍
に
な
る
だ
ろ
う
と

言
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

日
本
は
い
ま
経
済
的
足
踏
み
と
言
う
か
、

少
し
厳
し
い
言
葉
で
言
う
と
、
こ
の
ま
ま
で

は
衰
退
国
家
に
な
り
そ
う
で
す
。
い
ま
韓
国

な
ど
ア
ジ
ア
か
ら
人
が
来
て
く
れ
な
い
。
去

年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
ア
ジ
ア
で
は
人
が

動
い
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
間
モ
ン
ゴ
ル
に
講
演
に
行
っ
た
時

も
、韓
国
か
ら
大
勢
旅
行
に
来
て
い
ま
し
た
。

中
国
の
人
も
ど
ん
ど
ん
動
い
て
い
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
ど
ん
ど
ん
行
っ
て
い
ま

す
。
韓
国
か
ら
日
本
に
来
て
い
な
い
の
は
、

安
価
な
パ
ッ
ク
ツ
ア
ー
の
人
た
ち
が
来
て
い

な
い
か
ら
で
す
。
お
金
の
あ
る
人
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
出
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
前
年
度
と
同
じ
八
三
五
万
人
。

た
っ
た
四
千
人
く
ら
い
し
か
日
本
へ
の
外
国

人
観
光
客
は
増
え
て
い
な
い
の
で
す
。
と
こ

ろ
が
世
界
中
が
同
じ
と
い
う
訳
で
は
な
い
の

で
す
。
錯
覚
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
イ
ン
ド

人
や
中
国
人
は
ど
ん
ど
ん
伸
び
て
い
ま
す
。

ロ
シ
ア
人
も
い
ま
、
来
始
め
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　

特
に
東
ア
ジ
ア
、
太
平
洋
地
域
四
億
の
人

が
観
光
を
楽
し
む
「
ア
ジ
ア
観
光
ビ
ッ
グ
バ

ン
」が
起
こ
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
〇
年
後
の
事
で
す
。

縮
む
日
本
人
に
よ
る
国
内
観
光

　

日
本
人
の
年
間
国
内
旅
行
宿
泊
数
は
、
バ

ブ
ル
期
の
一
九
九
一
年
に
は
一
人
平
均

三
・
一
泊
で
す
。
そ
の
こ
ろ
日
本
人
は
延
べ

二
億
人
が
国
内
旅
行
を
し
て
い
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
二
〇
〇
四
年
度

に
は
日
本
人
の
旅
行
者
は
一
・
九
泊
ま
で
大

き
く
減
り
ま
し
た
。

　

二
〇
〇
四
年
度
の
国
内
の
旅
行
者
数
は

一
億
五
千
万
人
で
す
。
ひ
と
こ
ろ
と
比
べ

五
千
万
人
も
減
っ
た
の
で
す
。
そ
の
こ
ろ
の

日
本
経
済
は
ま
だ
プ
ラ
ス
成
長
期
だ
っ
た
に

も
関
わ
ら
ず
で
す
。
大
企
業
は
非
常
に
潤
っ

て
い
ま
し
た
。
地
方
の
経
済
は
縮
小
の
状
態

に
陥
っ
て
い
ま
し
た
が
。
か
つ
て
日
本
全
体

を
底
上
げ
し
て
い
こ
う
と
考
え
た
も
の
の
、

我
々
の
気
が
つ
か
な
い
と
こ
ろ
で
知
ら
ぬ
間

に
税
収
が
上
が
る
特
定
の
と
こ
ろ
だ
け
に
政

府
は
テ
コ
入
れ
を
し
て
い
た
の
で
す
。
だ
か

ら
日
本
が
ま
だ
プ
ラ
ス
成
長
期
に
も
関
わ
ら

ず
国
内
旅
行
者
は
団
塊
世
代
が
定
年
す
る
前

に
、
三
・
九
泊
か
ら
一
・
九
泊
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
が
ま
だ
減
り
ま
す
。

　

こ
の
間
、
春
先
に
経
済
白
書
二
〇
〇
七
年

版
が
出
ま
し
た
。
こ
れ
が
一
番
新
し
い
数
字

で
す
。
こ
の
数
字
は
衝
撃
的
で
し
た
。
な
ぜ

な
ら
去
年
の
い
ま
ご
ろ
ま
で
は
「
団
塊
の
世

代
が
定
年
に
な
っ
て
も
企
業
に
二
～
三
年

残
っ
て
い
る
。
そ
ろ
そ
ろ
今
年
ぐ
ら
い
か
ら

順
番
に
退
職
し
て
い
く
。
観
光
業
の
人
な
ら

団
塊
世
代
の
人
の
旅
行
が
こ
れ
か
ら
あ
と

一
〇
年
ぐ
ら
い
は
少
子
高
齢
化
の
な
か
で
国

内
旅
行
産
業
を
潤
し
て
く
れ
る
」と
期
待
で

き
た
は
ず
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
経
済
白
書
二
〇
〇
七
年
版
は
、

二
〇
〇
四
年
度
に
比
べ
て
十
八
％
国
内
宿
泊

者
が
減
っ
て
一
・
九
泊
に
な
っ
た
と
い
う
衝

撃
の
発
表
を
し
た
の
で
す
。
二
〇
〇
七
年
で

す
か
ら
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
前
で
す
。

そ
し
て
次
の
よ
う
な
事
を
白
書
は
解
説
し
て

み
せ
ま
し
た
。「
春
に
六
〇
代
を
迎
え
た
団

塊
世
代
が
老
後
の
生
活
設
計
や
自
分
の
健
康

に
不
安
を
も
ち
、
旅
行
へ
の
意
欲
を
失
っ
て

い
る
」と
。
政
府
の
観
光
白
書
が
こ
ん
な
ふ

う
に
突
き
放
し
た
の
で
す
。
半
分
合
っ
て
い

て
、
半
分
と
ん
で
も
な
い
で
す
ね
。
私
も
団

塊
の
世
代
で
す
が
、
団
塊
の
世
代
が
自
分
の

健
康
に
不
安
を
も
つ
な
ん
て
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。
前
半
の
老
後
の
生
活
設
計
に

不
安
を
も
っ
て
い
る
と
言
う
の
は
確
か
か
も

し
れ
な
い
。
年
金
問
題
が
あ
り
ま
す
か
ら
。

し
か
し
、
こ
の
世
代
は
ま
だ
健
康
に
は
不
安

を
も
っ
て
い
な
い
は
ず
で
す
。

　

こ
の
解
説
に
は
私
は
大
き
く
ク
エ
ス
チ
ョ

ン
を
つ
け
た
い
。
で
も
現
実
的
に
は
、
団
塊

世
代
は
観
光
業
者
が
期
待
し
て
い
た
よ
う
に

は
旅
行
に
行
か
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
突
き

付
け
た
の
で
す
。
私
は
そ
う
い
う
ふ
う
に
理

解
し
ま
す
。

　

七
〇
〇
万
人
と
も
八
〇
〇
万
人
と
も
言
わ

れ
て
い
る
団
塊
の
世
代
が
、
経
済
が
マ
イ
ナ

ス
成
長
期
で
な
い
時
に
し
ぼ
ん
で
い
っ
た
。

観
光
業
の
人
は
お
分
か
り
で
し
ょ
う
。
団
塊

の
世
代
の
人
た
ち
は
、
海
外
旅
行
よ
り
も
国

内
旅
行
を
好
む
と
い
う
デ
ー
タ
は
い
く
つ
も

出
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
実
際
に
は
旅
行
を

し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
。

　

日
本
の
観
光
地
は
国
内
旅
行
者
の
減
少
分

を
海
外
か
ら
の
訪
日
観
光
客
に
求
め
て
い

る
。
こ
れ
は
必
然
で
し
ょ
う
。
切
羽
詰
ま
っ

て
観
光
庁
も
よ
う
や
く
出
来
ま
し
た
。
北
海

道
庁
は
何
年
も
前
か
ら
、
国
内
観
光
旅
行
者

が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
っ
て
い
る
か
ら
海
外

か
ら
の
旅
行
者
に
目
を
向
け
て
き
た
。
海
外

か
ら
の
旅
行
者
対
策
は
、
も
ち
ろ
ん
必
要
で

す
。
し
か
し
、
ま
ず
国
内
旅
行
者
を
減
ら
す

べ
き
で
は
な
い
と
言
う
事
を
私
も
ず
っ
と
叫

ん
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
も
同
じ
事
を
言

い
た
い
の
で
す
。
日
本
人
に
魅
力
的
と
思
え

な
い
観
光
地
が
、
外
国
人
に
だ
け
魅
力
的
だ

と
は
思
え
な
い
か
ら
で
す
。

温
泉
宿
泊
客
の
動
向
を
読
む

　

年
度
別
の
温
泉
利
用
延
宿
泊
者
数
を
見
て

い
て
お
も
し
ろ
い
事
に
気
が
付
い
た
の
で
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す
。
い
ま
、
新
聞
社
な
ど
の
広
告
収
入
な
ど

も
そ
う
で
す
が
、
日
本
の
温
泉
県
と
言
わ
れ

て
い
る
所
は
、
だ
い
た
い
二
〇
年
前
の
規
模

な
の
で
す
。

　

群
馬
県
を
見
て
下
さ
い
。
二
〇
年
前
に
宿

泊
客
が
八
〇
〇
万
人
。
こ
れ
は
秘
湯
ブ
ー
ム

の
時
で
す
。
そ
れ
か
ら
群
馬
は
ど
ん
ど
ん
落

ち
て
、
い
ま
や
五
八
〇
万
人
で
す
。
温
泉
関

係
者
や
観
光
関
係
者
は
み
ん
な
、
群
馬
は
い

い
は
ず
だ
と
刷
り
込
ま
れ
て
い
る
で
し
ょ

う
。
草
津
が
あ
る
か
ら
と
。
と
ん
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
日
本
で
一
番
苦
し
ん
で
い
る
の
は

群
馬
県
な
の
で
す
。
減
っ
た
二
百
数
十
万
人

は
ど
こ
に
消
え
た
の
か
。

　

全
国
の
温
泉
宿
泊
客
は
減
っ
て
い
な
い
の

で
す
。
い
ま
は
年
間
一
億
三
千
七
百
万
人
で

す
。以
前
と
比
べ
て
も
増
え
て
い
る
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
バ
ブ
ル
の
こ
ろ
は
別
で
す
。
ど

こ
が
増
え
た
の
か
。北
海
道
は
増
え
て
い
る
。

長
野
県
も
増
え
て
い
る
。
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
前
年
に
一
千
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

東
北
で
は
秋
田
県
が
着
実
に
増
え
て
い
ま

す
。
そ
れ
か
ら
私
も
関
わ
っ
た
熊
本
の
黒
川

温
泉
は
大
変
な
増
え
方
で
す
。
北
海
道
も
多

い
と
き
は
一
千
五
百
万
人
ぐ
ら
い
ま
で
い
き

ま
し
た
。
全
国
的
に
温
泉
の
利
用
客
は
減
っ

て
い
な
い
の
で
す
。

　

そ
の
中
で
群
馬
の
惨
状
は
た
い
へ
ん
な
事

な
の
で
す
。群
馬
は
日
本
の
象
徴
で
す
。我
々

は
な
ぜ
群
馬
県
が
こ
ん
な
に
落
ち
込
む
の
か

を
真
剣
に
考
え
な
い
と
い
け
な
い
の
で
す
。

い
ま
か
ら
五
年
前
で
す
が
温
泉
偽
装
問
題
が

あ
っ
た
と
き
日
本
経
済
新
聞
社
の
政
経
懇
話

会
が
群
馬
で
あ
っ
て
、
冒
頭
に
お
話
し
し
ま

し
た
。「
草
津
は
自
分
の
と
こ
ろ
の
事
だ
け

考
え
て
い
て
は
だ
め
で
す
よ
。
草
津
は
横
ば

い
だ
け
ど
、
群
馬
県
全
体
に
貢
献
し
て
い
な

い
で
し
ょ
う
」と
話
を
始
め
た
の
で
す
。〝
草

津
の
幻
想
〟で
群
馬
は
気
の
毒
な
の
で
す
。

ほ
か
か
ら
は
「
群
馬
は
い
い
だ
ろ
う
」と
言

わ
れ
る
。

　

群
馬
の
客
は
ど
こ
に
消
え
た
か
。
ど
な
た

か
わ
か
り
ま
す
か
？

　

千
葉
県
に
そ
っ
く
り
消
え
た
の
で
す
。

　

び
っ
く
り
し
ま
し
た
で
し
ょ
う
。
誰
も
千

葉
県
を
温
泉
県
と
思
わ
な
い
か
ら
で
す
。
そ

れ
ら
し
い
温
泉
街
は
つ
く
っ
て
い
な
い
か
ら

『
る
る
ぶ
』や
『
マ
ッ
プ
ル
』が
温
泉
特
集
を

組
む
こ
と
は
な
い
し
、
テ
レ
ビ
だ
っ
て
取
材

す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
千
葉
は
二
〇

年
前
の
十
七
～
十
八
倍
に
伸
び
た
の
で
す
。

二
〇
年
前
は
た
っ
た
十
七
万
人
前
後
し
か
宿

泊
客
が
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

大
交
流
時
代
の
意
味

　

冒
頭
に
、
ア
ジ
ア
の
観
光
が
ビ
ッ
グ
バ
ン

を
迎
え
て
い
る
と
言
い
ま
し
た
。
大
交
流
時

代
で
す
。
過
疎
だ
、
過
疎
だ
と
言
い
ま
す
。

過
疎
と
言
う
の
は
美
し
い
言
葉
で
す
ね
。
世

界
的
に
み
れ
ば
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
は
な

い
。日
本
の
農
村
ほ
ど
美
し
い
も
の
は
な
い
、

と
外
国
人
は
み
ん
な
口
を
揃
え
ま
す
。

　

明
治
時
代
に
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
は
、
美

し
い
東
北
の
田
園
風
景
は
最
高
だ
と
山
形
の

赤
湯
を
褒
め
て
い
ま
す
。

　

徳
島
県
の
祖
谷
渓
谷
で
ア
メ
リ
カ
人
の
詩

人
と
作
家
に
会
っ
て
お
友
達
に
な
り
ま
し

た
。
日
本
の
温
泉
文
化
に
興
味
を
も
ち
、
私

の
も
と
に
弟
子
入
り
し
た
い
と
ま
で
言
い
出

し
て
い
ま
す
。

　

祖
谷
は
ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
星
が
つ
い
て
い
る

の
で
す
。
祖
谷
は
日
本
で
最
も
美
し
い
山
村

だ
か
ら
ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
ガ
イ
ド
に
入
っ
て
い

る
の
で
す
。
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
ミ
シ
ュ
ラ

ン
の
星
が
つ
い
て
い
る
と
こ
ろ
は
ど
れ
ぐ
ら

い
あ
り
ま
す
か
？

　

奥
飛
騨
温
泉
郷
の
福
地
温
泉「
湯
元
長
座
」

は
私
が
最
も
高
く
評
価
し
て
い
る
宿
の
ひ
と

つ
で
す
。
そ
こ
に
行
く
た
び
に
リ
ュ
ッ
ク
を

背
負
っ
た
欧
米
人
に
出
会
い
ま
す
。
高
山
に

来
て
、
日
本
の
最
深
部
の
日
本
的
な
心
の
あ

る
「
湯
元
長
座
」ま
で
訪
ね
て
来
る
の
で
す
。

不
便
さ
を
超
え
て
来
ま
す
。
美
し
い
か
ら
で

す
。

　

江
戸
時
代
だ
っ
て
明
治
時
代
だ
っ
て
、
そ

し
て
こ
れ
か
ら
も
、
欧
米
人
も
違
い
の
分
か

る
ア
ジ
ア
の
人
も
、
美
し
い
日
本
を
求
め
て

来
る
。
川
端
康
成
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
記
念

講
演
で
「
美
し
い
日
本
の
私
」と
話
し
ま
し

た
。
我
々
は
そ
れ
を
忘
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
す
か
。

　

ま
と
も
な
旅
を
す
る
外
国
人
ほ
ど
日
本
の

文
化
は
東
北
の
よ
う
な
田
舎
に
息
づ
い
て
い

る
事
を
知
っ
て
い
ま
す
。
自
信
を
も
っ
て
く

だ
さ
い
。
国
際
化
と
い
う
の
は
、
す
ぐ
れ
て

地
域
性
、
ロ
ー
カ
ル
色
が
ぷ
ん
ぷ
ん
す
る
所

だ
と
私
は
理
解
し
て
い
ま
す
。
英
語
の
表
示

と
か
、
中
国
語
の
表
示
と
か
、
ハ
ン
グ
ル
の

表
示
な
ど
が
あ
る
事
ば
か
り
が
国
際
性
で
は

な
い
は
ず
で
す
。
私
は
ず
っ
と
そ
う
言
っ
て

き
ま
し
た
。な

ぜ
、
外
国
人
は

日
本
に「
温
泉
」を
求
め
る
の
か

　

去
年
日
本
経
済
新
聞
社
の
研
究
所
が
お
も

し
ろ
い
デ
ー
タ
を
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ア

ジ
ア
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
訪
日
意
識

調
査
で
す
。

　

こ
れ
は
ア
ジ
ア
の
主
要
都
市
と
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
シ
ド
ニ
ー
に
向
け
て
の
調
査
結
果

で
す
。

　
「
日
本
に
行
く
と
し
た
ら
、
そ
の
目
的
は

な
ん
で
す
か
？
」と
い
う
質
問
で
す
。
全
体

で
一
番
多
い
の
が
「
温
泉
に
浸
か
る
こ
と
」

で
す
。

　

な
ぜ
温
泉
が
一
番
な
の
か
。
は
っ
き
り
し

て
い
ま
す
。
我
々
は
な
ぜ
フ
ラ
ン
ス
に
行
く

の
か
。
私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
で
も
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
フ
ラ
ン
ス
に
行
き
た
い
と
言
っ
て

い
た
。
い
ま
で
も
我
々
は
フ
ラ
ン
ス
に
行
き

た
い
と
言
う
。
な
ぜ
な
ら
本
場
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
を
見
た
い
と
か
、
本
場
の
フ
レ
ン
チ

を
食
し
た
い
な
ど
理
由
が
あ
り
ま
す
。
私
な

ど
は
日
本
で
食
べ
る
フ
レ
ン
チ
の
レ
ベ
ル
の

方
が
高
い
と
思
っ
た
り
し
ま
す
が
、
本
場
で

食
べ
た
い
と
い
う
…
…
。

　

そ
れ
は
要
す
る
に
文
化
だ
か
ら
で
す
。
文
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化
の
な
い
と
こ
ろ
は
観
光
で
勝
て
な
い
で

し
ょ
う
。
な
ぜ
外
国
人
が
日
本
の
温
泉
を
目

指
す
の
か
。
そ
れ
が
日
本
の
文
化
だ
か
ら
で

す
。
皆
さ
ん
の
好
き
な
言
葉
で
言
え
ば
個
性

だ
か
ら
で
す
。
個
性
の
本
質
は
文
化
で
す
。

文
化
の
な
い
と
こ
ろ
で
観
光
が
う
ま
く
い
っ

て
い
る
事
例
な
ん
て
ほ
と
ん
ど
な
い
で
し
ょ

う
。だ
か
ら
農
村
部
が
お
も
し
ろ
い
の
で
す
。

欧
米
人
は
豊
か
な
歴
史
が
長
い
か
ら
知
っ
て

い
る
の
で
す
。
ア
ジ
ア
人
も
知
る
事
に
な
り

ま
す
。
時
間
の
問
題
で
す
。
い
ま
ト
ヨ
タ
や

ニ
ッ
サ
ン
の
自
動
車
工
場
を
見
て
喜
ん
で
い

る
ア
ジ
ア
の
人
た
ち
が
、
本
当
の
豊
か
さ
を

求
め
て
進
む
と
文
化
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。

　

要
す
る
に
観
光
と
は
そ
の
地
域
の
人
々
の

顔
の
輝
き
を
見
る
事
で
す
。
い
ま
の
日
本
の

状
態
は
輝
き
が
失
せ
て
い
る
か
ら
外
国
人
に

は
お
も
し
ろ
く
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
い
か

に
自
分
の
郷
土
に
誇
り
を
も
て
る
か
。
そ
う

い
う
も
の
が
輝
き
の
な
か
に
出
て
く
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

平
成
温
泉
旅
館
番
付

　

人
は
ラ
ン
キ
ン
グ
を
求
め
ま
す
。
消
費
者

も
マ
ス
コ
ミ
も
外
れ
た
く
な
い
の
で
す
。
ど

こ
が
い
い
か
ズ
バ
リ
言
っ
て
く
だ
さ
い
と
い

う
要
請
が
ず
っ
と
長
か
っ
た
の
で
す
。
私
は

拒
否
し
て
い
た
の
で
す
が
、
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ

小
出
し
で
は
書
い
て
い
ま
し
た
。
温
泉
番
付

な
ら
宿
が
何
軒
も
あ
る
か
ら
ボ
カ
し
て
書
け

る
か
ら
で
す
。

　

来
週
単
行
本
で
『
平
成
温
泉
旅
館
番
付
』

と
言
う
、そ
の
も
の
ズ
バ
リ
の
本
が
出
ま
す
。

東
日
本
・
西
日
本
に
分
け
て
九
六
軒
の
宿
が

二
百
数
十
ペ
ー
ジ
で
出
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
に
四
八
の
宿
が
あ
る
う
ち
、
東
北

か
ら
十
三
軒
も
出
て
い
る
の
で
す
。
二
七
％

で
す
。
た
い
し
た
も
の
で
す
。
す
ご
い
と
改

め
て
思
い
ま
す
。
東
の
横
綱
は
鶴
の
湯
温
泉

旅
館
で
す
。
こ
れ
は
私
の
中
で
も
二
〇
年
間

不
動
の
も
の
で
す
。
西
は
先
程
言
い
ま
し
た

が
、
岐
阜
県
の
湯
元
長
座
で
す
。
鶴
の
湯
温

泉
旅
館
は
二
〇
数
年
間
料
金
が
変
わ
ら
ず
、

八
千
数
百
円
で
泊
ま
れ
ま
す
。
ち
な
み
に
青

森
か
ら
二
軒
、
岩
手
か
ら
一
軒
、
宮
城
か
ら

二
軒
、
秋
田
か
ら
は
鶴
の
湯
だ
け
で
す
。
山

形
か
ら
三
軒
、
福
島
か
ら
四
軒
で
す
。
私
の

見
立
て
で
は
東
北
か
ら
十
三
軒
で
す
が
、
鶴

の
湯
レ
ベ
ル
の
宿
が
あ
と
二
、三
軒
あ
る
と
、

相
当
に
東
北
は
注
目
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

マ
ス
コ
ミ
が
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
を
取
り
上

げ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
二
〇
数
年
間
、
乳
頭

温
泉
郷「
鶴
の
湯
」で
す
。
乳
頭
温
泉
郷
だ

け
で
も
す
ご
い
の
で
す
が
、
こ
れ
を
も
っ
と

な
ん
と
か
東
北
全
体
で
出
来
な
い
も
の
か
。

な
ぜ
鶴
の
湯
な
の
か
。
そ
し
て
松
田
は
鶴
の

湯
な
の
か
、真
剣
に
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
は
田
舎
に
本
物
の
文
化
が
あ
る
か
ら

で
す
。

安
心
と
安
全
、
そ
し
て

信
用
が
問
わ
れ
て
い
る

　

い
ま
温
泉
地
の
社
会
的
座
標
軸
は
何
か
。

温
泉
地
の
温
泉
旅
館
、
日
本
や
ア
ジ
ア
、
世

界
の
中
で
の
役
割
と
は
何
か
。
い
ま
沈
み
こ

ん
だ
日
本
で
、
ど
う
い
う
役
割
が
果
た
せ
る

か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
は
本
物
で
す
。
そ
の
土
地
に
し
か
な

い
も
の
で
す
。
東
京
に
も
た
く
さ
ん
温
泉
が

出
来
ま
し
た
。
大
江
戸
温
泉
、
東
京
の
後
楽

園
球
場
の
ド
ー
ム
の
と
こ
ろ
に
「
ラ
ク
ー

ア
」が
あ
り
ま
す
が
、
あ
そ
こ
よ
り
も
東
北

の
お
湯
、
山
形
の
お
湯
の
質
の
方
が
は
る
か

に
い
い
の
で
す
。
科
学
的
に
考
え
て
も
、
温

泉
学
的
に
考
え
て
も
、
心
の
面
で
考
え
て
も

当
然
で
す
。
な
の
に
な
ぜ
負
け
る
の
か
。
き

ち
ん
と
地
域
の
〝
ほ
ん
ま
も
の
〟を
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
か
な
い
と
だ
め
で
し
ょ
う
。
戦
略

も
必
要
で
す
が
戦
術
も
必
要
な
の
で
す
。

　

い
ま
確
実
に
従
来
の
ア
メ
リ
カ
的
な
価
値

観
の
規
模
拡
大
か
ら
質
的
転
換
の
時
代
に
移

行
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
う
い
う
時
代
で
す

か
ら
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
し
て
い
る
宿
も
あ
り
ま

す
。
た
だ
安
売
り
合
戦
の
果
て
に
あ
る
も
の

は
、
こ
け
る
し
か
な
い
訳
で
す
。
そ
れ
は
大

型
ス
ー
パ
ー
な
ど
を
見
て
も
お
分
か
り
で

し
ょ
う
。
い
ま
は
む
し
ろ
接
客
の
質
を
高
め

る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

い
ま
我
々
は
優
し
さ
に
飢
え
て
い
る
か
ら

こ
ん
な
に
不
景
気
な
時
代
で
も
、
な
け
な
し

の
お
金
を
使
っ
て
旅
に
出
て
来
て
く
れ
る
人

も
い
る
の
で
す
。
優
し
い
言
葉
が
必
要
な
の

で
す
。

　

昨
日
泊
ま
っ
た
銀
山
温
泉
の
宿
で
も
女
将

に
言
い
ま
し
た
。「
こ
の
宿
は
み
ん
な
気
持

ち
い
い
よ
。
掃
除
の
人
も
よ
か
っ
た
よ
」と
。

い
ま
厳
し
い
時
代
だ
か
ら
、
人
は
優
し
さ
に

飢
え
て
い
る
ん
で
す
。
そ
う
い
う
質
的
な
も

の
が
い
ま
求
め
ら
れ
て
い
る
と
言
う
事
で
す

ね
。

　

黒
川
温
泉
は
、
み
ん
な
で
木
を
植
え
よ
う

と
、
い
ま
で
も
や
っ
て
い
ま
す
。
経
営
者
も

忙
し
い
な
か
で
や
っ
て
い
ま
す
。
草
津
温
泉

は
湯
畑（
ゆ
ば
た
け
）。
お
湯
が
ど
ん
ど
ん

出
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
象
徴
的
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
温
泉
地
の
経
営
者
な
り
住
民
が
み

ん
な
で
汗
を
か
け
る
も
の
を
見
つ
け
出
し
て

く
だ
さ
い
。
地
域
の
生
命
線
に
な
る
も
の
で

す
。
あ
の
湯
畑
が
あ
る
か
ら
生
か
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
生
命
線
が
い
ま
国
際
的
な
宝
物
に

な
り
つ
つ
あ
る
。
日
本
人
も
外
国
人
も
学
生

も
お
年
寄
り
も
癒
さ
れ
る
と
感
じ
ま
す
よ
。

そ
れ
を
各
地
で
見
つ
け
出
す
作
業
か
ら
始
め

て
く
だ
さ
い
。

　

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
稿
は
、
平
成
二
十
一
年
一
〇
月
十�

五
日
に
山
形
市
に
お
い
て
当
セ
ン
タ
ー

が
開
催
し
た
「
地
域
活
性
化
講
演
会
」

の
要
旨
で
す
。

�

文
責　

事
務
局
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聞
き
手　

本
日
は
、
ソ
ニ
ー
㈱
仙
台
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン

タ
ー
代
表
の
伊
藤
努
様
か
ら
お
話
を
お
伺
い
し
ま
す
。
伊

藤
代
表
に
は
当
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
及
び
理
事
に
ご
就
任

い
た
だ
き
、
当
セ
ン
タ
ー
の
運
営
、
事
業
活
動
に
関
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
助
言
、ご
指
導
を
戴
い
て
お
り
ま
す
。
さ
て
、

伊
藤
代
表
に
は
ま
ず
、
こ
こ
仙
台
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン

タ
ー
の
概
況
、
事
業
内
容
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

伊
藤
代
表　

こ
こ
仙
台
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
（
仙
台

Ｔ
Ｅ
Ｃ
）
が
設
立
さ
れ
た
の
は
一
九
五
四
年
、
今
年
で

五
十
六
年
目
を
迎
え
ま
す
。
ソ
ニ
ー
の
設
立
が
一
九
四
六

年
、
そ
の
わ
ず
か
八
年
後
、
ソ
ニ
ー
の
地
方
工
場
の
第
一

号
と
し
て
設
立
さ

れ
ま
し
た
。当
時
、

テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ

用
の
磁
気
ヘ
ッ
ド

開
発
の
た
め
、
東

北
大
学
金
属
材
料

研
究
所
と
フ
ェ
ラ

イ
ト
に
関
す
る
共

同
研
究
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
大
学
に
近
い

と
こ
ろ
に
工
場
を
建
設
し
よ
う
と
場
所
を
探
し
て
い
ま
し

た
が
、
電
力
供
給
の
関
係
も
あ
り
発
電
所
に
近
い
こ
の
地

（
多
賀
城
市
）に
建
て
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
こ
の
工
場
は

宮
城
県
の
企
業
誘
致
工
場
の
第
一
号
で
も
あ
り
ま
し
た
。

聞
き
手　

現
在
の
事
業
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ

う
か
。

伊
藤
代
表　

現
在
で
も
磁
気
関
係
の
製
造
開
発
は
行
っ
て

い
ま
す
。
磁
気
テ
ー
プ
は
信
頼
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
銀

行
等
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
デ
ー
タ
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
用
や
放

送
局
の
カ
メ
ラ
用
な
ど
で
、数
多
く
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
こ
数
年
の
う
ち
に
は
急
速
に
事
業
が
縮
小
し

て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ

れ
ま
で
の
テ
ー
プ
製
造
で
培
っ
て
き
た
フ
ィ
ル
ム
技
術
を

ベ
ー
ス
に
、
他
分
野
で
の
事
業
拡
大
を
目
指
し
て
、
近
隣

事
業
所
と
連
携
し
て
研
究
開
発
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
磁
気
テ
ー
プ
、
磁
気
デ
バ
イ
ス
な

ど
の
磁
気
関
連
製
品
の
ほ
か
に
、ブ
ル
ー
レ
イ
デ
ィ
ス
ク
、

医
療
用
プ
リ
ン
タ
ー
の
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
電
池
用
の
電
極
、
液
晶
テ
レ
ビ
用
フ
ィ
ル
ム
の
開
発
製

造
も
行
っ
て
お
り
、
ソ
ニ
ー
の
デ
バ
イ
ス
開
発
の
拠
点
で

あ
り
、
マ
ザ
ー
プ
ラ
ン
ト
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
る

と
思
い
ま
す
。
従
業
員
は
概
ね
一
九
〇
〇
人
で
、
こ
の
数

に
は
、
グ
ル
ー
プ
会
社
社
員
も
含
ま
れ
ま
す
。

創
業
の
精
神―

自
由
闊
達
に
し
て

�

愉
快
な
る
理
想
工
場
の
建
設
を
目
指
し
て

ソ

ニ

ー

株

式

会

社

仙
台
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー　

代
表

伊
藤　
　

努 

氏

写真1：仙台ＴＥＣ　全景
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聞
き
手　

最
近
の
景
気
動
向
等
、
御
社
と
し
て
の
取
り
組

み
の
特
徴
的
な
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
い
た

だ
け
ま
せ
ん
か
。

伊
藤
代
表　

景
気
の
動
向
は
あ
ま
り
芳
し
く
な
い
と
み
て

い
ま
す
し
、業
況
も
あ
ま
り
好
転
し
て
い
ま
せ
ん
。ソ
ニ
ー

は
昔
か
ら
新
し
い
技
術
で
人
々
に
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
や
文
化
を
提
案
し
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
基
本
姿
勢

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
近
年
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
か
ら
シ
ス
テ

ム
や
ソ
フ
ト
の
提
供
に
事
業
の
重
点
が
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
原
点
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
魅
力
あ
る
ハ
ー

ド
ウ
ェ
ア
実
現
の
た
め
、
部
材
開
発
、
デ
バ
イ
ス
開
発
を

急
い
で
い
ま
す
。

聞
き
手　

と
こ
ろ
で
、
仙
台
Ｔ
Ｅ
Ｃ
で
は
地
域
貢
献
や
環

境
保
全
に
関
す
る
活
動
を
熱
心
に
な
さ
っ
て
い
る
と
伺
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
概
要
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

伊
藤
代
表　

私
ど
も
の
地
域
貢
献
活
動
は
、
大
き
く
三
つ

あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
地
域
社
会
と
の
豊
か
な
関
係
作
り

を
目
指
す
活
動
で
す
。
具
体
的
に
は
、
社
員
と
周
辺
町
内

会
が
協
力
し
、
多
賀
城
市
花
壇
へ
の
花
植
え
と
会
社
周
辺

の
清
掃
活
動
を
行
う
「
花
い
っ
ぱ
い
活
動
」で
、
年
二
回
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
隣
の
七
ヶ
浜
・
菖
蒲
田
海
岸

の
清
掃
活
動「
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
運
動
」
を

二
〇
〇
三
年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
更
に
は
、「
拡
大

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
」と
称
し
、
出
勤
途
中
で
ゴ
ミ
を

拾
い
、
会
社
通
用
門
四
カ
所
に
設
置
し
た
「
エ
コ
ポ
ス
ト
」

と
呼
ぶ
ゴ
ミ
箱
に
そ
の
ゴ
ミ
を
捨
て
る
こ
と
で
、
近
隣
地

域
の
環
境
美
化
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
一
部
の
活
動
に
つ

い
て
は
、
弊
社
一
社
で
行
う
だ
け
で
な
く
、
多
賀
城
地
区

の
約
五
〇
社
で
構
成
す
る
仙
塩
工
場
多
賀
城
地
区
連
絡
協

議
会
の
会
員
各
社
に
も
呼
び
か
け
、
一
緒
に
活
動
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

二
つ
め
は
、
Ｊ
Ｆ
Ｌ
所
属
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
「
ソ

ニ
ー
仙
台
Ｆ
Ｃ
」の
活
動
で
す
。ソ
ニ
ー
仙
台
Ｆ
Ｃ
は
、「
子

ど
も
達
の
心
身
の
健
全
な
成
長
に
寄
与
す
る
」こ
と
を
目

的
と
し
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
主
催
の
「
こ
こ
ろ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト　

夢
の
教
室
」に
参
画
し
て
い
ま
す
。
こ
の
運

動
を
通
し
て
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
精
神
や
助
け
合
い
の
重
要
性

を
伝
え
る
と
と
も
に
、
夢
や
目
標
を
持
つ
こ
と
の
す
ば
ら

し
さ
、
夢
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え

て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
の
巡
回
指

導
や
障
が
い
者
の
生
徒
さ
ん
向
け
の
サ
ッ
カ
ー
教
室
、
ス

ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
へ
の
参
画
な
ど
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
ソ
ニ
ー
教
育
財
団
を
通
じ
て
行
う
「
も
の

づ
く
り
教
室
」で
す
。
昨
年
は
、
地
元
の
小
学
生
約
五
〇

人
を
会
社
に
招
き
、
ヨ
ウ
素
溶
液
に
浸
し
た
フ
ィ
ル
ム
を

延
伸
し
て
偏
光
フ
ィ
ル
ム
を
作
成
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

フ
ィ
ル
ム
の
切
絵
を
は
め
込
み
、
液
晶
テ
レ
ビ
の
原
理
を

学
習
し
ま
し
た
。
ソ
ニ
ー
創
業
者
の
井
深
大
と
盛
田
昭
夫

は
、
日
本
の
将
来
を
支
え
る
子
ど
も
た
ち
が
科
学
に
関
心

を
持
ち
、
科
学
が
好
き
に
な
る
た
め
に
は
、
小
・
中
学
校

に
お
け
る
科
学
教
育
が
最
も
重
要
と
考
え
、 

一
九
五
九
年

に
ソ
ニ
ー
理
科
教
育
振
興
資
金
と
い
う
教
育
助
成
を
始
め

ま
し
た
。
以
来
五
〇
年
、
井
深
・
盛
田
の
蒔
い
た
種
が
大

き
な
輪
と
な
っ
て
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
、
大
変
誇
り
に

思
っ
て
お
り
ま
す
。

聞
き
手　

環
境
保
全
活
動
面
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

伊
藤
代
表　

ソ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
環
境

方
針
と
し
て
「
ソ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ
環
境
ビ
ジ
ョ
ン
」を
制

定
し
、
さ
ら
に
二
〇
〇
六
年
四
月
、
数
値
目
標
と
施
策
を

「
Ｇ
Ｍ
二
〇
一
〇
；
ソ
ニ
ー
環
境
中
期
目
標
」と
し
て
ま
と

め
、全
社
一
丸
と
な
っ
て
環
境
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

仙
台
Ｔ
Ｅ
Ｃ
で
も
、
設
立
以
来
一
貫
し
て
環
境
対
策
を
第

一
の
責
務
と
考
え
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
来
ま
し
た
。
こ

こ
で
、
そ
の
一
端
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
動
で
す
。
仙
台
Ｔ
Ｅ
Ｃ
は
、

平
成
二
〇
年
度
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
優
良
工
場
と
し
て

「
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
賞
」を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
計
画
的
な
省
エ
ネ
機
器
の
導
入
と
事
業
所
が
一

体
と
な
り
小
さ
な
省
エ
ネ
活
動
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ

り
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
三
年
間
、
継
続
し
て
「
使
用
エ
ネ

ル
ギ
ー
二
〇
％
削
減
」を
実
現
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
は
磁
気

テ
ー
プ
な
ど
の
製
造
工
程
で
揮
発
性
化
合
物（
Ｖ
Ｏ
Ｃ
）

を
使
用
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
Ｖ
Ｏ
Ｃ
の
排
出
削
減

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
在
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
回
収
、

蒸
留
精
製
し
再
使
用
を
し
て
い
ま
す
。
更
に
は
、
廃
棄
物

の
排
出
削
減
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
ゼ
ロ
エ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
社
内
に
四
〇

種
類
の
ゴ
ミ
箱
を
設
置
し
分
別
排
出
す
る
こ
と
等
に
よ
り

リ
サ
イ
ク
ル
率
九
七
％
を
達
成
し
継
続
中
で
す
。

聞
き
手　

そ
れ
は
す
ば
ら
し
い
成
果
で
す
。
こ
の
辺
で
ご

自
身
の
こ
と
を
お
伺
い
し
ま
す
。
伊
藤
代
表
の
ご
趣
味
を

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

伊
藤
代
表　

私
は
飛
行
機
が
好
き
で
大
学
在
学
中（
東
北

大
）か
ら
航
空
部
に
所
属
し
、
仙
台
市
霞
の
目
飛
行
場
で

グ
ラ
イ
ダ
ー
に
乗
っ
て
お
り
ま
し
た
。
大
学
院
在
籍
時
に

は
、
操
縦
を
教
え
る
免
許
を
取
得
し
、
一
九
九
七
年
ま
で

航
空
部
の
監
督
兼
教
官
と
し
て
霞
の
目
飛
行
場
で
学
生
を

指
導
し
て
い
ま
し
た
。
最
近
一
〇
年
間
は
、
友
人
一
〇
人

ほ
ど
で
グ
ラ
イ
ダ
ー
二
機
を
所
有
し
、
月
一
、二
回
乗
り

回
し
て
い
ま
す
。

聞
き
手　

そ
れ
は
す
ば
ら
し
い
ご
趣
味
で
す
。
グ
ラ
イ

ダ
ー
の
魅
力
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

伊
藤
代
表　

魅
力
は
な
ん
と
言
っ
て
も
上
昇
気
流
を
捕
ま

え
て
高
い
と
こ
ろ
に
上
が
っ
て
、
遠
く
ま
で
い
け
る
こ
と
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で
す
ね
。
こ
れ
ま
で
の
私
の
最
大
到
達
高
度
は
四
七
〇
〇

ｍ
で
す
が
、
国
内
で
は
七
～
八
〇
〇
〇
ｍ
と
い
う
記
録
が

あ
り
ま
す
。
魅
力
の
二
つ
め
は
、
エ
ン
ジ
ン
付
き
グ
ラ
イ

ダ
ー
で
自
由
に
各
地
を
飛
び
ま
わ
る
こ
と
で
す
ね
。
最
近

の
飛
行
範
囲
は
、
大
体
が
東
北
地
域
内
で
す
が
、
南
は
長

野
や
富
士
山
ま
で
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
仲
間
も
い
ま
す
。

聞
き
手　

奥
様
も
お
乗
せ
に
な
る
こ
と
は
あ
る
の
で
す

か
。

伊
藤
代
表　

家
内
と
は
、何
度
も
一
緒
に
乗
っ
て
い
ま
す
。

昔
、
彼
女
を
乗
せ
て
宙
返
り
を
し
て
驚
か
せ
よ
う
と
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
大
し
て
驚
き
も
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
な
ど
が
好
き
な
家
内
は
、
む

し
ろ
楽
し
そ
う
で
し
た
（
笑
）。

聞
き
手　

楽
し
そ
う
で
す
ね
。
私
も
い
つ
か
乗
っ
て
み
た

い
で
す
（
笑
）。
失
速
な
ど
危
険
な
こ
と
は
な
い
の
で
す

か
。

伊
藤
代
表　

失
速
な
ど
は
高
度
さ
え
あ
れ
ば
容
易
に
回
復

で
き
ま
す
の
で
、
ど
う
っ
て
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
が

経
験
し
た
一
番
の
危
険
は
、
離
陸
上
昇
に
使
用
す
る
ウ
ィ

ン
チ
の
ワ
イ
ヤ
ー
が
機
体
に
絡
ま
っ
て
外
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と

で
す
。
で
も
な

ん
と
か
機
体
を

着
陸
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
て
難

を
逃
れ
ま
し

た
。

聞
き
手　

伊
藤

代
表
が
モ
ッ

ト
ー
と
し
て
い

る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
ご
紹

介
く
だ
さ
い
。

伊
藤
代
表　
「
自
分
で
考
え
て
動
く
」と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
か
。人
か
ら
の
指
示
を
待
っ
て
行
動
す
る
の
で
は
な
く
、

自
分
で
考
え
て
行
動
す
る
。
行
動
し
な
い
で
怒
ら
れ
る
よ

り
、
自
分
の
判
断
で
行
動
し
て
怒
ら
れ
る
ほ
う
が
良
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ソ
ニ
ー
の
創
業
者
・
井
深
大
は
、
設
立

趣
意
書
の
冒
頭
で
「
真
面
目
な
る
技
術
者
の
技
能
を
、
最

高
度
に
発
揮
せ
し
む
べ
き
自
由
闊
達
に
し
て
愉
快
な
る
理

想
工
場
の
建
設
」を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
も
あ
っ

て
、
当
社
は
自
由
闊
達
な
雰
囲
気
を
持
っ
て
お
り
、「
自

律
し
て
行
動
す
る
」と
い
う
こ
と
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ

て
い
ま
す
。
独
自
の
発
想
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
ち
、
新
し

い
技
術
を
探
索
す
る
に
は
、
単
に
指
示
さ
れ
た
こ
と
を
実

行
す
る
の
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
高
度
な
知
識
を
持
つ

人
間
も
貴
重
で
す
が
、
自
ら
問
題
認
識
し
、
考
え
、
手
を

動
か
す
、
自
律
行
動
で
き
る
人
間
が
大
き
な
企
業
財
産
な

の
で
す
。

聞
き
手　

東
北
地
域
の
産
業
活
性
化
に
必
要
な
こ
と
は
何

で
し
ょ
う
か
。

伊
藤
代
表　

村
井
知
事
の
ご
尽
力
の
お
か
げ
で
自
動
車
産

業
な
ど
新
た
な
企
業
が
誘
致
さ
れ
、
地
域
産
業
の
活
性
化

へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
大
き
な
成
果
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
宮
城
県
全
体
、
東
北
全
体
を
よ
り
活

性
化
す
る
た
め
に
は
、
産
業
全
体
の
更
な
る
底
上
げ
が
必

要
で
す
。
多
く
の
人
が
東
北
に
と
っ
て
一
次
産
業
が
重
要

だ
と
指
摘
し
て
お
り
ま
す
が
、私
も
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。

一
次
産
業
に
新
た
な
技
術
を
導
入
し
、
儲
け
る
た
め
の
新

し
い
作
り
方
、
売
り
方
、
事
業
の
運
営
の
仕
方
な
ど
、
新

し
い
ス
キ
ー
ム
を
取
り
込
む
こ
と
に
よ
り
、
大
き
な
産
業

と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

聞
き
手　

今
各
地
で
進
め
ら
れ
て
い
る
農
商
工
連
携
を

い
っ
そ
う
活
発
に
、
高
度
な
も
の
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
ど
も
で
は
来
年
度
㈶
東
北

開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
と
の
合
併
を
検
討
し
て
い
ま
す
が
、

当
セ
ン
タ
ー
あ
る
い
は
合
併
後
の
新
組
織
へ
の
期
待
な
ど

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
願
い
し
ま
す
。

伊
藤
代
表　

一
つ
は
、
活
性
化
セ
ン
タ
ー
さ
ん
の
事
業
、

活
動
の
視
点
は
広
範
囲
、
中
長
期
的
で
あ
り
、
こ
う
し
た

視
点
で
東
北
を
展
望
す
る
団
体
は
ほ
か
に
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
う
し
た
ス
タ
ン
ス
を
こ
れ
か
ら
も
持
ち
続
け
て
欲

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
東
北
地
域
に
は

産
学
官
連
携
や
産
業
支
援
を
行
う
機
関
、
団
体
が
数
多
く

存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
等
が
実
施
す
る
こ

と
、
目
指
す
方
向
は
正
し
い
と
は
思
う
の
で
す
が
、
何
の

連
携
も
な
い
ま
ま
活
動
が
重
複
し
て
い
た
り
、
場
合
に

よ
っ
て
は
牽
制
し
あ
っ
た
り
し
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ま

す
。
こ
う
し
た
点
は
、
誰
か
が
交
通
整
理
を
し
な
い
と
い

け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
企
業
活
動
が
県
域

や
市
域
を
越
え
て
い
る
中
で
、
産
学
官
連
携
や
産
業
振
興

を
市
単
位
、
県
単
位
で
考
え
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
と

思
い
ま
す
し
、
そ
れ
ほ
ど
成
功
例
も
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
は
東
北
地
域
で
、
あ
る
い
は
関
東
地
域
も
含
め

て
考
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
時
代
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
う
し
た
役
割
は
活
性
化
セ
ン
タ
ー
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

も
の
で
、
周
囲
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

聞
き
手　

新
し
い
組
織
で
は
東
北
地
域
内
の
さ
ま
ざ
ま
な

組
織
、
連
携
の
中
核
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
ご
指
摘
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
は
簡
単
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
今
後
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
の
で
引
き
続
き
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
本
日
は
長
時
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
聞
き
手　

常
務
理
事
・
事
務
局
長　

冨
澤　

辰
治
）

写真2：グライダーに乗る伊藤代表
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聞
き
手　

今
回
は
、
清
水
建
設
㈱
執
行
役
員
東
北
支
店
長

竹
浪
浩
様
に
お
話
を
伺
い
ま
す
。
竹
浪
支
店
長
様
に
は
当

セ
ン
タ
ー
の
評
議
員
と
し
て
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
そ
れ
で
は
ま
ず
、
御
社
と
東
北
地
域
と
の
か
か
わ

り
と
東
北
地
域
で
の
事
業
概
況
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。

竹
浪
支
店
長　

当
社
は
、
一
八
〇
四
年
に
江
戸
の
神
田
鍛

冶
町
で
創
業
し
ま
し
た
が
、
東
北
で
最
初
に
仕
事
を
し
た

の
は
、
工
事
記
録
に
よ
れ
ば
大
正
八
年
に
東
北
電
力
さ
ん

の
前
身
で
あ
る
郡
山
電
気
の
建
物
、
現
在
の
東
北
電
力
福

島
営
業
所
に
あ
た
る
建
物
の
建
設
、
続
い
て
日
東
紡
さ
ん

の
工
場
を
建
設
し
た
の
が
最
初
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で

す
。
当
時
は
支
店
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
工
事
の

あ
る
と
き
に
東
京
か
ら
来
て
、
終
わ
れ
ば
帰
る
と
い
う
や

り
方
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
、
昭
和
六
年
に
仙
台
の

斉
藤
報
恩
館
、
三
越
さ
ん
を
手
が
け
、
昭
和
八
年
に
仙
台

に
出
張
所
を
設
置
し
た
の
で
す
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
の

た
め
閉
鎖
し
ま
し
た
。
大
戦
の
終
了
と
と
も
に
再
開
し
、

昭
和
二
十
一
年
四
月
に
は
仙
台
支
店
と
し
て
ス
タ
ー
ト
、

今
年
六
四
年
目
に
な
り
ま
す
。
現
在
、
従
業
員
は
五
〇
〇

人
、
受
注
額
は
、
年
間
五
〇
〇
億
円
程
度
と
な
っ
て
い
ま

す
。

聞
き
手　

御
社
は
建
築
が
得
意
分
野
と
伺
い
ま
し
た
が
建

築
工
事
と
土
木
工
事
の
割
合
は
ど
れ
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う

か
。

竹
浪
支
店
長　

現
在
は
八
五
対
十
五
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う

か
。
民
間
工
事
と
公
共
工
事
の
割
合
も
同
じ
く
ら
い
で
、

民
間
工
事
が
多
い
で
す
。
当
社
の
歴
史
を
見
て
も
お
分
か

り
の
と
お
り
、
当
社
は
わ
が
国
の
建
築
界
を
リ
ー
ド
し
て

き
ま
し
た
。
時
代
と
と
も
に
、
建
設
の
技
術
や
工
法
は
急

速
に
進
歩
し
ま
し
た
。
し
か
し
、「
誠
実
に
、
お
客
様
に

満
足
い
た
だ
け
る
良
い
も
の
を
つ
く
る
。
そ
の
う
え
で
健

全
な
成
長
を
確
か
な
も
の
に
す
る
」と
い
う
姿
勢
は
、
ゆ

る
ぎ
な
い
シ
ミ
ズ
の
原
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、

地
球
環
境
問
題
へ
の
対
応
や
、
地
震
を
は
じ
め
と
す
る
自

然
災
害
へ
の
備
え
な
ど
、
お
客
様
が
求
め
ら
れ
る
も
の
は

変
化
し
、
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
お
客
様
の
期

待
や
社
会
の
要
請
を
先
取
り
し
、
そ
れ
を
超
え
る
価
値
を

提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
お
客
様
の
満
足
向
上
や
社
会
へ

の
貢
献
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
一
つ
ひ
と
つ
の
仕
事

に
情
熱
を
注
ぎ
、
子
ど
も
た
ち
、
さ
ら
に
そ
の
先
の
子
ど

も
た
ち
の
時
代
に
シ
ミ
ズ
の
仕
事
を
誇
り
に
思
っ
て
も
ら

え
る
…
そ
の
努
力
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

聞
き
手　

新
政
権
の
公
共
事
業
削
減
と
い
う
政
策
の
影
響

子
ど
も
た
ち
に
誇
れ
る
し
ご
と
を

清

水

建

設

株

式

会

社

執

行

役

員

東

北

支

店

長

竹
浪　
　

浩 

氏
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に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

竹
浪
支
店
長　

当
社
も
土
木
工
事
の
割
合
は
十
五
％
と
は

い
え
、
大
き
な
影
響
を
受
け
る
だ
ろ
う
と
予
測
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
あ
る
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
山
形
を
含
む
北

東
北
四
県
の
建
設
業
者
は
、
受
注
高
の
五
割
か
ら
六
割
を

公
共
工
事
に
依
存
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。宮
城
、

福
島
で
も
三
割
か
ら
四
割
で
す
。
建
設
業
界
全
体
を
見
た

と
き
、
公
共
工
事
の
削
減
は
大
手
の
ゼ
ネ
コ
ン
よ
り
地
元

業
者
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

聞
き
手　

そ
も
そ
も
、
公
共
事
業
削
減
と
い
う
こ
と
に
関

し
て
の
ご
意
見
は
。

竹
浪
支
店
長　

私
は
、
公
共
事
業
と
は
何
か
と
い
う
原
点

を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
公
共

事
業
に
は
二
つ
の
側
面
が
あ
る
は
ず
で
す
。
一
つ
は
、
地

域
の
振
興
と
雇
用
の
確
保
と
い
う
側
面
で
す
。
こ
こ
に
き

て
、
そ
の
効
果
に
疑
問
符
が
打
た
れ
、
事
業
費
削
減
と
い

う
政
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
側
面
は
、
イ
ン
フ
ラ
、
社
会
資
本
の
整
備

と
い
う
側
面
で
す
。無
駄
な
も
の
の
排
除
は
当
然
で
す
が
、

イ
ン
フ
ラ
と
い
う
側
面
か
ら
見
る
と
、
既
存
の
公
共
施
設

の
維
持
、
補
修
と
い
っ
た
こ
と
も
重
要
で
す
。
例
え
ば
、

公
共
建
築
物
の
耐
震
化
が
東
北
は
も
の
す
ご
く
遅
れ
て
い

る
の
で
す
。
小
中
学
校
は
宮
城
県
で
は
九
〇
％
ぐ
ら
い
ま

で
進
ん
で
い
ま
す
が
、
他
の
県
は
大
変
遅
れ
て
い
ま
す
。

い
わ
ん
や
病
院
等
の
公
共
施
設
は
ま
っ
た
く
進
ん
で
い
ま

せ
ん
。
大
事
な
こ
と
は
、
社
会
資
本
は
、
短
期
的
、
経
済

的
な
効
果
、
す
な
わ
ち
フ
ロ
ー
の
み
で
判
断
し
て
は
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
ス
ト
ッ
ク
と
い
う
考
え
方
も
忘

れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

当
社
は
、
病
院
関
係
の
仕
事
も
多
く
、
医
療
関
係
者
の

話
を
伺
う
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
地
方
の
病
院
で
医
師

を
抱
え
ら
れ
な
く
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
特
に
、
小

児
科
、
婦
人
科
、
麻
酔
科
の
医
師
が
少
な
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
現
状
に
鑑
み
る
と
、
大
病
院
と
地
方

の
小
さ
な
病
院
と
の
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
即
ち
道
路
を

し
っ
か
り
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
は
ず
で
す
。
こ

う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
は
、
フ
ロ
ー
の
考
え
方
だ

け
で
な
く
ス
ト
ッ
ク
と
い
う
考
え
方
を
前
提
と
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
国
家
百
年
の
大
計
で
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

聞
き
手　

耐
震
化
の
遅
れ
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
災

害
対
策
の
面
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

竹
浪
支
店
長　

先
般
、
東
名
高
速
で
路
肩
の
崩
れ
る
事
故

が
あ
り
ま
し
た
。
当
社
と
大
林
組
さ
ん
が
五
日
間
不
眠
不

休
で
復
旧
し
ま
し
た
が
、
あ
の
災
害
で
我
々
が
痛
感
し
た

こ
と
は
、
動
脈
が
遮
断
さ
れ
る
社
会
的
、
経
済
的
損
失
の

膨
大
さ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
高
速
道
路
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
さ
れ
る
こ
と
で
災
害
に
十
分
な
対
処
が
で
き
る
の
で

す
。
当
社
の
社
長
が
北
陸
支
店
長
だ
っ
た
と
き
に
新
潟
沖

地
震
が
発
生
し
た
の
で
す
が
、
あ
の
時
、
新
幹
線
が
止
ま

り
、
中
央
自
動
車
道
が
寸
断
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し

い
と
思
い
ま
す
。
社
長
は
、
復
旧
の
物
資
の
調
達
、
移
動

に
最
も
役
だ
っ
た
の
は
磐
越
自
動
車
道
だ
っ
た
と
当
時
を

振
り
返
っ
て
い
ま
す
。翻
っ
て
東
北
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

東
北
自
動
車
道
が
縦
に
一
本
し
か
通
っ
て
い
ま
せ
ん
。
同

じ
よ
う
な
災
害
が
東
北
自
動
車
道
に
起
こ
っ
た
こ
と
を
考

え
る
と
ぞ
っ
と
し
ま
す
。
現
在
、
東
北
で
は
高
速
道
路
が

建
設
途
上
で
す
。
こ
れ
を
完
成
さ
せ
し
っ
か
り
と
し
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る
こ
と
が
未
来
の
子
ど
も
達
へ
の
責

任
で
も
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
こ
の
点
を
多
く
の
国
民
の

方
々
に
も
知
っ
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
。

聞
き
手　

公
共
事
業
に
関
し
て
一
般
の
方
々
が
ご
存
じ
な

い
こ
と
が
ま
だ
あ
り
そ
う
で
す
。

竹
浪
支
店
長　

公
共
事
業
費
は
ど
ん
ど
ん
削
減
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
番
多
い
時
に
は
十
三
兆
円
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
、
つ
い
こ
の
間
七
兆
円
だ
と

思
っ
た
ら
、
今
度
は
六
兆
円
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
予

算
の
約
四
割
が
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
つ
ま
り
整
備
費
な
の
で

す
。
古
い
橋
の
補
修
、
道
路
の
補
修
と
い
っ
た
も
の
で
、

戦
後
整
備
し
て
き
た
イ
ン
フ
ラ
が
こ
れ
か
ら
手
を
掛
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
差
し
掛
か
っ
て
き
て
い
る
の
で

す
。
そ
れ
な
の
に
公
共
事
業
費
を
減
ら
し
て
い
く
こ
と
に

な
れ
ば
、
新
し
い
も
の
は
で
き
な
い
、
補
修
も
で
き
な
い

と
言
う
事
態
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
大
変
な
こ
と
で

す
。
公
共
事
業
を
減
ら
す
と
国
の
借
金
が
減
る
と
い
う
議

論
を
良
く
見
聞
き
し
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
国
の
予
算
に
占

め
る
公
共
事
業
費
の
割
合
は
、
医
療
費
、
社
会
保
障
費
、

国
債
償
還
費
に
比
べ
れ
ば
小
さ
い
も
の
で
す
。
こ
の
点
に

つ
い
て
も
是
非
多
く
の
国
民
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

聞
き
手　

竹
浪
支
店
長
の
ご
趣
味
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

竹
浪
支
店
長　

私
の
趣
味
は
、
映
画
と
映
像
で
す
。
映
画

は
若
い
こ
ろ
か
ら
好
き
で
し
た
。
最
近
映
画
館
で
見
た
の

は
今
年
の
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
作
品
賞
な
ど
を
受
賞
し
た
「
ス

ラ
ム
ド
ッ
ク
＄
ミ
リ
オ
ネ
ア
」、「
グ
ラ
ン
・
ト
リ
ノ
」で
す
。

た
だ
、
最
近
は
映
画
館
に
足
を
運
ぶ
よ
り
家
で
ビ
デ
オ
を

見
る
こ
と
の
方
が
多
い
で
す
。
ビ
デ
オ
は
、
連
続
ド
ラ
マ

の
「24 -T

W
EN

T
Y

 FO
U

R

」、「
Ｌ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
」、「
プ
リ

ズ
ン
ブ
レ
イ
ク
」、「
ハ
ウ
ス
」な
ど
ほ
と
ん
ど
見
て
い
ま

す
。「24 -T

W
EN

T
Y

 FO
U

R

」は
、
二
四
時
間
の
中
の

複
数
の
出
来
事
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
進
行
し
、
一
話
一
時

間
で
完
結
す
る
も
の
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
連
邦
機
関
の
捜
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査
官
と
、
そ
の
同
僚
や
家
族
ら
が
テ
ロ
リ
ス
ト
と
戦
う
、

サ
ス
ペ
ン
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
ド
ラ
マ
で
す
。
非
常
に
テ
ン
ポ

が
速
く
、
か
つ
複
雑
に
進
行
す
る
物
語
が
特
徴
的
で
こ
の

作
品
の
魅
力
で
す
ね
。
ま
た
、
極
め
て
多
い
登
場
人
物
、

予
想
を
裏
切
る
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
、
ズ
ー
ム
と
意
図
的
な

手
ぶ
れ
を
多
用
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
の
よ
う
な

映
像
が
特
徴
な
の
で
す
。
私
は
こ
れ
を
二
四
時
間
で
全
部

見
て
し
ま
お
う
と
考
え
て
挑
戦
し
た
の
で
す
が
十
六
時
間

目
で
挫
折
し
て
し
ま
い
ま
し
た
（
笑
）。

聞
き
手　

映
像
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
の
は
。

竹
浪
支
店
長　

私
は
ず
っ
と
き
れ
い
な
画
像
を
追
及
し
て

い
る
の
で
す
（
笑
）。
そ
も
そ
も
は
、
デ
ー
タ
Ｖ
Ｈ
Ｓ
と
い

う
の
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
あ
る
時
に
見
ま
し
た
ら
あ

ま
り
に
も
き
れ
い
な
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
に
す
っ
か
り
は

ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
デ
ー
タ
Ｖ
Ｈ
Ｓ
ビ
デ

オ
を
二
台
買
い
込
ん
で
テ
ー
プ
を
二
〇
〇
本
ほ
ど
溜
め
込

ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
以
来
き
れ
い
な
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
画
像

が
好
き
で
収
集
し
て
い
ま
す
。
ブ
ル
ー
レ
イ
レ
コ
ー
ダ
ー

も
六
台
ぐ
ら
い
持
っ
て
収
集
に
努
め
て
お
り
、
き
れ
い
な

風
景
な
ど
だ
け
で
な
い
「
き
れ
い
な
画
像
」を
追
求
し
て

溜
め
込
ん
で
は
好
き
な
と
き
に
見
た
り
、
編
集
し
た
り
、

パ
ソ
コ
ン
に
取
り
込
ん
だ
り
と
い
う
作
業
を
し
て
い
る
の

で
す
（
笑
）。

聞
き
手　

技
術
的
に
も
難
し
い
も
の
が
あ
り
そ
う
で
す

が
、
そ
の
中
で
も
一
番
良
い
と
思
わ
れ
る
も
の
は
な
ん
で

す
か
。

竹
浪
支
店
長　

や
っ
ぱ
り
「
新
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」で
し
ょ

う
ね
。
あ
の
映
像
は
す
ば
ら
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
期
待

し
て
い
る
の
は
3
Ｄ
で
す
。
今
話
題
の
「
ア
バ
タ
ー
」は

こ
れ
ま
の
3
Ｄ
映
画
に
比
べ
る
と
す
ご
く
進
化
し
て
い
る

よ
う
で
す
の
で
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。
近
々
3
Ｄ
テ
レ

ビ
が
発
売
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
の
で
そ
れ
も
楽
し
み

で
す
ね
。

聞
き
手　

支
店
長
の
モ
ッ
ト
ー
は
何
で
し
ょ
う
か
。

竹
浪
支
店
長　
「
素
直
」と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
ま
じ

め
は
当
た
り
前
で
す
が
素
直
は
な
か
な
か
難
し
い
の
で

す
。
素
直
だ
か
ら
こ
そ
間
違
っ
た
こ
と
、
悪
い
こ
と
に
反

抗
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
素
直
に
明
る
く
元
気

よ
く
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
当
社
の
会
長
か
ら
は
、

「
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
や
れ
」、「
物
事
を
シ

ン
プ
ル
に
考
え
る
こ
と
が
重
要
」と
い
つ
も
指
導
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
言
葉
は
本
当
に
重
要
な
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

聞
き
手　

東
北
地
域
の
産
業
活
性
化
に
必
要
な
こ
と
は
何

で
し
ょ
う
か
。

竹
浪
支
店
長　

私
は
東
北
の
活
性
化
の
た
め
に
は
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
が
な
ん
と
し
て
も
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
中
央
の
大
手
メ
ー
カ
ー
な
ど
が
立
地
し
た
と
し

て
も
道
路
、
港
湾
が
し
っ
か
り
整
備
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば

コ
ス
ト
競
争
に
勝
て
な
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
東
北
地

域
は
や
は
り
一
次
産
業
の
活
性
化
に
力
を
注
ぐ
こ
と
が
重

要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
将
来
、
建

設
業
で
抱
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
就
業
者
を
他
産
業
で
吸
収

移
動
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
日

本
の
農
産
物
の
味
、
品
質
は
世
界
に
誇
れ
る
も
の
で
す
。

諸
外
国
の
よ
う
に
政
府
が
こ
れ
を
積
極
的
に
支
援
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

聞
き
手　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
ど
も
で
は
来
年
度
㈶

東
北
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
と
の
合
併
を
検
討
し
て
い
ま
す

が
、
当
セ
ン
タ
ー
あ
る
い
は
合
併
後
の
新
組
織
へ
の
期
待

な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
願
い
し
ま
す
。

竹
浪
支
店
長　

何
度
も
申
し
上
げ
ま
す
よ
う
に
、
建
設
業

は
こ
の
ま
ま
で
い
く
と
大
変
な
こ
と
に
な
り
、
雇
用
も
相

当
厳
し
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
新
し
い
セ

ン
タ
ー
は
、
国
土
交
通
省
所
管
に
も
な
る
と
伺
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
是
非
、
今
後
の
東
北
地
域
の
建
設
業
の
あ
り

方
、
転
換
の
方
向
等
に
つ
い
て
東
北
経
済
連
合
会
な
ど
と

も
連
携
し
て
提
言
い
た
だ
く
よ
う
強
く
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

聞
き
手　

新
し
い
組
織
の
研
究
テ
ー
マ
の
ヒ
ン
ト
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ご
期
待
に
沿
う
よ
う
に
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
す
の
で
引
き
続
き
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
本
日
は
長
時
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
聞
き
手　

常
務
理
事
・
事
務
局
長　

冨
澤　

辰
治
）
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今
年
は
政
権
交
代
に
よ
る
期
待
の
渦
と
落
胆
の
渦
で

大
き
く
揺
れ
動
き
、
世
の
中
は
暗
く
悲
惨
な
事
件
が
目

立
っ
た
。
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
砂
漠
で
の
集
中
豪
雨
災

害
は
気
候
変
動
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
、
異
常
乾
燥
に

よ
る
森
林
火
災
の
増
加
も
心
配
さ
れ
る
。
地
球
温
暖
化

に
は
国
境
が
な
い
。
今
世
紀
末
ま
で
に
気
温
上
昇
を

一
八
世
紀
後
半
産
業
革
命
開
始
前
と
比
べ
二
℃
以
内
に

抑
え
、
全
世
界
が
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
、
こ
の
地
球
上

に
生
息
す
る
人
類
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
生
態
系
は
想

像
を
絶
す
る
被
害
を
受
け
る
危
険
性
が
高
い
と
有
識
者

は
指
摘
す
る
。

　

わ
が
国
で
は
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
中
期
削
減
目
標
を

一
九
九
〇
年
比
で
、
Ｃ
Ｏ
２
二
五
％
削
減
と
確
定
し
た
。

世
界
に
向
け
て
発
信
し
た
以
上
は
日
本
国
民
と
し
て
な

ん
と
し
て
も
実
現
す
べ
き
数
値
で
、「
一
人
一
日
一
㎏

Ｃ
Ｏ
2
削
減
」こ
れ
を
徹
底
し
て
行
動
に
移
す
こ
と
が

喫
緊
の
課
題
だ
。

　

わ
が
国
で
は
、
様
々
な
取
り
組
み
の
試
行
事
業
の
一

つ
と
し
て
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
の
普
及
を
図
っ

て
い
る
。
こ
の
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
は
直
訳
す

る
と
炭
素
の
足
跡
、「
ど
こ
」で
「
ど
れ
だ
け
」Ｃ
Ｏ
２
が

排
出
さ
れ
た
か
を
「
見
え
る
化
」す
る
と
い
う
。（
見
た

こ
と
が
あ
る
と
思
っ
た
ら
ハ
ン
グ
テ
ン
と
い
う
ブ
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
（
足
跡
ふ
た
つ
）と
似
て
い
る
）

　

身
近
に
あ
る
す
べ
て
の
製
品
・
商
品
に
、
そ
の
原
料

調
達
か
ら
製
造
、
輸
送
か
ら
販
売
、
使
用
か
ら
廃
棄
ま

で
す
べ
て
に
か
か
る
Ｌ
Ｃ
Ａ
手
法
を
用
い
て
二
酸
化
炭

素
の
排
出
合
計
量
を
示
す
こ
と
が
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ

リ
ン
ト
だ
。
換
算
す
る
目
的
は
、使
用
す
る
消
費
者
が
、

購
入
す
る
商
品
は
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
い
か
ほ
ど
な
の
か

自
覚
す
る
こ
と
で
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
が
一
歩
前
進
す
る
と

し
、
事
業
者
は
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
ポ
イ
ン
ト
を
把
握

す
る
こ
と
で
排
出
削
減
を
可
能
に
す
る
と
し
て
い
る
。

　

一
般
的
に
、
こ
れ
ま
で
耳
に
し
て
い
な
い
用
語
が
多

く
氾
濫
し
て
出
回
っ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
に
カ
ー
ボ
ン

オ
フ
セ
ッ
ト
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
が
あ
る
。
ま

た
排
出
枠
取
引
に
つ
い
て
は
、
い
ま
ひ
と
つ
理
解
で
き

な
い
の
は
私
だ
け
な
の
か
？　

絶
対
量
が
減
ら
な
い
の

に
、
目
に
見
え
な
い
が
計
算
で
き
る
排
出
量
の
取
引
に

よ
っ
て
、
お
金
は
動
く
が
削
減
に
ど
の
よ
う
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
か
具
体
的
に
わ
か
ら
な
い
。

　

情
報
過
多
と
い
わ
れ
る
時
代
で
も
、
こ
の
よ
う
に
十

分
に
情
報
が
い
き
わ
た
っ
て
い
な
い
現
実
が
あ
り
、
今

後
も
普
及
啓
発
は
必
要
に
な
る
。
Ｃ
Ｏ
２
を
二
五
％
削

減
し
た
日
本
社
会
や
暮
ら
し
方
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ

て
い
く
の
か
、
具
体
的
な
将
来
像
を
描
き
き
れ
ず
、
明

確
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
革
が
見
え
て
こ
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
で
実
現
で
き
な
か
っ
た
こ
と

を
可
能
に
す
る
た
め
に
は
、
縦
割
り
の
弊
害
は
な
い
の

か
？
な
ど
国
の
取
り
組
み
方
法
を
見
直
し
、
政
策
を
洗

い
直
す
。

　

低
炭
素
化
社
会
実
現
の
目
的
を
同
じ
と
し
、
従
来
型

権
益
と
結
び
つ
い
た
省
庁
の
縦
割
り
の
厚
い
壁
を
取
り

払
い
、
民
意
の
協
力
、
応
援
を
得
ず
し
て
、
Ｃ
Ｏ
２
の
削

減
二
五
％
は
実
現
不
能
で
あ
る
こ
と
を
国
も
自
覚
す
る

こ
と
が
重
要
だ
と
思
料
す
る
。

　

先
日
、
当
会
主
催
の
環
境
関
連
の
展
示
会「
エ
コ
プ

ロ
ダ
ク
ツ
東
北
二
〇
〇
九
」を
開
催
し
た
。
一
一
八
の

企
業
団
体
の
参
加
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
企
業
の
環

境
へ
の
取
り
組
み
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
た
め
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
様
々
な
提
案
、地
球
上
の
生
き
物
と
の
共
生
、

生
物
多
様
性
と
の
関
わ
り
な
ど
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う

た
め
の
展
示
会
に
は
、
三
日
間
を
通
し
二
八
、四
二
九

名
の
来
場
が
あ
っ
た
。
小
学
生
・
中
学
生
の
授
業
の
一

環
で
参
加
す
る
「
環
境
科
学
教
室
」
に
は
、
一
〇
校

八
〇
三
名
の
児
童
・
生
徒
の
参
加
申
込
が
あ
っ
た
。
今

年
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
で
、
一
校
一
〇
〇

名
が
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
っ
た
が
、
土
曜
日
開
催
の
「
親

子
で
参
加
、
科
学
教
室
」は
定
員
オ
ー
バ
ー
す
る
人
気

だ
っ
た
。
理
科
離
れ
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
子
供
た
ち

に
、
楽
し
い
科
学
の
実
験
を
通
し
理
科
へ
の
興
味
と
環

境
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
、
子
供
た
ち

は
会
場
の
企
業
・
団
体
の
取
り
組
み
を
見
学
す
る
こ
と

に
よ
り
、
総
合
的
な
経
験
が
出
来
る
。
こ
の
欲
張
り
企

画
は
、
学
校
側
と
生
徒
か
ら
学
び
の
場
と
し
て
生
き
た

学
習
が
出
来
る
と
好
評
で
あ
っ
た
。

　

日
常
生
活
に
お
い
て
の
具
体
的
な
方
法
や
取
り
組
み

を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、子
供
た
ち
は
素
直
な
目
で
見
、

聞
く
、
や
っ
て
み
る
こ
と
に
よ
り
ど
う
す
べ
き
か
を
理

解
し
行
動
に
移
す
。体
験
し
た
子
供
は
家
庭
で
実
践
し
、

大
人
を
巻
き
込
み
、
一
つ
の
う
ね
り
を
つ
く
り
だ
し
て

い
る
。

　

Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
二
五
％
は
疑
問
か
ら
解
決
へ
、
そ
し

て
行
動
に
よ
る
実
現
が
最
優
先
課
題
だ
。
さ
あ
、
う
そ

つ
き
呼
ば
わ
り
さ
れ
な
い
日
本
人
と
し
て
み
ん
な
で
行

動
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
は
、
一
人
一
日
一
㎏
Ｃ
Ｏ
２
削
減
！

平成7年自立と自律を目指
し起業する。
同時期に天明茂氏（元宮城
大学教授）を座長とする交
流サロンを立ち上げ世話人
となる。
平成11年交流サロン・青
年会議所の有志が発起人と
なり、ＮＰＯ法人環境会議
所東北を設立。設立から現
在に至る。
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　当センターでは、平成21年度の自主事業の一つとして、「六十里越街道でつながる広域連携・交流促
進プロジェクト」に取り組んでおります。とりまとめは年度末を予定しておりますが、今号では、その概
要と試行的に実施したイベントについてご紹介いたします。

　山形市から鶴岡市を結ぶ「六十里越街道」は、かつて出羽三山（月山、湯殿山、羽黒山）への信仰の道、
庄内と内陸の物流交易の道など多面的な役割を持ち、各地から訪れる参拝者や行商の往来等によって賑
わっておりました。
　しかし、明治以降、自動車の普及や高速道路等の交通網の整備に伴い、六十里越街道は古道になると
ともに、地域の結びつきも希薄になりました。
　こうした中、山形県の六十里越街道沿いの三市二町（山形市、鶴岡市、寒河江市、中山町、西川町）の関
係者の間で、六十里越街道の価値を再認識し、地域活性化に向けた連携強化を図りたいとの気運が高ま
り、当センターに対し支援要請があったことから、昨年度から二カ年間のプロジェクト支援事業として
取り組んでいるものです。
　本プロジェクトでは、広域的な連携による地域づくりを推進することにより、沿道住民が街道の文化
価値を再認識し交流を活発化するとともに、域外からの交流人口の拡大による産業振興・地域活性化を
はかるための、具体的なアクションプランについて検討を行っております。
　このたび、試行的な事業として、9月に「旅学講座・地域交流会」、10月に「六十里越ファムトリップ（モ
デルツアー）」を実施いたしましたので、その概要につきまして、ご紹介いたします。
　なお、本年2月7日には、「六十里越街道広域連携フォーラム」を開催し、沿道住民や関係者が一堂に会
して、同街道を地域における共有財産として広域的に連携・活用していくための意識醸成をはかる予定
です。本フォーラムには三市二町の首長等にも出席をお願いする方向です。

1．旅学講座・地域交流会（平成21年9月21 ～ 25日）
　本事業は、東北芸術工科大学が主催した「六十里越街道を歩く会」（以下、「歩く会」）の催しにあわせ
て実施したものです。「歩く会」は、鶴岡市から山形市までの約120キロを6日間かけて歩くというイベ
ントですが、当プロジェクトでは、東北芸術工科大学の協力を得て、「歩く会」の各宿泊先において、地
元住民の方を招いての旅学講座や地域交流会を開催いたしました。
　9月21日夜の地域交流会「岡本太郎のアングルを歩く（東北芸術工科大学　張大石准教授）」（鶴岡市多
麦俣多層民家）にはじまり、25日夜の「はるかなる紅花の旅」（地元歴史研究家）（寒河江市一龍ホテル）
まで5回にわたり開催いたしました。
　「歩く会」の参加者は、昼間に約20㎞もの距離を踏破した疲れもみせずに、講師の先生の話に熱心に聞
き入りながら、地元住民の方々と交流を深めることができた様子でした。延べ人数で「歩く会」には約
180名、旅学講座・地域交流会には約160名の参加者があり、学生から還暦を過ぎた方まで幅広い年齢層
の方々が、六十里越街道の歴史に思いを馳せ、その文化的価値を再認識する貴重な経験を得ることがで
きました。

「六十里越街道でつながる広域連携・交流促進プロジェクト」の
イベント（旅学講座・地域交流会、モデルツアー）の紹介について
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　ご協力いただいた東北芸術工科大学の張准教授からは、「最初から最後まで感動的な出来事や出会い
の連続でした。その間、たくさんの素晴らしい「ものがたり」が生まれており、この感動の軌跡はそう簡
単に言葉で表現できないことでしょう」とのコメントが寄せられております。

〔旅学講座・地域交流会〕

日　程 内　　　容

9月21日
（月）

◎地域交流会その1：鶴岡市田麦俣　多層民家
　「岡本太郎のアングルを歩く」東北芸術工科大学　張　大石 准教授

9月22日
（火）

◎旅学講座その1：鶴岡市田麦俣　湯殿山参籠所
　「出羽三山絵日記を歩く」地元歴史研究家　渡辺　幸任 氏

9月23日
（水）

◎旅学講座その2：西川町　志津温泉つたや
　「出羽三山信仰と旅学の扉」東北芸術工科大学大学院　�内藤　正敏 教授 

赤坂　憲雄 教授

9月24日
（木）

◎地域交流会その2：西川町　岩根沢三山神社
　「東北の鼓動と息吹」太太神楽、斉藤茂吉・丸山薫の詞の朗読会

9月25日
（金）

◎地域交流会その3：寒河江市　一龍ホテル
　「はるかなる紅花の旅」地元歴史研究家　宇井　啓 氏

2．「六十里越ファムトリップ（モデルツアー）」（平成21年10月26 ～ 28日）
　10月には、「六十里越街道」という歴史的な街道でつながっている三市二町の観光資源を活かした旅
行商品の可能性を探るため、旅行会社の商品企画担当者等を招いて、六十里越ファムトリップ（モデル
ツアー）を実施いたしました。（行程については別表のとおり）
　訪問した先々で、自治体の担当者および地元ガイド等の方々から熱のこもった丁寧な説明がありまし
た。ツアー参加者の感想は総じて好評であり、自治体担当者は紹介した地域資源について自信を深めて
いました。
　また、ツアーの期間中には参加者と自治体関係者との意見交換会も開かれ、旅行業界に従事するプロ
の眼から見た感想やアドバイスをいただきました。参加者からは「六十里越街道は旅行商品として売り
出す以前に、街道そのものについて広く情報発信したほうがよいのではないか」と、街道自体の価値につ
いても高く評価をしていただきました。

■地域交流会の模様（鶴岡市／多層民家） ■地域交流会の模様（西川町／岩根山三山神社）
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　また、「かつて多くの人々で賑わった六十里越街道の魅力を現代の人が理解できるように説明できれ
ば、誘客が可能になるのではないか」、「マイカーの観光客に六十里越街道を歩いてもらう場合、出発地
の駐車場所と終着地の間の移動をサポートするシステムが必要」等々、今後の取り組みの参考となるご
意見もいただきました。
　今回のモデルツアーにおいては、自治体関係者の熱心なＰＲ活動もあり、旅行関係者の方々に対し、
各自治体の持つ多様な地域資源を掘り起こすことによって、様々な可能性を持った旅行商品の選択肢を
提示することができたものと思います。モデルツアー終了後には、「このプロジェクトのように、一つ
一つのスポットが連携していけば将来性がある」と評価いただき、早速、「六十里越街道」をテーマにし
た旅行商品化の動きがみられるなど、今後の交流人口の拡大に大いに期待が膨らんでいるところです。

日　程 行　程（バス：　　　　、徒歩：……）

10月26日
（月）

山形市／霞城公園  　　　　  中山町／河川敷・柏倉家  　　　　  寒河江市／慈恩寺
　　　    臥龍橋・白岩  　　　　  西川町／岩根沢三山神社・本道寺口之宮湯殿山神社
　　　    月山志津温泉内古道  ……  月山志津温泉

10月27日
（火）

月山志津温泉  　　　　  鶴岡市／湯殿山本宮参り  　　　　  花ノ木坂（国道）  ……
独鈷茶屋跡  ……  千手ブナ  ……  護摩壇石  ……  田麦俣（七ツ滝）  　　　　
注連寺（即身仏）  　　　　  丸岡城跡  　　　　  湯田川温泉

10月28日
（水）

湯田川温泉  　　　　  鶴岡市／松ヶ岡開墾場・米作り用具収蔵庫・庄内映画資料館
　　　    庄内映画村  　　　　  山形市

■視察の模様（鶴岡市田麦俣／七ツ滝） ■六十里越街道のトレッキング

■視察の模様（寒河江市／慈恩寺） ■ツアー参加者に説明する自治体関係者（中山町）
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喜
多
方
へ
行
っ
て
み
ん
べ
ぇ

　
〝
行
っ
て
み
ん
べ
ぇ
〟。

　

こ
れ
は
二
〇
〇
九
年
、
喜
多
方
市
で
七
三

日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
「
き
た
か
た

喜
楽
里（
き
ら
り
）博
」〔
注
一
〕の
テ
ー
マ「
行
っ

て
み
ん
べ
ぇ
、
食
っ
て
、
見
て
、
ふ
れ
あ
っ

て
み
ん
べ
ぇ
」の
一
節
。「
そ
れ
で
は
喜
多
方

の
ま
ち
づ
く
り
を
学
び
に
行
っ
て
み
ん

べ
ぇ
」と
い
う
こ
と
で
、喜
楽
里
博
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
黄
色
い
牛「
み
ん
べ
ぇ
」

に
引（
惹
）か
れ
て
喜
多
方
を
訪
ね
た
。

　

喜
多
方
市
は
、
日
本
三
大
ラ
ー
メ
ン
の
一

つ
に
数
え
ら
れ
る
「
喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
」で

知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
喜
多

方
の
名
を
全
国
区
に
押
し
上
げ
た
の
は
、
蔵

で
あ
っ
た
。
現
在
、
喜
多
方
市
内
に
は
約

四
二
〇
〇
棟
の
蔵
が
散
在
し
て
お
り
、
蔵
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
官
・
民
・
学
が
共

同
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

蔵
の
ま
ち
づ
く
り

　

喜
多
方
の
蔵
は
、
工
法
と
用
途
が
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
る
。
工
法
は
粗
壁
、
白
漆
喰
、

黒
漆
喰
、洋
館
風
の
レ
ン
ガ
造
り
と
様
々
で
、

そ
の
用
途
は
酒
蔵
、
味
噌
蔵
、
座
敷
蔵
か
ら

厠
蔵
ま
で
あ
り
、
蔵
造
り
に
な
っ
て
い
る
寺

も
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
喜
多
方
市
に
蔵
が
多
い
の
は
な

ぜ
か
。
理
由
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、「
男

四
〇
に
し
て
蔵
の
一
つ
も
建
て
ら
れ
な
い
よ

う
で
は
男
で
は
な
い
」と
い
う
、
独
特
の
風

潮
が
あ
っ
た
こ
と
も
一
因
と
さ
れ
て
い
る
。

な
る
ほ
ど
町
に
は
広
大
な
敷
地
の
中
に
、

代
々
の
当
主
の
蔵
が
建
ち
並
ぶ
屋
敷
も
見
受

け
ら
れ
る
。

　

こ
の
蔵
を
地
域
資
源
と
し
て
捉
え
た
の

は
、
写
真
家
・
金
田
実
氏（
故
人
）で
あ
っ
た
。

氏
は
喜
多
方
の
文
化
遺
産
を
後
世
に
伝
え
よ

う
と
、
蔵
の
写
真
を
撮
り
続
け
て
い
た
。

一
九
七
二
年
、
そ
の
写
真
展
が
喜
多
方
で
開

催
さ
れ
た
。
翌
年
に
は
会
津
若
松
、
翌
々
年

に
は
東
京
と
、
写
真
展
が
回
を
重
ね
る
毎
に

喜
多
方
の
蔵
は
有
名
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

一
九
七
五
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
「
新

日
本
紀
行
」で
「
蔵
ず
ま
い
の
町　

喜
多
方
」

が
放
映
さ
れ
る
と
、
喜
多
方
の
蔵
は
全
国
に

知
れ
渡
り
、
観
光
客
が
急
増
し
た
。（
現
在

で
は
、
年
間
一
七
〇
万
人
を
越
え
る
観
光
客

が
喜
多
方
市
を
訪
れ
る
。）

　

そ
の
後
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
調
査
の

実
施
等
を
経
て
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
蔵
の

ま
ち
づ
く
り
が
再
加
速
し
た
。
一
九
九
五
年

に
は
、
蔵
主
有
志
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た

「
蔵
の
会
」が
、
蔵
の
保
全
活
用
に
取
り
組
み

始
め
た
。

　

二
〇
〇
一
年
に
文
化
庁
か
ら
の
依
頼
で
調

査
の
た
め
に
喜
多
方
を
訪
れ
た
東
京
大
学
都

市
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
と
は
、
そ
れ
以
降
も
協

働
し
な
が
ら
、フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
等
、様
々

な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

官
・
民
・
学
の
二
五
団
体
で
構
成
さ
れ
る

「
喜
多
方
蔵
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」が
と
り

ま
と
め
た
『
日
本
一
の
蔵
再
生
に
よ
る
ま
ち

蔵のまちづくり
� ～地域資源の磨き方
―福島県喜多方市―

取材にご協力いただいた喜多方市　樟山敬一観光交流
課長（左）、大崎友和商工課長（右）、喜多方観光協会　
加藤由美子さん（中央）

バルコニーのあるレンガ蔵（若喜商店）
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お
こ
し
』は
、
二
〇
〇
八
年
度
、
内
閣
府「
地

方
の
元
気
再
生
事
業
」に
選
定
さ
れ
た
。〔
注
二
〕

蔵
の
こ
と
は
「
喜
多
方
に
聞
け
！
」

　
『
日
本
一
の
蔵
再
生
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し
』

で
は
、
市
民
の
一
体
感
を
醸
成
す
る
「
蔵
の

巡
回
写
真
展
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」や
観
光
交

流
人
口
の
増
加
を
図
る
「
観
光
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
養
成
と
認
定
」等
の
十
二
事
業（
実
施

細
目
で
は
二
三
に
も
上
る
。）が
実
施
さ
れ

た
。
そ
の
結
果
、「
喜
多
方
に
と
っ
て
蔵
は

貴
重
な
財
産
で
あ
る
と
い
う
意
識
の
醸
成
が

図
ら
れ
た
」、「
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
持
続

的
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
、
実
施
体
制
が

整
っ
た
」等
の
成
果
が
得
ら
れ
た
。

　

そ
の
内
容
は
地
域
活
性
化
戦
略
チ
ー
ム

（
内
閣
官
房
地
域
活
性
化
統
合
事
務
局
）か
ら

優
れ
た
評
価
を
受
け
、
二
〇
〇
九
年
度
の
継

続
実
施
も
認
め
ら
れ
た
。
前
年
度
の
課
題
を

踏
ま
え
、
蔵
の
ま
ち
づ
く
り
を
「
自
立
」さ

せ
、「
持
続
」的
な
も
の
に
す
る
た
め
、
三
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

中
で
も
特
徴
的
な
の
は
、『
蔵
の
こ
と
は

「
喜
多
方
に
聞
け
！
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』に
位

置
づ
け
ら
れ
た
「
蔵
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
創
設
」で
あ
る
。
同
セ
ン
タ
ー
は
蔵
の

利
活
用
な
ど
、
蔵
や
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

市
民
の
相
談
窓
口
で
あ
る
が
、
蔵
の
ま
ち
づ

く
り
に
関
わ
る
団
体
の
調
整
役
や
司
令
塔
と

し
て
の
機
能
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
相
談
窓

口
は
、
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
か
ら
本
格
稼
働

し
た
ば
か
り
だ
が
、
既
に
利
活
用
に
関
す
る

相
談
が
十
四
件（
取
材
時
点
）寄
せ
ら
れ
て

お
り
、
更
に
は
県
外
か
ら
の
視
察
希
望
や
相

談
も
舞
い
込
ん
で
い
る
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
「
地
方
の
元
気
再
生
事

業
」に
よ
り
二
〇
一
〇
年
二
月
ま
で
の
期
間

限
定
で
、
試
験
的
な
運
用
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
二
〇
一
〇
年
度
以
降
、
有
料
業
務

の
実
施
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
恒
常
的
な
機

関
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

蔵
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
要
素

　

経
営
学
者
の
ヘ
ン
リ
ー
・
ミ
ン
ツ
バ
ー
グ

教
授（
カ
ナ
ダ
・
マ
ギ
ル
大
学
）は
、
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
が
成
功
す
る
た
め
に
必
要
な
三
要
素

と
し
て
、「
ア
ー
ト
（
＝
直
観
）」、「
ク
ラ
フ

ト
（
＝
経
験
）」、「
サ
イ
エ
ン
ス
（
＝
分
析
）」

を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
個
人
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
ス
タ
イ
ル
を
把
握
す
る
枠
組
み
で
あ

り
、
ま
ち
づ
く
り
に
そ
の
ま
ま
適
用
可
能
な

も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
ま
ち
づ
く
り
も

地
域
経
営
の
一
端
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
要

素
の
枠
組
み
を
借
り
て
、
喜
多
方
に
お
け
る

蔵
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
て
き
た
人
・
組
織

に
つ
い
て
紹
介
し
て
み
た
い
。

・
ア
ー
ト
～
ま
ち
づ
く
り
を
動
か
す
創
造
性

　

ア
ー
ト
は
「
創
造
性
を
後
押
し
し
、
直
観

と
ビ
ジ
ョ
ン
を
生
み
出
す
」も
の
で
あ
る
。

蔵
の
写
真
を
撮
り
続
け
た
金
田
氏
や
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ま
ち
づ
く
り
喜
多
方
の
代
表
理
事
を

務
め
る
と
と
も
に
、
自
ら
ベ
ロ
タ
ク
シ
ー

（
高
性
能
な
自
転
車
タ
ク
シ
ー
）の
漕
ぎ
手
と

し
て
観
光
客
に
喜
多
方
の
魅
力
を
伝
え
る
江

花
圭
司
氏
の
よ
う
な
存
在
が
、
こ
れ
に
当
て

は
ま
る
の
で
は
な
い
か
。
ベ
ロ
タ
ク
シ
ー
で

町
を
案
内
し
な
が
ら
、
喜
多
方
の
実
業
家
た

ち
の
文
化
的
取
り
組
み
〔
注
三
〕
等
、
喜
多
方
の

歴
史
と
今
を
活
き
活
き
と
伝
え
る
江
花
氏
の

活
動
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
一
翼
を
担
っ
て
い

く
も
の
で
あ
ろ
う
。

・
ク
ラ
フ
ト
～
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
力

　
「
経
験
を
基
礎
に
、
実
務
性
を
生
み
出
す
」

も
の
が
、
ク
ラ
フ
ト
で
あ
る
。
既
述
の
「
喜

多
方
蔵
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」が
官
・
民
・

学
の
二
五
団
体
で
構
成
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
喜
多
方
で
は
多
様
な
ま
ち
づ
く
り
主
体

が
様
々
な
取
り
組
み
を
通
し
、
実
践
的
な
体

験
を
重
ね
て
き
た
。
そ
の
蓄
積
が
、
七
三
日

間
と
い
う
長
期
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
市

民
の
手
づ
く
り
博
覧
会「
き
た
か
た
喜
楽
里

博
」を
、
企
画
・
運
営
す
る
力
と
な
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

・
サ
イ
エ
ン
ス
～
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り

　
「
体
系
的
な
分
析
・
評
価
を
通
じ
て
、
秩
序

を
生
み
出
す
」要
素
と
さ
れ
る
サ
イ
エ
ン
ス
。

こ
の
要
素
を
担
っ
て
き
た
の
は
、
官（
喜
多

方
市
を
は
じ
め
と
す
る
行
政
機
関
）と
学（
東

京
大
学
都
市
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
等
）の
知
識
、

そ
し
て
論
理
的
な
分
析
と
計
画
・
提
言
で
あ

る
。

　

ミ
ン
ツ
バ
ー
グ
教
授
に
よ
れ
ば
、「
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
成
功
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
三

つ
の
要
素
が
す
べ
て
求
め
ら
れ
る
」。
喜
多

方
は
、
蔵
の
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
き
た

人
・
組
織
が
、
三
要
素
の
役
割
を
分
担
し
、

補
完
し
合
う
こ
と
で
、
現
在
の
姿
が
あ
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

地
域
資
源
を
磨
き
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド

を
創
り
あ
げ
る

　

企
業
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ

ン
や
大
学
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
等
、
幅
広
く

ベロタクシーで喜多方の魅力を伝える江花圭司氏
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活
躍
し
て
い
る
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー　

佐

藤
可
士
和
氏
は
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い

て
、「
他
の
イ
メ
ー
ジ
を
付
け
る
こ
と
で
は

な
い
。
も
と
も
と
あ
る
も
の
の
良
い
と
こ
ろ

を
引
き
出
す
こ
と
」と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

ブ
ラ
ン
ド
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
き
ち
ん
と
し
た

形
で
伝
え
る
た
め
、「
本
質
を
ピ
カ
ピ
カ
に

磨
き
直
す
」と
語
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
創
造
、
そ
し
て

地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
・
地
域
資
源
の
磨

き
方
に
も
通
じ
る
の
で
は
な
い
か
。
地
域
ブ

ラ
ン
ド
を
無
理
や
り
創
り
出
し
た
り
、
無
い

も
の
ね
だ
り
を
せ
ず
、
今
あ
る
地
域
資
源
に

目
を
向
け
る
と
と
も
に
、
見
え
に
く
く
な
っ

て
い
る
も
の
を
掘
り
起
こ
す
。
そ
し
て
、
そ

の
地
域
資
源
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か

明
確
に
伝
え
る
た
め
に
、本
質
を
磨
き
直
す
。

そ
れ
が
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
す
る
王
道

な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

喜
多
方
は
、
蔵
を
「
地
域
を
象
徴
す
る
宝
」

と
し
て
七
〇
年
代
か
ら
磨
き
続
け
、「
蔵
の

ま
ち
」と
い
う
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
創
り
上
げ

た
。
そ
し
て
現
在
も
「
日
本
一
の
蔵
再
生
に

よ
る
ま
ち
お
こ
し
」を
掲
げ
、
地
域
資
源
を

磨
き
直
し
、
地
域
の
魅
力
を
高
め
よ
う
と
し

て
い
る
。

　

喜
多
方
で
は
、
二
〇
一
〇
年
二
月
六
日
、

蔵
の
利
活
用
の
促
進
を
目
的
と
し
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
内
容

は
、
蔵
の
モ
デ
ル
設
計
の
実
施
と
設
計
途
上

で
浮
か
び
上
が
っ
た
諸
問
題
を
ま
と
め
、
全

国
各
地
の
取
り
組
み
事
例
や
研
究
成
果
を
盛

り
込
ん
だ
も
の
と
な
る
。
地
域
資
源
の
磨
き

直
し
の
成
果
が
、
ま
た
新
た
に
加
え
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
。

「
蔵
」「
ラ
ー
メ
ン
」に
続
く
の
は

　

今
回
は
「
蔵
」と
い
う
地
域
資
源
を
活
用

し
た
ま
ち
づ
く
り
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
関

係
者
の
方
々
か
ら
話
を
伺
っ
た
が
、
喜
多
方

の
地
域
資
源
は
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
も

ち
ろ
ん
「
ラ
ー
メ
ン
」も
そ
の
一
つ
で
あ
る

が
、
喜
多
方
市
観
光
交
流
課
の
樟
山
敬
一
課

長
は
「
い
い
風
景
」と
「
人
」も
挙
げ
ら
れ
た
。

最
初
に
案
内
し
て
く
だ
さ
っ
た
所
も
、「
大

イ
チ
ョ
ウ
」の
落
葉
で
見
事
な
黄
色
の
絨
毯

を
敷
き
詰
め
た
よ
う
な
新
宮
熊
野
神
社
の

「
長
床（
な
が
と
こ
）」（
拝
殿
）で
あ
っ
た
。

ま
た
、「
き
た
か
た
喜
楽
里
博
」の
ガ
イ
ド
冊

子
は
、
表
紙
を
め
く
る
と
市
民
の
方
々
の
笑

顔
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
る
。
喜
多
方
の
ま

ち
づ
く
り
は
、「
人
」が
主
役
で
あ
る
こ
と
を

思
わ
せ
る
。

　

そ
の
他
、
農
業
の
町
で
も
あ
る
喜
多
方
市

で
は
、
官
民
協
働
型
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
多
様
な
人
材

の
機
動
力
・
発
想
力
・
応
用
力
を
行
政
が
後

押
し
し
、
地
域
毎
に
個
性
的
で
魅
力
的
な
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
育
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、
農
商
工
連
携
に
よ
る
商
品
開
発
に
お

い
て
は
、
全
国
で
も
有
数
の
生
産
量
を
誇
る

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
活
用
す
る
な
ど
、
様
々
な

分
野
で
地
域
資
源
の
発
掘
・
磨
き
直
し
が
行

わ
れ
て
い
る
。
次
は
何
が
喜
多
方
ブ
ラ
ン
ド

に
名
を
連
ね
る
か
。非
常
に
楽
し
み
で
あ
る
。

�

（
國
井　

紀
王
士
）

〔
注
一
〕�　
「
き
た
か
た
喜
楽
里
博
」は
二
〇
〇
九
年

一
一
月
で
終
了
し
て
い
る
が
、
内
容
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://kirari.kitakata-kanko.

jp/

）で
閲
覧
可
能
で
あ
る
。

〔
注
二
〕�　

二
〇
〇
八
年
度
の
「
地
方
の
元
気
再
生
事

業
」に
は
全
国
か
ら
一
一
八
六
件
の
応
募
が

あ
り
、
一
二
〇
件
が
選
定
さ
れ
た
。

〔
注
三
〕�　

喜
多
方
は
非
常
に
文
化
的
な
側
面
が
あ

り
、
大
正
時
代
中
期
、
喜
多
方
の
実
業
家
で

結
成
さ
れ
た
「
喜
多
方
美
術
倶
楽
部
」が
若

手
文
人
画
人
を
支
援
し
た
。
そ
の
後
も
「
プ

リ
ン
ス
倶
楽
部
」、「
セ
ピ
ロ
マ
会
」（
セ
ザ

ン
ヌ
、ピ
カ
ソ
、ロ
ダ
ン
、マ
チ
ス
の
頭
文
字
）

と
い
っ
た
芸
術
文
化
組
織
が
作
ら
れ
た
。

（
参
考
資
料
等
）

・「
視
察
資
料
」福
島
県
喜
多
方
市

・�

Ｈ
・
ミ
ン
ツ
バ
ー
グ
（
池
村
千
秋
訳
）『
Ｍ

Ｂ
Ａ
が
会
社
を
滅
ぼ
す
』日
経
Ｂ
Ｐ
社

・�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
「
知
る
楽　

仕
事
学

の
す
す
め　

十
二
月　

人
を
動
か
す
デ
ザ

イ
ン
力
」
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こ
の
た
び
、第
六
十
六
回
運
営
委
員
会（
平

成
二
十
一
年
一
〇
月
二
十
八
日
）、
な
ら
び

に
第
二
十
二
回
顧
問
会
議（
平
成
二
十
一
年

十
一
月
五
日
）を
開
催
し
、
平
成
二
十
一
年

度
事
業
の
中
間
報
告
を
行
う
と
と
も
に
、
平

成
二
十
二
年
度
の
事
業
の
方
向
性
に
つ
い

て
、
出
席
者
の
方
々
か
ら
意
見
・
要
望
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

運
営
委
員
会
で
は
、
調
査
事
業
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
意
見
や
、
東
北
開
発
研
究
セ

ン
タ
ー
と
の
合
併
に
お
け
る
検
討
状
況
な
ど

に
関
す
る
意
見
が
だ
さ
れ
、
顧
問
会
議
で
は

出
席
自
治
体
か
ら
地
域
振
興
施
策
な
ど
の
紹

介
や
当
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
要
望
点
な
ど
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

事
務
局
と
し
て
、
今
回
頂
い
た
貴
重
な

意
見
・
要
望
を
充
分
検
討
し
な
が
ら
、
平
成

二
十
二
年
度
の
計
画
を
ま
と
め
て
、
次
回
運

営
委
員
会（
平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
六
日
）

に
改
め
て
お
諮
り
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。

第

六

十

六

回

運

営

委

員

会
、　
　
　

第

二

十

二

回

顧

問

会

議

を

開

催

報 告

運営委員会風景

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
毎
年
二
回
、
東
北
七
県

の
県
庁
所
在
都
市
に
お
い
て
「
地
域
活
性
化

講
演
会
」を
開
催
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
回

は
平
成
二
十
二
年
三
月
九
日
㈫
に
仙
台
市
に

お
い
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

講
師
に
は
、
東
北
大
学
教
授
・
医
学
博
士

の
川
島
隆
太
氏
を
迎
え
て
、「
脳
の
活
性
化

か
ら
地
域
の
活
性
化
へ
」と
題
し
た
ご
講
演

を
い
た
だ
き
ま
す
。

「
地
域
活
性
化
講
演
会
」
を
三
月
に
開
催

お知らせ

顧問会議風景
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企業・地域における環境配慮のあり方

今、山形・東北の温泉地に何が求められているか
～国際化と日本の温泉文化～
松田　忠徳　旅行作家・札幌国際大学　教授

調査
報告

新年を迎えて
高橋　宏明　財団法人東北産業活性化センター 会長

巻頭言

「蔵のまちづくり～地域資源の磨き方」
―福島県喜多方市―

ANGLE

寄　　稿　岡本　眞一　東京情報大学 総合情報学部 環境情報学科 教授
寄　　稿　壁谷　武久　社団法人産業環境管理協会 製品環境情報事業センター 所長
寄　　稿　笹野　　尚　株式会社日本政策投資銀行 地域企画部 企画審議役
寄　　稿　経済産業省 東北経済産業局 資源エネルギー環境部 循環型産業振興課
事例紹介　池田　三郎　東北大江工業株式会社 品質管理部 部長
事例紹介　伊藤　秀明　東北リコー株式会社 経営管理本部 環境統括室 室長
事例紹介　相澤　　晃　株式会社福田組 土木事業本部 技術部 係長

「CO２ 25％削減には国境がない」
山岡　講子　特定非営利活動法人 環境会議所東北 専務理事
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